


TRADE 門ARK

地下鉄道、高架鉄道の如き激し

い震動箇所でも弊社製品は完霊

の防水効果を発揮して居ります

ｾ ｲｬ 録 ・ 見本 ・ 仕織 省

御報呈 ヒ

。
独 特 の 点 灯 方 式 .ノ

日立スーパーラピ ッド鎖光灯は ...

・グロー ランプがいりません。

・多数灯を約 l 秒で一斉に点灯するととが出来

ます。

・低屯圧でも点灯します。

・取付配線は極めて簡単でアース線を取る必要

がありません。

・導fG板が不要です。

・ラジ: ; t 雑音がほとんどありませんつ

. 高力率型です。

自主主家庭電器航費 株 式 曾 結 E  . : : a : 銭信舟

s :  r  7:1- :"， ; ('61/< 

の補 Ｕ 量産 減 込 ＱｾＳＰ 与 の 綬 ｲｾ 誇 Ｕ

- 却で，グ

ドッグ印 アスフ ァノレトノレーフィング

ア ス フ ァ ノレトブエノレ ト

砂 付 ノ レ ー ブ ィ ン グ

メノレタイトノレーフィング

キ ンマ ν アタイト ( 高 級 輝 一青金麻布)

へツ ν ヤンブァプリツク( 続I ' f 1ft麻布)

コ ッ ト ン フ ァプ リ ツ ク ( 漉 青綿 布)

白 麻 ブ ァ プ リ ツ ク ( 涯 肯 苧 麻 布 )

グ オ ン タ イ ト ( 伸縮白地板)

ω  臼 本 工 業 鰍 表示許可工場

株 式 会 批 Z 英 融

大阪市西成区緬通 9丁目 24番地 電話天下茶屋⑧8861 ・8862番



LI 6HTGABE STELL 

簡 易 鋼 矢 板

軽 量 形

ρ 想 M

文化的主安う舌ゅ先づ一-一

‘ｾｾリ ｦ ム
リ ｾＹ ＴＨ ｊｉ 、
の使用から ・…. ，

我 折、国唯一の設備

迫 続 式 冷 閉 整 形

ローＩｾ棋による榎悲製呂

ガス- 水道管箸の

地下埋没工事のほ土止

河川工事の締切. 干拓

及1J 護岸工事に最適

，.. .J・

本 社 工 場 伊 丹 市 伊 丹 五 五 八飽 伊丹 ( 代) 35臼31

東 洋 リ ノ リ ユ 一 ム 株 式 曾 社 東 京 支 庖 中 央 区銀座西 . 三和恥ピ山:)ルレ電京 橋飢 削1げ170初0

大阪司事E務所東区瓦町二. 三和ピ Jルレ 低北浜37布5.3幻76



輸

Yodowal  

釘を使わない 化粧と実用を兼ねた

特殊強力接着剤

木枠は勿論直接モ J レタ J レ面に

吸 音 板 岩 綿 板 硝 子 繊 維 板が

現場で簡単に貼れる

球 部 化 粧 板

特 徴

用途

波 ・ 平 ・ 厚 ・ 黒 板

- 軽くて美しい

• 1f1i 1火・ nu17 ] ( で永久仕上

. 汚れはすぐ取れ衛生的

. 施工迅速で経済的

・平板は建築物の外談 ・間仕切 ・天井壁

庇下及家具 ・船舶 ・車柄 l乙

・波板は工場 ・倉庫 ・プラットホーム等

の屋根 ・壁 1(.

〈金額淀川製鋼所

本 社 大阪市東区 博 労 l町4 の30 電話@ 0351

東京支社 東京都中央区西八丁堀3の8 電話⑧ 1171

・厚板はす γ ドイツチパネノレ等としてビ

ノレ等の外装仕上材 lζ

・黒板は学校 ・事務所 ・官公庁 ・家庭用 lζ

( カタログ翻希望のブJ は詑 名闘記入の上御申込下さ¥.)
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I z  台強返さ会

家が倒れるまで被害に気づかない ，おそ

ろしい白蛾に対して，アン トックスは車色

大な偉力を示 します。 アント ックスはペ

ンタクロロブ ェノー ノレ，多 塩 化 ベ ン ゼ

ン，'1， B HC などを主成 分 と し 防 腐 ・

忌j墜朔lを配合 したものでありま す。

無色の油列] で ，佼用法も簡単，効果は長

時間持続し ，変質もなく ，1妨蛾，殺蛾，

防腐などの作用を強力に兼備しておりま

す。{出l絡も低N rtです。

一

霊

園

に

て

カ

タ

ロ

グ

呈

大 阪 化 成 株 式 会 社

本社・大阪市南区心斎橋北詰 fl.i: (25)  631- 635 

支社・東京都 '1;央区西八丁郷l の3

:;n( 55) 2300 ・切 55

-
，

f

，

 
、通
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Il Eニ7

藤 森 工 業 株 式 会 社

東京都中央区 日本橋通 1- 5  ( 中内ピノレ)

専 用 電 話 東 京 (28) 6 2 7 1  - 2 務

大 阪 市 西 区 土 佐 期 通 l T 同 l 務 地

大 前l ピ ノレ7 0 9 号 室

電話 _I -. 佐射 (44) 0 2 2 5 ・7 5 6 9 CI 由通)

3  1  3  1  ( ピノレ 交 換)

社

大阪常業所

*  
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鍛通・繊聾

東洋レーヨンの

+ イロ〉

② 東 洋 レ ー ヨ ン 株 式 会 社

発売元 亀 井 株 式 会 社

東洋レーヨンのナイロン 鍛

通・ 紙麗は 100 96スパンナ

イロン 糸を使用 したもので

食弾力性に宮んでいま す

会驚く程摩擦に 強い

会吸! 主性が非'l ;y に少ない

女虫の害を全く受けま せん

ー、‘

ζ お喜志おKん

(金具マーク)

(衛陶マーク 〉

弊 社 は本 社 ・茅 ケ 崎 の 各 衛 陶 工 場

及 び金具工場共に J 1  S の指定 を受 け

の衛 生 器 具総 合 メ ー カ ー で す

の

た|唯

J H11質竹} ' J l の俊秀 な

見と洋陶器製品をセ ッ トでlIl jJもk川下さい

新 製 品

S - 170 

スミ ｲｾ ロータンク

茅ケ崎工場

仲宗川県茅ケ的 dJ

T  E  L  2 1  0  Ｕ ｾ Ｘ＠
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会 告

会 館 の 各 室 使 用 規 定

'  

、z

蔵 書 閲 読 に つ い て

会 館 の 各 室 使 用 規 定 の 制 定

ζ のたび理事会の決議を経まして，会館の各室の使用規定を下記の通

り制定致しましたので御通知申しま す。

会 館 談 話 室 使 用 規 定

1  会館の談話室の使用は，次の各会の会員ま たはその同伴者 1<:: 限るも

のとする。

日 本 建 築 協 会

日 本 建 築 学 会

大 阪 府 建 築 士 会

日 本 建 築 家 協 会

関 西 建 材 協 会

大 阪 建 設 業 協 会

1  談話室の使用11寺聞は，次の通り とする 。

自 午 前 九 時 至 午 後 五 時

使用者は，制ii 付けの帳簿に記名するものとする。

使用者は，同室者 lζ 迷惑を及ぼさないように注1まさ れたい。

談話室は，関係者の夜間の会合のため，規定の料金を徴してその使

用に供する ζ とができる。

会 館 集 会 室 そ の 他 使 用 規 定

1  会館の集会室，会議室，談話室は，とれを本会および友好団体の関

係者の使用に供する。

1  前記の室を使用しようとする者は，所定の用紙によって予め本会庶

務係まで申込むものとする。

1  室の使用者は ，別表の使用料を支払うものとする。但 し本会内に事

務所を有する各会が，定例の役員会，委員会などの会合のために使

用するときは使用料を要 しない。

1  特別に前記の関係者以外の者が使用するときは，その使用料は，規

定料金のニＧ［Ｑ［ Ｂｊ ｪＱ ｾＱ の額と する 。

1  使用料は ，使用の目的，使用者の事情などに よって特に乙れを割引

または免除する乙とがある。

1  使用料表に記載のない連続または一時間以内の短時間使用の場合

は，料金を割引きする ζ とができる。

使 用 料 表

|  使 用一一一下手

室 別 卜一 一

| 午 前 | 午 後 | 夜 間

I  500 I  800 I  1.200  
4 附 集 会 室 I ｕｖｖｾｖｖｖ ＧＭ ヘ，ＭＭＮＮＧ

1. 000 1. 500 

400  I  600 I  900 

3 階 集 会 室 I "i " V V，- へ，- - . . ' ' -ヘ，- - . . '

800 1. 200 

| 地 階 談 結 I  I  800 

午前は正午迄，午後は 51時迄，夜間は 9 11寺迄とする。

本 会 蔵 書 の 閲 読 に つ い て

本会1<:: は御承知のように ，先輩諸氏が多年-:!f 心の下lζ 蒐集せられた建

築関係、の多数武重な図D，それも外| 蛍l仮のもの大部があり ，従来朝日ピ

ノレの事務所に於て一般会員の閲覧κ 供しておりましたが，と のたび会館

の開設に伴いとれらも当然会館内 i ζl 収むべきでありましたが，如何せん

狭臣室な現在の会館内 IL全部収容の余地なく ， 己むを得ず一般図筈はと

れを一時大阪市立大学理工学部にその保管を委託しました。閲読御希望

の向は何司王同乍f r ¥I において術i覧願いたく ，なお「建築と社会J r建築雑

誌」その他外国雑誌の| 口刊合本は従来通り会館 lζ 備えてあり ますか ら何

卒御諒承願い七げます。



. . 0.  

:n;  員 の 褒 章 受 賞

乙のたび下記の通り ，本会々員 が，建設関係功労者として褒章を授与

されました。ままに録 してその栄誉をお祝し申し上げます。

黄 綬 褒 章 松 井 賞 太 郎 君 ( K . K. 横河工務所)

麓 綬 褒 章 浅 沼 猪 之 吉 君 ( K . K. 浅沼組)

「都市の宅地再開発に関する具体的方策」 の

懸 賞 論 文 募 集

社団法人都市不燃化同盟では，関係諸団体の後援のもとに ，既 成都 市

を不燃防災都市K 改造す るための根本方築の一環として，標記懸賞論文

を，下記の要領で募集 してお ります。本会も乙れを後援しておりますの

で，ふるって応募されんととを希望いたします。

記

1 . 枚 数 400 字詰 20枚以内( 氏名 ・住所 ・職業明記)

別 lζ 400 字 詰 2 枚以内の梗概を添付する ζ と。

1. 締 切 期 日 昭和32年 2 月28日( 〆切当 日郵便局 の消印あるも

の有効)

1 . 賞 金 1 席 1 名 2 万 円。

2 席 2 名 各 1 万円。

3 席 5 名 各 3 千円 。

1 . 発 表 昭和32年 i 3月発行」の主催者( 後援団体を含む)

機関紙上

1. 檎文提出先 社 団 法 人 都 市不 燃化同盟

( 東京都中央区銀座西 3 - 1 建築会館内)

なお詳細については ，主催者である都市不燃化同盟I r . 問合せられたいc

社 団 法 人 日 本 建 築 協 会

本 誌 へ の 投 稿 歓 迎

「建築と社会」誌もい よいよ来春より第38集を迎える ととにな りまし

た。及ばずながら，今日 まで微力をつくしてまいりましたが，なお，会

員諸兄のキタ Y のない御意見，御要望K 沿って，よ り充実させていきた

く存じております。毎号，一 応，特集形式をとります関係上，すべての

会員の方々に満足い ただけ るような原稿依頼ができえない ζ と もあ りま

すので，と の際，広く会員諸兄の御投稿をお願いし，できるだけ掲載 さ

せていただきたく 存 じます。

内容は ， i紫煙室」向きのような「随筆J ( 1，∞0字 または2，∞0字)

でも結構です。

また ， i 建築の限」のような短い感想文 (ω 0字) でも結構です。

さらに ，まとまった論文でも結構です( 非常に長い場合は ，短縮をお

願いするとともありま す) 。

作品の場合は ，写真， プラン ( 黒 インキング) ， 概要，設計者 ・施 工

者 の乙とば (400字) をつけて下さい 。

投稿期日は 自由です。掲載号および割付については編集委員会 に御一

任 をお願 いします。

以上 ，ふるって御投稿下さいますようお願い 申しあげます。

昭 和 3 1年 11 月 10 日

社 団 法 人 日 本 建 築 協 会 編 集 委 員 会

会 告 2

会 員 の 褒 章 受 賞

懸 賞 論 文 募 集

11 
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投 積 を 望 む
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忘 年 懇 親 会

会 場 案 内

告
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121J15日( 土) 午後 21時集合

南海1 [ ( 1 1 ! 羽衣駅前集合( なんばより急行乗車が便利です)

10日まで ICお申込み下さい。{ 日し定員 (50名) に達した時は期

目前でも〆切ります。

建 物 概 要

設 計

施 工

敷地而積

建築而積

主

基

外

r

z
‘
、

〆

I

、r

t

、

学

日建設計工務株式会社

株 式 会 社 大 林 組

741. 9坪

本館 96. 5坪 延坪 119. 2坪

別館 19. 8坪 延坪 19. 8坪

本 館 鉄 筋 コン クリー ト2 階建，一部平家建

鉄筋 コンク 3 ート造

柱型コシクリート打放し，ν リコシ吹付け

スチー ノレナ ッν ュ

陸 屋 根，防水モノレタノレ塗

見住の族家氏

体

礎

装

。

き

ろ

込

と

と

申

日氏 三 家 銭の住い見学

午 後 2 時1  5 日
F  

、a

， 

根〉(屋

本会が年 ｬζ 一 度 ， 会員各 ｪ 函多数のものカｾ［ｦ自共 ｬζ 一 夜を楽しく ， 忙中の

閑を得て歓談担l ! 1ζ 懇親を交わすべく ，一昨年より新しい装いで忘年会を

催してまいりましたと乙ろ ，年々多数の( 昨年 160 名〉参加をみており

ます。

本年も昨年 よりは一段 と内容の充実を図り ，本会なら ではの企画そ10

月末より樹て，数度の打合せ会をへて下記の通り開催いたす乙とになり

ました 。例年御申込みが遅れて，不本意ながら御断りする方々多数をみ

ますので，何卒お平くお申込み下さるよう御案内申し上げま す。

記

12月18日( 火) 午後 611寺閥会- 8 1時半閉会

お略放日本料理煉 泉 闇 和楽駁 ( あべの交叉長南 1丁 半 ・

トキワ通 ・ガソリシスタンド東突当り南 ・包 括 天 王 寺 ⑫

0204.  5570番)

500円( 別に補助あり)

ＱＳ 日ま で に ， 会費を添えてお申込み下さ ｾ Ｉ ｯ 但し定員

(150名) に達した| 時は期目前でも〆切ります，御諒承願

いま す。

μ) 準備の都合上会場でのお申込みはお断りいたします。

(ロ) お申込みになった ) J で，当日不参になられでも 15日ま

で iζ 取消しのお申出の1尽き場合は . 会費の御負担をお

願い たします。

・ 出 ｊ［ＧｩｾＺ 者全員及び拙せんさ ｬ せん者 ｉｃ 粗品及ひＧ賞品贈呈Ｈ会員有志の

寄贈品〉

・ 出 ｕｩｾ 者有志ののど自慢及び隠し芸の披露

・本会独 l守の企画( 当夜までのお策しみ)

開 催
..t::.. 

:zx 1  9 5 6 年 忘 年 懇 親フ. ユア

. 0.  

:z.-

午 後 B 時

親惣年

1  8 日

忘

， ｾ＠

.  

と き

ところ

1. 

1. 

• 
込

会

申

1. 

1. 

( お願い〉



増補改訂版 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 施 工 指 針 発 刊

最近の鉄筋コン クリート工法は著しい進歩を呈しているが，一般の知

識が充分乙れに追随していると云い難い現状である。

そ乙 で本会では ，正しい コンク 3 ー トの施工と新しい知識の普及を目

的 11:， 昭和29年 8 月以来毎年大阪に於て「 コジクリ ート 技能諮盛J を開

催，多大の好評を1r} J 西日本各地でも催したが，そのテキストとして編

纂された のが「コγ クリ ート 施工指針」である。本年は去る 11月26日よ

り第 3回を催すに 当り ，さらに内容を充実させ，学会 J A S S 5 の改訂

にも 照して，改訂増補を加え「鉄筋コソクリート施工指針」として再編

した。.コ γ クリ ー ト施工lζ 携わられる会員各位の良き座右の警としてお

奨めする次第である 。

定 価 1部 330円 ( 会員 ，300円) 送料 32円

内 容 1) 材 料( 益尾辰雄氏 ，谷口尚武氏)

2) 試験法( 奥島正一氏〉

3) 調 合( 谷口尚武氏)

4) 工 法( 菅田登重氏 ，近藤芳美氏)

5)  特殊コソクリ ート工法

a，軽量ゴジクリート( 官τ 国主主重氏)

b， P .  S . コγ クリ ー ト ( 海上秀太郎氏)

C，プレパクト コy クリ ー ト ( 久良知丑二郎氏)

d， 特 殊 型 わ く ( 背 国 立 重 氏 )

附録 日本建築学会建築工事標準{ 士総書 ( J A S S 5)

J  1  S 建築材料焼絡抜移

0 表紙ファイパー製， 0 本文 9 P 横組，

O約 290頁

社団法人 日本建築協会出版委員会

第 1 回 建 築 写 真 コ ン ク ー ル

事業委員会では ，かねて全会員の御参加を願うような事業の企闘を研

究致しておりましたが，今般 "建築写真コ γ クーノレ" を催す乙とに致し

ました。つきましては ，腕によりをかけて続々傑作を御送り下さるよう

お願い申上げます。締切昭和32年 1 月31日。 ( 詳細は ，10月号，会告を

お参照下さい〉

近 畿 建 築 会 館 御 製 品 御 寄 贈 (追加分)

各 階 NEWS T AR ドアーチ z ック
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株式会組 日本ν ヤッタ ー製作所

会 告 4

鉄筋コンクリート施工指針

発 刊

写 真 コ ン ク ー ル
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用 途

ガレヂ持納庫

倉庫間仕切等

ゑ求 馨i i : 三谷製作所

女御用命は下記代理庖へ

お願いします

株 式 会 社 石 倉 商 庖

小 野 藤 金 物 株 式 会 社

合 資 会 社 和 田 末 商 庖

月 虎 金 属 株 式 会 社

株式会社中村多喜弥商庖

松 本 金 物 株 式 会 社

株 式 会 社 丸 喜 商 庖

深 見 金 物 株 式 会 社

湯 浅 金 物 株 式 会 社

清 水 金 物 株 式 会 祉

株 式 会 社 日 垣 本 牡

株 式 会 社 平 尾 商 庖



地 方 建 築 特 集

建 築 と 社 会

第 3 7 集 ・ 第 1 2 号

売 価 1 部 1 3 0 円 ・送 料 共

昭 和 3 1 年 12 月 2 0 日 印 刷

昭 和 3 1 年 12 月 2 5 日 発 行
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玄 関 入 口
見学者出入口舛観
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玄関ホ ール ・エレベ一々ホール 玄 関 ホ ー ル

ー 一一一ー- ，

建 築 地 大 阪 ;Ij ｊｾ 区 堂 ｲＮ ｢ rl' 1  J 日 13 寝 泊

工 JtIJ rr工 H円1可1 3 0 W6 月 峻工 31ljo 7 月

主主事鋭鋭 階 数 地 下 l 附 地 上 4 階

m 坪 2 ， 0  2  3.  5  3  M"  

延 坪 8 ， 1  9  J .  0  0  M2  

軒 町 ハラペ ＱＱ ・ ｊ Ｚ ｾｍ 迄 1 6 . 9 8  M 

鉄 lI'i よ 鮒 温 5 7.  9  7  M 

建物mi 孟 民間テレビス 9 ヂオ及事務所 ，中継及プログ

ラ ムを作製し生事 ｾｬ 主 Ｈ Ｚｬ ￭ｦｲ へマイデロウエーブ

I C. て送る繊飽

tl 匂上外装 τ(1務血1 外袋タ イJ レJI';， ，叡 ピJ レキノトン硝子

及 サーモペン刑子入全而サ ツ以ユ

一 階 テラコックホロ ー プロック 税
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1" 上内部t ・玄関エレベ- ; - ーホール
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/  
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2 階
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Ｍ 見学者ｾー ル

床 7 ス タ イ ル比';

巾木 テラゾー研! l J し

J¥f. イタリ 一政トラパーチン及 モル

タル下地 ゾラコート吹付け

天 ｾｉＧ I肢75テツヲス 貼一部ホ モトーン

・ス タ ヂ オ

床 ｾ床プラスタイル貼

巾木 杉 ペン キE駐

里E i ' P . ぼビニールレザー及綿布をク

リンプ不ツト をさえ

天井 i 1 天井セメ ント 木毛板及ド ンゴ

ロス ｾｦｬ り

" 11  務 吉区

床 アスタイル品H

巾木 生芸ペンキ強

ｾｉ 号 しつく L、塗
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リ ハ ー サ J レ
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巾本 生芸ペシキ 11/1.

'1堅
セメント 木毛仮ｾ￭ｔｉ貼

天チ| k .t ノト 木毛敏子I込

3  階
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変 電 室

会 議 室 liH 総 務 局

111道具室 そエー

I!ii " 自民' 局

実litt 貫室

自fn軍用

W， I  2 9ヂオ

日リ 3嗣雪E 廊下 主吉周' 堂

スローエ
月レ 一子.

E  

営 業 局1
ト一一一

I空 室 廊下

MG雪

大 道 具 室
衣装 庫

側 室 F
二 .1< Ｚ ｾＪ＠

C プロ Y ク B ブ ロ ッ ク A ブ ロ ツ ヲ

大 阪 テ レ ビ 放 送 株 式 会 社 社 屋 を 設 計 し て 越 山 欽 卒

31年 7月28日. ｲ ｩＡ ｉ Ｚ ｾｽｉ ｉ ｉｉｴＭ Ｎ元駐留期敷地跡Ａ｣ 大阪テレビ放送 株式 会社のス タ

ヂオ とu毘が完成した 。

｛ 投 ｊ ｉ 者の ｲｬ 場から ｾ ｉ Ｇ ｩｩＡｩｩの概要 とスタヂオ に ついて ［Ｇ［平述 べ て見た ｴ 、 。

1. は じ め に

28 作 4 月から始められた前田1は数 1' 1"1の検討をmねて 30年 6 月に完了し

30年 4 月依然をたづきえ渡米し N B C， C BS， A B C， D u Mont 等米

聞の 4 大ヰツ l ロ一世の中央局を訪問し，対策K 対し各々の専問l家から 忠告

を ｾｈ き，まとめあげた志のである 。

技術，編成等あらゆる函で日進月歩しつつゐるテレビヨヨンの l世界の司Iで

あるから ， ζ の O T V の局舎が段新の志のであると断汁は出来ない。 しか

しは がら少 くとも 現在考えられる緑色新しい技術をl Ol . 入れた ，完成されたテ

レビジョン局舎のス 9 ングー ドであるという ζ とはil DIEる。

2. プロックプランと! } i i J 線

己の敷地は大阪における報道， 文化の中心地であり，まさにT V局合 とし

ては，うって付の場所であった。慾をいうなれば，将来拡張の為の敷地が行

干ほしい処であ る。

プロツヲを大別し て 3 つに別け た。乙れを A ，B ，C とす ると

A  : ，t としてUJ 務および技術関係

B  主としてスタヂオおよび大道具関係

C  主 として. br IifI7昨および級担控室関係

である 。

プロッタプランの決定にあたってf bt bmi J l f なのは トラヲイツウオ伝わら動

線で品 る。

動線はIXの 5 つに分けた。

J. 職員，一般外来者動線

2. tllliil 者動線

3. 見学者動線

4. 大沼只動線

5. 中継駆動線

がこれである。

乙れ等の動線が平而交叉する司Iな く各々独立し ていなければならないが，

特 11:f !11i i I 者，見学者，大道具のそれは完全に分れていなければならない。

A プロッタ K 一般出入口，山政者出入口，見I学者出入口

B ブロツヲ K 大1lI 只如出入口

C ブロツ? IC大llI H般出入口 および中継III 出入口

を設ける と ｊｾｬ｣ ａ ， ｂ ， ｃ 各 ブロックの床高岳変える Ｈ ｓ･｣ｴ ｩ ｯ ｮ 参 ｬ 悶 Ｉ取によ

って， ι のIIIl f 1j ' j を解決した。

3  ス タ デ オ と コ ン ト ロ ー ノレルーム

ユタヂオは 100坪のも の2っと 60 坪の色の I つ，Jr  3 つでゐ る。

100坪の内 1 つは公開mとして使用が出来る 。

60. 干の 6のは主 としてコ マーシヤル務官1 ( ス' " ' J トl !Nとして3十回した。

100 坪の 4のは全く同型である 。 ι の，j J は述鋭放送 を行う場合全く有利に

利1H: 1 I 来ると信じている。大スタヂオは巾45尺，長辺80尺であるが，rlJ 45尺

は両側 K セットを組んだ場合の段少限で50尺は慾しい処であった。

地階IC冷暖関機械室，大道具室等騒音源となる鰍訟を1&らさ・るを得な かっ

たのでスタヂオは全部浮精進を採用した。!lI K 綿機械は全部防仮ゴム台を使

Jl Iした 。

スタヂ オの主な吸音材は ロツヲウ ールで，己れK 穴あきベ ニヤ，ビ ュール

レザ ー，木ちセメ ン ト板を使 用し残 甥時 Ｑｭ のＺｵＮ ＧＮ ｾ控をはか った。

守主 ｋ ，各周波数 ｉ｣ｩ￭ｴ って均 一 な残響 ＱＱ 寺ｼ聞を必ｾ と し， その 上 ラヂ オのスタ

ヂオの如 くポリシリンダー， レゾメータ 一等を1史H1:1i 来ないので ，，m盤 ICは

数々の苦心がは らわれている 。

音響問題につい ては乙れを担当 された東芝の向原俊仰が専問肱K 発表 され

るので怠! 砲されたい。

残響時間は各周波数民政って

!f， l スタヂオ( 第 3 共l 0.6秒

第 2 スタヂオ 0. 5秒 である。

T Vス空デオと しては梢々長自の残響時間であるが，音楽効果 と，セット

が軒l まれた場合を考慮した上，決定 されたものである。

スタヂオK は各々2 カ所 ICガス，給掛 水の設備があって料F1l llJ1i孟は勿論の

耳J ，その他多角的な目的 K 使mきれるよう ;l l- Wmされてい る。

コントロ ールルームは A ，B ブロツヲの高低2( .ー を有効に利!干l し， ユタデオ

床 と約 5尺の廷がつけて ある 。スタヂオと はT自適時m階段で. i ' l ! 絡が:1-¥来 るの

と同時K コン l トロールルームよりオ ペレ ーターの術開lが極めて，容易 KI :11

来るよフ になっている 。

叉 l スタ ， 2 スタ のコ ント ロールルーム は一体ととEってい るので両 スタチ'

オを同時K 使用する 事が可飽である。 マス 9 ーコントロ ールル ームは，東京

名古屋25の局と下 7 トロ- ? を組む; ( . ¥充分な広きを持っている。プロジェデ

ユノヨンエリヤ ，アナウンスブースが同一 プラノの中K: 投けられ，カメラコ ン

トロ ール b c の室で行われ る。乙れ等治宝 IC設け られる段ll ! I の淵盤修理の為

の工作童 忠岡一階K 計画され. 高度の粕I立を要求される機ll!I の澗盤 iζ ，その

』書館を充分発f. f(j[¥来るも の と信じている 。

4. 大道只宅および小道具室 ，fi folo' 

スタヂオを大きく充分に利mする Z¥Kは乙れ等のよスペ ースを: I¥)経 るだけ大

きく 取 らねばならはも、。米国の鋭郁ではスヲヂオ ll C対しこ れ等の合計が2で

ある。

大道具箆は 1 スタ ， 2 スタの下に あって，大道只は日木政大の エレベ - ?

ーでユタヂオ ml c iIJ! ばれる 。

大道具，小道具の相外よりの級入はスロープ IC依って，直接大道具室へ，

あ るいは叉 ｛ ｈ ｾ ス Ｙ ヂオ に殿 ＱＱＱ 入 する 耶 が出来る。

大道J U巨はヒ ノレ平Iモル ? J レお よび木毛セメント仮によって騒音を防ぐよう

計画された。

.l1:! K 一つの特徴は件剖製作の為の昇降装置を設け た引 で あ る。 通常;作自l

m最) は平 ICII'lい たりあるいは立て かけて，脚立を使用して彩色をほ ど己

していた が ，時間と場所を取るばかりでなく非常 ｋｾｉＧ 能率で あっ た 。乙 の界

降装置Iを利JII する 取に よって，今迄の少〈と b 3倍の能率があ げられる と考

えている 。

5. メイ クアップ室とリハ ーすノレ室

:1¥1 i i I 者出入口を降りて 1 受付の自i J を通 り抜ける と廊下をはさんで衣袋li .l l，

メイヲ 7' ; ; プ叢，床山等がある。

男Ｚｉ［Ｚ ｾｕ のメイク ＷＧ ＺＯ プ 箆は，各々 ＲＷ 例のロッカー ， 化粧 台と Ｒ つのＺ ノヤワ

ーおよ び使IYrを tli っている 。

外民側室の化粧室，日本1m化粧室があって， ζ 乙で化粧をすませる とE早川

階段を利用して ， 1階の段室へい く司Iが出来る。 位室は各スタヂオ IC対し 1

個以上設けられ. ζ E にも化粧台およびロアカ ーがあって簡単な化経砲しを

行う IjJ が出来ると同時1ζ ，本読みの箪としても 利用出来るよう に な っ て い

る。 E の外，スタヂオで出l i i I 中の ヲイツヲテエンヂ ( 早変り) の為ICスクヂ

オ ｋｾ して ， 同級の化舷輩 が設 けられている 。

4 階にあるリハ ーサル議 は 大スタヂオと同製で約 1∞ 坪の百五引 を持ってい

るので，キヤノラ ・リハ ーサル以外のリハーサルは，全部乙ζ で行う !jJ が山

来 る。従って，ス9 ヂオの利! H価( ! Uは倍する志のと償じてい る。

6. む す び

前後 4 ヵ年を援した乙の局舎は，予算や立地条('I' :g; の簡閲内で考 えられ る

l註刊のもの であ ると自負している 次第である。

しかしな がら ，日本のテレビンヨンは米どその絡に治いたばかりである 。

闘にも述べたよ うにその技術は相当なスピ ー ドで前進しているの が現状 であ

る。すでに米国で考 えられている放送技術も年を経ずして，日本 IC持ち込ま

れてくるし，叉日本の技術も進歩していくであろう UJ は疑うべくもない。

テレビヨヨン放送の為のI i l l の々設備を持った基本型のーっとして. c のru

物を見ていただければ私ICとって ι れ以上の幸はない。最後に，28年の始め

か ら 御 指導を賜ったＮ大阪 テレヒＧ 放送抹式 会社のｬＱ号先 制 並 ｉｃ 音響担当の ｾｾ ｬｨｬ

正男氏， N B C， C BS ， A B C.  D u Mont 各放送会社の方々 に心からの感

泌を ささ げる bのであ る。



見 学 者 ホ ー ル 茸i l スタヂオ内部

施 工 者 と し て の 言 葉

向

、

テレビスタジオと して一つの建物内ICあらゆる設

IlOを完備 し， かつ将来カラ ーテレビ時代 iζ 対して b

l' 分な備えを持っさiU! 吻は日本 は勿. 論i世界的に も置1

の無いもので，胞工する祈に とりまして は， ζ れが

完成 K 粗 i漏のな いよう覚慌をした次第であります。

当建物は一部事必系統の訴訟を除いては必だm維な

構造体 を要求書れており ます。 乙れK 対するJ i I 設備

6亦 l!1紙かつ梢密 を' l l ! しますので，脳工K 先fごちm

i位胞工図を全面的に詳細に作成 しました。 乙れはテ

レピ用機械設備 ，附併殺urr I  ̂ ! T f C 必要なインサート頬

を一指した総合m;泊施工関 とも い 3べきもので .' l l !

f9r は現寸図を志って示し， ζ れは テレヒ' 技術匝li . ;没

4  階
計者，附併設備技術者，およ び工事技術者の充分な

る検; Hをへて，柵追i体施工 I c( i 手しまし た。 これが

ため に工WJは短縮され. かつ正磁な1周辺il:本をの るこ

とが 出 来 ， 従 って 仕上工 τ ｊ ｉ 即ｊｬ ｉｕ を 充分 Ｑｾｬｲｾ り ， なか

で b心臓部のス 11 : / オの I1上工事K は一つ一つの工

震に充分の即! 日を取 りf9r即lの1:1岨上伝 らびに音響効果

を得 る乙とが:U来ま したζ とを臨んでおりま す。先

成 K あたりまして大阪テレビの情様の御指耳1. 附m

段 階 諸 氏 の 御協力 ｉｾ 感謝 致しま す 。 ( 長坂沼)
、.

4  

ＺＮＭ Ｇ ｊｾｧ Ｇ Ｍ 足栂

屋 1 階 屋 2 階 屋 3 階
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ノト 駒 山 送 信 所

正st相川途 本館よりのマイクロウエーブを受

! ; 1し肱i基flli ，出!<: lMr! J 送信する

ru明 l立ill ヨミ 良 県 生 駒 郡 生 駒 町'1，駒山] j 'i

ru築観般 送 i日1ft 鉄骨E、筋コ ンフリー l 平盛

ru 224.  53M"  ｬ｝ ｬ￻ｬｾ 包 ， 喫茶宝鉄

筋コ ンタリ ート 2 階建敗退鉄絡付

94. 3I M " 発m機 笠 木 造平屋正s

'13.  33M 2  

鉄判事内 送 信 地 29. 997M 

アノテナ 上 部迄 54.  240M 

外

飽

、の---.



兵 庫 県 立 姫 路 南 高 校 体 育 館 兼 講 堂

基本計画としては非常 1<: 111価の安い体育館であるので，主体構h1計聞は

鉄骨1<: 木 骨を並川 したバランス方式 ラーメンm逃とし，初m計闘は総て柑

t1質感の表鳴と鉄骨ラーノノ紫材の軒Wi表現 11: より荷ifi: の料品主1<: 留な した

ので，鉄骨はJ ; f . 吋りすTH止1分 6 匝 5 で以て紋川/ l D転た。 その他基礎自川が

従来の設計より応力の{)-sI! 性 Iζ より ，相当額を節減11¥来 1 設計の全体力守j

効 かつ頂点( ( : 111: 11¥米に。

外部仕上 としては，梢造的K 持出されたギャラリーは一階の有効なアー

ケード通酎? として前川すると 共11: . il 汗儲から m lal 1: 1副知排水称。E 笑立つ堅

樋11: よって，従来の邸下 とは別なWDM気をぷ現する !jJ 11: 1:土な した。尚昆恨

11:上 としては耐雨および腕部i mの意味で 1泌式山本位し瓦陣{ l とし泳法と

しては下地鉄仮処BI!1)上光明月ペンキ檎をしてから所広のhh性ペンキを Pや

る'jJ l1: より ベノキの占' 命の延命策を講じた 叉外峨fJ : 上は 体育館の織 11:大

ｾ 聞 を鉄丹と木造とで行う場合の致命 的 研究ｾ屈である 他 裂 に 対し 建 物の

回行仮動は 止められないから ，使用材料 11: 1111鮎i ' I (l ，で耐久( (: 1で脳 i;l 初飛な

表現材料 として't: としてて苑式艮尺波製鉄板 11: ペン キIj :上 をもって， 持な

どの持つフレアーの様な表現を 外 ｾ ｾ ｈ Ｚ［ 浪みましに 。 尚正 ￯ｦ￯ ｩ ｬ＼Ｚは両側 の 十 ｦｊｊ 直

コンヲ Ｇｊ ート 階 段と調布 ｬｾ せ粗野な 感 じをｰＮ現する為 ＱＱＺ ＭＱキスギ煉瓦を化

粧1<: 宥iみWN工j悶短縮の i!.¥. 川治体 としても干j 利にあつかった 。叉本体育

館設計 K 当り特にマドのMI H内信工法の一法第としてラ ーメン純治部材で

ある E 型鋼の材質感をそのままぶ現すると j 七K ，ｾｾ及上 下 花粉まれた ｃ ｉ 型

鋼に直接木製 マ ドtl :J ニ枠をピス Il めで取 り付 ける lc¥l1:. 特別な ピスしめ工

H を工作して， 乙れにより完全に じ型鏑と木枠を取付 ける 取がI. U来た 。尚

マドは体育館の主条1'1 である探光換気を光分1 < : 満足させる為K . 迎: 容とし

ぺ一段11: なった 。マドは 11¥1，耐を' J . ( くする; ( ¥11: 硝子寸法である 2 尺x 3尺を謀

本 としてぷ曳したが ， 乙と ｭ ｾ 金 ｪιｋ 関しては 維 持 経 Ｑｈ ･ 光分 ｉｃ 考 慮して

11¥来る fご111砧高品質の物を採川した 。

外向i出入口は特 K 体育館として. m当強いポ ールがH¥入 口組只I q(i 銭吋

って b安全で且耐風1 1 : 対する 「アオリ J により '-Il 只の的協および内部の大

人数の非常の際の遊間iを考慮して，総て引分戸叉は引戸とし . '-Il ! l O. 鈎11:

付 ては強き 盗難民対しでも考慮した特別設計品で一流メーカーで工作 さ

れたのを採JIl した 。

内部I1上 としては ，ノドru物のヰ 体性はあくまでも 体育競技場 としての適

吋な場と して，叉学校教育上文化活動としても 適 切位場と してl砧大公約数

的な飽点より設計を進めたので . - 1析は競技場の場としてギャラリーは観

、

.  



. 句
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.  

建築殻計 兵 庫 県 土 木 建 築 部 建 築 課

様造設計 兵 庫 県 土 木 建 築 部 建 築 課

施 工 建 築 株 式 会 社 釆 井 組

電気 株 式 会 社 ミ ナ ト 電 気

覧の%1の場と して多人数収容出来る織に した。天井U:上 としては吸音効果

を上げる為IC細 目高庇厚 き8 分木毛セメ ノト板を貼り エマルヂ ヨン ペ ンキ

を吹付け，一部換気の為11: パ ンチング フレキ シブルシー トを使用し て越屋

根 との排気迎絡壱考 えた。尚天井には体育:11I l!:l 只のi配付がある為K ，$製品理

鉄骨をV i i l臼して ペン キU: 上 とした。叉堕仕上は強 き倣首の条例ーを満足させ

るl ¥，主 として下地仮相決鮎の上 K 厚 8 分布H自問H: 木毛 k メン l 板貼の上

エマルヂヨ ンペノキの吹付仕上の他， 一階は竪羽図版 を目 透底目地 11:貼 り

E臣官効果を考 えた。尚ギャ ラ リー迎窓およ び一階マ ドは防磁網を貼 り硝子

の破倒を防いだ。

鏡技場床は音響，強 古の為 11: ，下地板は傾斜11: 6 分の本実叡を貼 り仕上

は競技上 保 ｼ出 方 向 に貼 ら れる方 が 干ｪＢ 効 であるので ， 総 て ｾ ｉｭ 方 向 ｋ 貼 り ，

仕上はm気サンドで充分平滑t.. f1: 上11: 留認 した。尚床下の換気1ζ 関 しては

側而K 大き くマド 5寸x 12尺 を 各 4 カ処対面111: 配 し，出入口部下は鋼管m

11: より 補助的K 取付てい き，特 11:充分なる 換気口を取 った。 本設計は先般

朝日新聞社主骨量のスポー ヌ芸術 11: 本県より出品し入選した作品でゐ る事 を

附記す。 (村上常一郎，j/'; 沢徳忠記)

平 面 図 1 階

1. アーケー ドポーチ

ホ ー ル

2. 競 技 場

3. え テ ー ヂ

4. 般 車

5.  ;{ !; 1ft 

なお. 2 階K ギ ャラ リ

ーあり .



.. 

裏 千 家 茶 道
4

2

 

館 設 計 者

施 工 者

茶 道 裏 千 家 家 元 (施主)

株 式 会 社 竹 中 工 務 庖

担 当 中 村 四 十 三

ru 築 地 五(/i!l 市 上京区小川通 り寺の内上る本法寺前町

J! ヨ: IW1 'i! 1  3  0  iド 7 月 3 0 日

峻 工 1111 和 3 1 主F 5 月 1 1 日

敷 地 1日 制 4  8  7.  3  0 坪

ru 築 百i W 1 階 1 0  o.  9  6 坪 2 階 6 7.  2  7 坪 .  

延 ｉ 而亙 ｾ 1  6  8.  2 3 坪

ｩ ，ｾ＠ ; 世規検
木造 2 階ru日本瓦町ー官官鉄筋混凝土足i

l¥(i 明 f盟 光 灯 及 臼 熱 灯

給 水 市 水 近

1随 生 符t イじ 情 (50 人 情 )
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裏 千 家 茶 道 会 館

新型t成った茶道会館は 『京郷市上京区小川

通り寺の内」ニる本法寺il iJlliTJ ICある。

京都のl J ] ll l1.F.i の丙北部. ill rlJ のひろくなっ

に細川辺り からもrの内を少し烈へ，小111にか

かった内ぴた石慌を波ってすぐ北へ 丁ば力、

り行くと ，史蹟 「今日路』のある，基E下重E家

元の門li Ul CilJる 。

茶道会(li'!は，乙の基l 千家家元と 道を一つへ

Ｑ ごてたｾ向い に ある 。 路 Ｑ ＱＺ立つ と ，東側 Ｑ ＱＺ 兜

l吋のひわだJ . f の屋綬魅しに， ワ々 とr . o くそぴ

える銀杏の大樹が見える 。 これは， 三代宗E

が!i' 1えにとったえる名高い五m銀i ! ' i でめる。

西川県をやれば， 乙ζ にも叉苗! i ! ' i の大日j が，

' " の苔も新しい茶道会館の かた わらに釘空に

つつ立っている 。鋭部の木は袋下家ゆかりの

樹でゐる。

乙ζ iま，御所の凶北IC当り，西陣織で名前

い面倒1の織1 Mが関西f C. l興依する 。 己ζ らゐ Tニ

り. "益擁寺，妙顕寺，本法寺，妙j' J:司j: などー

械の寺域が広々と つらなり ， もの叙ぴに京都

の ｉＡｩｾ 、療をとどめる ｩ 羽静の地である 。 都会の

もろもろの騒音色遣のいて，ただ前を流れる

小川 のせせら吉の音が Ｎ 風 と ｪｾ ｬｃ Ｎ そのｊｦｩ々

の風怖をそえている 。

fi c  c .  ｬＮＡＡ千家家 ｊ 乙は ， 流初で ある ［ ｪｾｮ 居士

の創建になる茶道書官伴の且l阪であり . 家元の

巾でも J i Hi ! i い建物である 。j詰近は茶道の飾

憾に伴い， 内外同好の士，或は I"J 下の米崎す

るるのがおびただしく ，名附のm闘の司I もあ

り叉修鉱! 道場としてt ，. I1<tごしく 狭陥壱感ず

る様 ICなり ζ のゆかりの地 IC. 新 しき時f"elC

即応 した乙の茶 道 事ｾ成 道場 の計画を見るに歪

ったのである 。

去る附和 ＲＹ 年早務の徒主日民地事 ｉｾ 誌がとり

行われた。

家元淡々斎宗匠骨T . IC五frf l : 子夫人の，伝統 と

ゆたかなる経験による設計指導の下 11:. 畿に

びかZ信が凱! られ，漸く . 1回和30年! L 設計の

完了をみてまT工のiill ぴになっに。

m新なる府，能率的な水@. ，随所 IC新しき

感j遣を6 り，特珠の談位をi国みて，鉱! 成道場

の名にふさわしくあらゆる点で茶道の綜合的

研究11 : 便利なる織 . m物の融" 部の一つ} つに

も行き ｬｬｬｾ 、 ｦ ニ紡 ｬ 心の 配 ， ｬｬＺがなされて あ る 。 叉

川百年K 近い伝統IC沿いつつ併せて，附荊I時

代の茶道文化を現し ζ れを後| 止にの E そうと

す る家元の心魂が己められてゐ る。

ｻＯ工以来 Ｙ ヵ月半， 盟 主元 夫ｾの熱心、はる設

J H住民工事現場への専門的な御指導に より ，

叉明助出当者の 日l ! i : 1C亙る努力によ って，ι

の極m築物としては鰐くべき綴JVJ 聞の工即j を

以て . 1111和31年 5 月11 日完成した。

l. li 総宮. 同妃両殿下をお迎え申上け' て峻工

式が挙げ られ 「花心」 と命名された。

ζ の会館が， ζ の 沼 ｉｃ ｾ ｾ ，、す 人々の ＧＱ Ｂ 心とな

って流織のいかを 11日わず広< J断道 K 活 用 さ

れ，茶道の約事l' を通じて，相 会文化の7 . : b錫 IC

市与吉れる乙とは勿論であろうが，叉務秋を

経る f珍IC. 務っき とさび を加え，益々 よき$ 1 1

成道場 として ｲ ｾ Ｍｬｩ，心 」 の名と ｊｴ ｬｃＮい つまで

もいとしまれることでみろう 。

尚，第 2 Jt1J工取 として，鉄筋コ ンク リート

J古2 附m. 延80坪の建物が乙の会館 11: 隣接し

て，家元夫妻の設計 ICより近く約工される乙

とIU " っている 。

( 竹中工務底紋;H: m久保問彦雄}



正 ｬｬ ｾ 拒 ｉｊｬ 凶広 ｉＺｨ ｹｾ 佐伯 ｬ 出

日 日 l li 町 地 御 前
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設 計 者 の こ と ば

地御前逓 ri ' l 病院は，広I;.¥di のrt 4 凶. 日本〕

鼠の ー 。 百 ＱＺ Ｑ＾ を Ｑ 日呼の ｲｭｬｬ Ｚ ヨｾ ［，Ｎ Ｎ I世I:HII 社の

外宮，地御前 ｾｉｉ 討 のある 佐 ｲＨＱ ＱｉＱＱＱＱＢ m!imr地 御

ｩ￬￭ ｊ の 小山の上 ｋｭ つ結 核 ｉｨ 昔話 ＱＡｾ Ａｉｉ ｬ ｯ 1ill 1涜であ

り. I i つ 日本mr司H1J吉公社及び! f ' l l 政省職貝を

対象 とした病 院である 。本 病 院のJ ↑酬は戦前

ｉ ｃｾｊ＠ る が ， その後戦争 と ｊｴｬ｣ Ｍ ｉｉ ｾ ｉｉＧ 11ーと なっ

ていたのを戦後木造で池 東せられ，今凶紹介

の分はそれに伴う泊築である。

数 地が和j 分 IC も狭い山の1i1Hえであるので I

配 il ut 闘は充分 と百えず，い ろいろ! 日IIIii 色ゐ

るが，その日低差のある乙とが附成上には面

白書を加えていると思う 。政 11の上で特 K 述

べれ ば 器1誕I ! I ! の手術家のある 階は，新病隙

の一階に あたり . 乙の北側 i Cは手術[ 百後の且l

者を収" d し . ι の古草原氏は手 術後邸調! l C たま

る汚物を吸引するための低円: 持続股引綴の空

主i' 、( 7 を配ロし， その吸ヨ 1* ン7 は地下者

H: Yl! 目しである 。

T'術識は . J詰近の病院にみ ると同 じく ‘品i!nI

j且淵盤桜町等を設備してある 。 1ょに .ffi 気床

については愉入品の タ( ) レは成績が よいよ主

に聞いている が，経質の関係 bあって. 現場

調合 としたので，その結集については，更に

湖伎の上御報告致したく思う 。

ＱＱｾ 主 主は 六 床室と 四 床議 とあるが ， それぞれ

ハーテイシヨンは，戸棚波HI とし) ，品者の佐

賀上入院則IIlI b  1乏いので，戸棚の符MはIH来

るだけ大きいるのとしてあり ，パイヒングは

殆 ど ｾＺ Ｚ ･ としてゐる 等々であるが，幸 IC

6各m設業者のJj 々の扱々ならぬ努力で，附

近の風光と有j 和して，務付いた よいものが出

来た E とを感謝し. s . つ部んでいる 次第であ

る。 (11-'図Hl$.:t 通 r，t l i um日部)

診療棟 1 階卒函 1  rll 待 2 玄 凶 3 廊 下 4 W .  C .  5  ' }( : .応

6 会計受付 7 技工率 8 幽 科 9 外 科 10 内 科 診 察 11 内 科 処 in

12 薬 局 13 i臨周引必 J4 製 剤 15 ｾ出品Ｚｑ ｲＮｉｴ 16 ｾｉＡ＠ ｾ議 ＱＷ 附 段進

18 耳1 Ji11  19 ｾｲ 日 当 20 辿転手飽歪

病 棟 1 階 卒 函 8 配鵬箪 9 食総消 ili 宅 10 リ不 J 当 11 医師室副珍11ii.

1! i 3録車 12 廊 下 13 診療郁備五 14 m 盤良市町l在住主 15 !I!<主当証 16 浴 )ci i  

Ｑ Ｗ 宥 ｷｩｬｬｪｲｾ ｮ 笠 ＱＸ 職 員 ｻ山所 ＱＹ カクタ ン処理! 20 女 子 便 所 21 男子{ 民所

22 浴 室 23 脱4主主 24 洗f担当 25 洗面所 26 1ill室 (2床 ) 27 約宝 (6'*' )

28 スロ ー7 階段



外 観 外 装 モル タJ レ塗，. { / 色セメ J トガン吹付。腰は人造石洗/1¥。

島 根 県 警 察 本 部 庁 舎

設 計 者 の こ と ば

訟江減の足下，/; .¥根県庁に隣接したこの敷地は， 111滞時代の二の丸御殿跡の

一部であり ，IYl 治の初即gKru築 された木造 階主l! の庁合が・，I. j 色蒼然 としてru

ら残り ，ILI 答集本部庁舎として使閉 されていたので1 。

当時の名ru築であった| 口庁舎ふ近代! . I! 築のt i ' I 勢からは，安全 と能率化のた

めに解体 b11.: むを得ずとし， その跡K 鉄筋コンヲリ ー I-j 泊三階ruの新庁舎を計

画した。

当司i lt : J i $: ける鉄筋コ J クリ ー ト巡のru物は極めてi抄< ，質# そなもののよ主 K

ＨＱ ，ｪＮｒＮ視 されて いる向きもう かがわれ ，殊 ｋｙｾ 干 ｈ ｬＡ 物として は鋭敏 からいっても

初めての刻 みであった為 ，一般の関心も訓 Ｇｩｩｾ ｬｃｾ 聴いので今 ｬ り ｬ の対闘 に 当つ て

は，公共ru物 としての尖質性 K 沿うべく特民間nし，間持; の"1'1t : も新鮮味 とい

った方針をたてた。

この 敷地及び附近 ｾ ｬｬ￭ の地盤は，宍道湖北 ｲｾ の ｍ Ｇ 品 ＮＧＱ ＱＱＢ Ｑ で ， その深さは約 Ｑ Ｒ ｍ

己の下 It : 松江 li'I ( 水成岩) がゐるので，鉄筋コンクリートハ( ) レを ζ の肘低迷

せしめて上部榊造物を支持す るよう ILJ 十両した。

本庁舎は， lJ ll t : 讐祭活動のf首相i憾関であるので，平面的には特殊 なJlil ! i i を必

要とするような部分は殆んどなく，大体において一般の臼公: l'Im起と大差のな

い平而を bっている。従って，轡祭4 : 向1長室を樋能rr; ，. I' 心として，各部l益法び

これらに従崩する 各室を有機的に結合して動線の単純化 と紡少を計った。然し

乍ら平而形は，その敷地の大きさ と，既存弘鳴物及び将来;tt 闘 との関係で梢々

複雑 となり ，従って建物の鋭敏の割合 It : 比して， ［ｴ，ｾｩｉＱ ｲｲ ，Ｉ ｬ ｴＺ＠ b複維なものとなっ

fこ。

外般については. "j"'i Ii1S般江 とは対象的 It : ，新しい以吹を械 り込んだ切るい，

前年付いた感 じのもの をよ心儲けた心nであったが，JIIH! のr!T仰のた め，苦悩平

凡なエレベーシヨンと 11上げ とにな ってしまった。ただ色彩耳目政 It: ついては，

刺吋考慮 したので，内外部 とも に大体において成功し たように思う 。

E れら はひとえ に関係者の協力 と，ru築. ｦｦｩ Ｄ｣ Ｑ ， 抑 ｾｉ ヒ給 ノ ＧＱ＼及 び Ｑ ｊＱＮｬＡ￯ ｊ ｾ の れ邸

主s設業者の努力による 志のと感謝している 。

設 計 監 理 島 被 県 土 木 部 建 築 課

施 工 株 式 会 社 鴻 池 組 山 陰 出 張 所

施 工 者 の こ と ば

制昂1松江の ユノンポ J レである 松江減の銭え立

つ城山を' fl ' ! ;Ht:i tl 而して巡っ県内初の鉄筋庁

合の脳工であり ，胞主側のJOJ 待 b非常に大 き

くζ れに充分応えるよ フあらゆる方面 K 細心

の努力を払ったが， 十二分の山米栄えと は思

えない迄も投;1I'!YoU! I ! の側から色御好評をの，

まず上位 It: 数 えら れる ru物である と 思 い ま

す。

工司 ｦｬ ｴＺ当つて は地質調ｊＢｩ のが ｩ ｾ Ｎ 城山より

湖lill t:流れてK ' } る通称松江例 という硬民地盤

が， 深 志 ＱＴ 米 に遣する地 ｊ ， ｾｵ ｴＺ ｮ り ， 径 300

粍，良吉 Ｗｾ のコ ｊ クリート ｴ ｪＧＨＭ，本 継ぎ の 打

込みをi詰もrr，) 胞に他工するのは，従来の工法

を改良突胞した紡! . t ! ，殆んど完全K 胞工型企i

を淫 した E とと，骨材 1ζ iJJ. まれない当 地 で

は，粗骨柑は砕石を使JII するの外な く， コJ

P リー トの血s工 It : ついては ，務別の研' 先 と努

力 を以って比較的良好な紡取をl ¥I ，打上 りも

予担l KOH、.IX く11 ¥来たと思う 。11: 上 It : 於ては

外部はエマ ルリ ν ン吹付. 玄関廻りテ ラゾ11';

ｨ 床 ， 階 段 Ｎ 郎 ｆ ｾ ｬｩｊ ｦｩｬｬ し ， ぼ プラスタ ー

及 一 部 コ ｊ ピす・一二 ノ ヨンｾＱｪ ｊ こ τ ｈ 担 当 労務者志

良心rw"，申f鎖と 協調とによって相当の Ij 上け

とはり，! I ) ; 事故も皆無 とい う科ば しいがi!.t! で

あって胞主側 It: b  満足して戴け たr j J は衷心1:;'

ぴに唱 えず ，叉. {/ 工以来事者tfi 熱心な御府羽 と

御協力戴い にy;¥凶係各位に深〈感測する処で

あります。

.  
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付 締 役 {叩

エ 却j

工' l ' i

ι  

金 貨( 南 ・西商)

2 階階段前 ホールより廊下を望む

総 江 市 殿 町

庇 坪 2，285. 82 M "  

1 階 772. 66 M "  

階 716.76 11 

3 階 716.76 "  

B 階 64. 73 11 

鉄筋コ ンタリー ト進 地上 3 陪 枯 盛 付

高 き パラペツ l 迄 12.300M 

m気 設 備. 給 水 衛 生 消 火設備，媛房設備

附 和 3 0 年 3 月 ~ 昭 和 3 0 年 1 2 月

建 築 工 事 33，780， COO -

m 気 設 備 2，210，000ー

給水衛星消火設備 1，800，OCO-

殻 房 設 備 3，700，000-

議 室

階

階

• 
、.J-!ー__.___，__，ーーニ

階

卒面図説明 1 . 司1f6輩 2. 課長室 3. 玄 凶 4. 予 備 室

5. 公安委貝盗 6. 木部長室 7. 宿直室 8. 控 室 9. 通 信 笠

10.  湯沸場 11. 陥 箆 1? 男子使所 13. 婦人使所 14. 洗面所

15.  会議室 16.  物白台凪I



美 術 館

設 計 菊 竹 建 築 計 i[li i 研 究 所

石 橋 文 化 セ ン タ ー (久留米市) 施 工 八 千 代 建 設 株 式 会 科

m 巡 鉄 筋 コ ン世 リー l 逃 2 階 建

延 坪 5  1  0  :f5!' 
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体 育 館

設計菊竹ｾ築 ｾｉＭ illii 研 究 所

施 工 株 式 会 ネ1: ｾｊ＠ 必 組

m j世 鉄 骨 浩 平 家 U ! I  1m 2 附

峻 工 日 i刑 事I 3  I 年 4 月 2 5 日

石橋女化センターを設計して

菊 竹 消 訓

美術館の施工者として

m '1' ?，';-

体育館施工に参加して

高 松 隆 之 助

乙のu! r投は一人の力だけ によって生れたもの 中学を事業してー! 年Imc;! と・油絵具をいじって 当社の担当したのは，石 崎 文 化 セ ン タ ー の

ではない。現乗をはっきり 体 で感 じとっている いた凶係で，石栂文化センタ一美術館の施工に 内，体育館のみであるが，工事施工は B S U! 築

人々 が，みんなで釧り上け. たものである。だか 当つては感慨深いものがありました。彼自と従 恕の恕切な指専の下1<:' 頗るスムース民進行し

ら乙乙 K は気どりも ，見栄も . 威厳 b_ nのぴ 労K 終った私の岡;業の償いといった気持品手伝 たので業者として取立てていう忍苦心した E と

色ない，峨たくましい筑後平野の生活が般かに つて，段初から体 当りでぶつかっていった工司I は' . . (、。唯設計について感じた E と は 次 の 通

J息吹いているに過ぎ ' S( 、。 乙 の し に し み や す

d ，司: 朴き ，'ti. らかさ ζ そみんなの努力の紡w

から 白然民生みにされたものであり ，叉みんな

の力に よって始めてからとられるものでもあろ

う。だから私Jt の設計も，みんなの支持と主狼

の中で進められた志のであり ，そうすることが

「 コミユニテ ｻ ｊ の 砲 投Ｚｾ肢も 適 わしく 思 われ

た。 ζ うした乙 とのため にJi-uffi の完成をまのあ

たり にみたとき， 建 設にたづきわったみんなの

心のなか に，新 しい 市 民生活 ｉｾＨ の 施 設がきっ

と反映せずにはおかないだろう という 磁心が柑j

のように尚らでいったのである。

( 粥竹建築計画研究所長)

です。主体工引 をウインド ーまで合めて坪吋り

2万5下円弱でlli'j 負った乙と色私の自慢の一つで

す。勿論設11-b傾めて要領よく出来ていたので

すが専門家で志そん' . . 安い単価で出来たと は御

気付きにならぬようです。

美術館U! 般の骨|闘がありながら 資金面で足的

みで 4 されている向きは再検MしてJ ' ! って，踏

み Ｑ Ｑ｜して裁きたいものです 。 ｊＮｩ術品壱安全 ｣ ｾ 保

管し，展示する U! 物が出来れば，I当然と立派な

作 品 ｢ ＡＮｬｾ り ， その 地 方から優れた美術家も生れ

て来る bのだそうです。

( 八千代建 設K K社長)

り。

先ず体育館については，色彩感を効果 ＨＨ ｾｉｃ 考

! . I l してある E と。U! 物がス，f ，ーツをして却i しむ

人のためという乙とを主限として，合理的に政

ｊ ｬ き れ，営業 ＨｊＧｾ，観客本位 という ζ とは第 二 次

とされ， 且成功 していること。 I XKセンターを

全般的に見て，体育館を合めて，美術館，音楽

1i t . プール， 7 ラブハウス等が。それぞれその

所を得て，その特徴を持ちながら . 全般として

一つの河I然たるハーモニーをか 6 しLl1 している

己とである 。丙日本附ーの文化センターをおる

のる当然と思われる。

( 高松制l工事E部長)



短 評

審 査 委 員
4zbz • 

応募は l白川向，熊本，大分. MHふ 船江. i:j l山，

宮f I l . 神戸，大阪，京都，宇前山旺1 ，大垣，名門屋，

静岡，繍浜，東京の各地 から 21校計94点。今年は l刻

mの初参加があり，範囲が広くなりつつあるのは紡

ｭ な 乙とである 。 事務局か ら 新会館 ｕｦｬ 所肘 ｾｋ 作品 を

展示したい という希望が仕iて来たため，急1<: 審抗日

を繰上け' たので審査員中御知合の悪い万ができ. 結

局 9 月27日午後から夜にかけて浅尾，笹川，竹内，

宮 ｬ 協 ， 吉岡 ，足 立の ｊｘ 氏によって行われた 。 ｾ ＱＱｩ い生

徒孫子J の作品でゐるか ら制部の技術的欠陥よりも ア

イデイアや怠欲K 将来性の感じ られ るものを採り，

製図力志考慮する方針で， 二回にわたり予定選ぴを行

い約九の作品を残し，それより入選候補の投認をし

て. ｭｾＺＨ 下位のもの即ら 当 落ｴ￟Ｎ界純聞の約 ＱＰ 点につ

いて討論採決，入選作を決定し た。的年問機審査員

各位から 御批評をい ただきましたのでI XK要約し ま

す。

短い教育郎j聞に もかかlまらず一般K 良〈括めであ

り ， 背の自民達者な作品が影をひそめ，紫 ｦｾ な 作 品が

多くなってきたように感 じられた。出血した教育委

貝会では，現地K 即した所i l ¥' 1地方性を生 かし得るよ

う1<:. そのよフ与現実の鍋み方を学んでもらいたい

と云 う: i l 図があっ たかに聞いていたのであるが，前

珂問機今問もその点1<: 特色のある作品は少かった。

学び: f J Jめの人には無理ではないかという審査員のも

っとも 伝御意見もあったが，表現まで持ってゆくの

はfII1々錐しい と思う が，そのような限のつけ方はお

実位勉強万法でるある から ，今後共せいせ' い心掛け

ていただきたい 。 全般的に角地，ｾ而の展示利用，

公衆 ｩ 史所ｾの取扱いに課題の分析不足が感じられ，

欲をい えばも少し科々しい自由な発矧があってよい

と思う 。

昨年は大阪以西，今年は大阪以東の作品が入選し

た。特 IL昨年は 111山， 松江，今年は字治山田か ら入

選作を: 1 - ¥している が，今JZの大都会の生徒1<: 限定 さ

微光客1<:<<直接するこ とを意図して客溜りを外1<: 押しやった大臓なア

イデ( 7 は実際 1<: も適切。但しベ ンチカイ可か一服し得る場所を考慮

してい ただけに ら，なおよかった。

三重県立宇治山田商工高校 3 年 西 村 昭

ー 』

，、

S KE T CH BOOK  

;役 "1 焼 n

。 敷 地 駅 前 f{J 地

⑨ 建築 iui 在日 7  0 平 方 米 内 外

内 所 袈 厳 格納( 展示を含む) 却さ

11，r軒，売応 ，公衆便所，

m訴，住宅。その他

れ腕らであった傾向を打破する取は全図的な レヅエ

ルの向上を怠味するのであるから ，地方都市在住総

君の一例の勉強を別待 したい。平凡K 過ぎ，または

比較的大きな欠陥があって ，選K は洩れたが，

大 阪 市 立 工 芸 高 校 3  主ド 井 上 all ilf 

西 野 間 工 業 高 校 婦 問1 厚 夫

仰 向 工 業 高 校 2 年 渋 谷 由if 夫

宇 治 山 田商工高校 3 年 < J ! . 井弘紀

熊 本 工 業 高 校 2 年 岡 野 昭 徳

同I ｾ Ａｊ 工業高校 飯 田 博

静 岡 工 業 高 校 4  ¥To 馬 場 毅

名古屋市立工芸高校 3  "F 好 永 弘 ! 宙 :

神 奈 川 工 業 高 校 岡 即 日I 司

の. i i I 君の作品は入選問内 1<: ，; ' ったこと を附記する の

以下氏。入選作 10点を紹介し f順序不同) それぞ

れの煩評を附記し ます。 ( 文f.( 足立)

.  
.  



.  

. 、

1  

附段を上つてはいるのは 乙の極建物ではマ イナスであろう。 m穏 b

所貝潮煙際の方が良 くないか。拙法はよろしい。

神 奈 川 県 立 神 奈 川 工 業 高 校 3 年 清 原 暢

崎‘ 《1
1------ - -"12 .. 0一一一一ー一一→
:一時一} ← 一時 「←v → 吋

ヲ ヲ Y サード は b一つ。平面図の航法 b誠君の時代は紫f OK適確広

告く 乙とがのぞまし t 、。公衆便所の性絡が渇れている 。

大 阪 府 立 西 野 田 工 業 高 校 3 年 西 川 正 輿

地方的性絡を: c l 図したデザイ ンが商庖的11: 過ぎた。建物の持つ目的

を巡確に表現する乙とが大切。色調，図面l効梨は述者 でよろしい。

やはり公衆便所の性絡が欠除している。

大 阪 市 立 都 島 工 業 高 絞 3 年 弘 瀬 敏 男



ぺごで〉

伸び伸び しにI込い平而。11白訟 もよろしい。

大 阪 市 立 都 島 工 業 高 校 3 年

J 喰

ーや懸命i ! ft 、ている が。透倶図特 IC色 IC統ー がない。努力を口 九

大 阪 市 立 都 島 工 業 高 校 3 年

円形におさめるための無加がある 。透観図 も実際より1l f f 1Uきれ辻つ

まの合わぬ とζ ろがあ る. b少 し堅突 きIc tl: :i:i しとEが ら: ci 欲を{'I' ば

きれ/ " こと を。

京 都 市 立 伏 見 高 校 3 年

安田

西 日 邦 彦

井 上 純

r  

酒 井 賢 治
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ー
紫i白な平而fごが立而効果が彊iぃ. 1抗法の勉強をして下 さい。

名 古 屋 市 立 工 芸 高 絞 3 年 村 上 祐 也

凹 圃 I ｾこ Ｗ ユ ↓ 竺竺 Ｑ
』十一 十 一十 』十

階段を上る ｊＮｾ｜ ， 雄物のスケールを無視した表現 Ｎ配 位図 の疑問ＧＮＮど

' 災論の多かった作品だが，そのrt 欲とtIIi訟をr:I う。 将米図集 ICな ら

ないよう充分戒心してほし L、.

神 奈 川 県 立 神 奈 川 工 業 高 校 3 年 塚 田 明

立面とくに入口附近はうまい。平面忠商l白いが策内の家n配値 Iζ や

や無理があり . 苑広ももう少し手を入れてほしい。

東 京 都 立 小 石 川 工 業 高 校 3 年 倉 彦



馬 簡

くすんだ家並は雨 ｬζ 濡れ人影もおｾらである 。 ゴロゴロ

石の登りが少し大儀になる辺りに ，不似合 K.新しい藤村

記念堂の黒門と索木の案内所が過を挟んで向い合ってい

た。記念堂 も案内所も聞いたまま ，寂 と し て 人 影 が な

い。仕方なく無断で門脇のくぐり 戸をはいると ，雑誌で

お駄染の白い壁，その上に柿の木の黄葉が鮮やかさを添

えている 。あちとち と眺め，歩いていると ，隅の土蔵か

ら娘さんが丸い顔を出した。

案内所lζ 戻ると ，その娘さんが熱いお茶を入れてくれ

た。茶碗のぬくみを掌に感じながら雨音を悶いている

と，物情騒然の頃読んだ 「夜明け前」滝沢修のお} した半

蔵が浮んできた。伊藤系朔の写実的な舞台装置 ，その第

百での婚礼の夜の木曽節の哀調 ，律気で誠実であったが

故 K.歴史に iiri される 善: Q 、の人の傷しさは昔も今も変りは

ない。不図，その頃清潔な冷さのある函を描いていた島

崎鶏二を思い出した。

「鶏こさ んは ? J と娘さんの横顔に訊ねたら ，伏目の

依，顔を向けて「お父さんと御一緒です」と教えてくれ

た。 (T K)

建

築

名 作

の

限

設計と施工の期間の長短は必ずしも建物の優劣とは正

比例しないようだけれど‘ も ，短い場合の方に失敗作の多

いととは確かなようだ。今年から去年をふり返ってみる

と，仕事は多いし，一件当りの工事費も ，戦前以上の大

物も相当な数だが，名作の生れる機会は極めて稀な乙と

を発見 した。 乙の理由 ，期間の問題lζ 関係ありはしない

かと考えてみたわけである 。

施主の要求の通りに設計 と施工をアンパイして企業i l

闘に相応させるのが建築やたるものの努めだと説く人も

ある 。それも一規である 。昔とは迩うからそれくらいの

企業センスはないと話にはならない。 しかし建築はラン

ニングでι ; l : ない。スピードも辺悠! だが一年経っか経たぬ

かで雨漏れがしたり ，企業の本質 Iζ 案外添はなかったこ

とがわかったりしたら ，全然イケナイ乙とを知るべきで

ある 。勿論名作とはスピ ー ドの早い ものに与えられる称

担

当

五

+

音

J6i 

足

立

孝

岡

橋

作

太

郎

号ではない。 (S y)  

消 防 員 宅 か ら 出 火

" 消防員宅から tB火' という新If日記事があった。在、も ，

そして恐らくとの記事を見た人の殆んどが，なにか漫画

を見たような皮肉さを感ぜられたことと，思う 。 しかしょ

く考えてみると ， とれは消防員やその家族の人達には非

常lζ 酷な考え方であって ，乙の人遼が充分注:志したとし

ても少しの ，人間ではどう仕様もない不運とか，手途い

によって火災は起り得るのである 。本来火を消す役目を

持った人が火災を起 乙したという ζ とf C なにか皮肉を感

ずる というのは，笑は我々の錯覚であって，いやしくも

消防員たるものは失火をしてはいけないというのであれ

ば，彼等を燃えない家 l乙先ず入れてやるべきであろう 。

人間の過失や不運を，その怠志や注芯力によって無限lζ

伯なえると，思うのは過信である 。我々は我々の生活の場

所をもっと積極的 IC造り上げる努力，少くとも乙のよう

な考え方が一般の常識になる様にならなくてはなるま

(J T )  

佐

野

正

建 築 的 職 業

学界70周年 祭典の末! . ' i ';1ζ て住宅総裁JJ 日納氏の御講演を

拝聴し，先生は良い地位におられるととを羨ましく思っ

た。実は私が建築を志望したのは社会主義的見地からで

あった乙とを想起したからである 。銀行屋の父を持ち，と

のような環境にあった自分に対して父は色んな人を頼ん

で反対したが. Aガラス社の技師長 N氏は建築は技術で

なく芸術だといって反対理由にされたりした の で あ る

が，私としてはブルーノ ・タク トの die Si edl ung のよ

うな社会主義的計画の施設を拡めることにあった。 しか

し建築的職業は多岐多織で ，その内容の研究は不足であ

った。先生は住宅を造り国家経済のパランスにも役立た

れ，また建築あるいはその部品の製造業を起される と聞

いて ，かく考えたのであるが現在の自分としてできる乙

ともある乙とに気付 いた次第である 。

(余談であるが就職される方は建築 と職lA1の内容につい

て，または官庁の内容，会社の内容κ ついて研究された

いと思う 。給料と地位の問題も御多聞にもれない。)

( S D)  

深

尾

実

郎

陶

浪

貞

彦

建

築

の

眼



兵庫県における戦後の建築活動は，終戦直後の空白時

代から，やがて，戦災都市はその復興に動き始めたこと

資材統制による制約，それも廃止になって，漸く都市農

村共，主主喋が活滋になって来たとと，朝鮮ブームによる

資材不足，それによる建築費の高騰，それも又，常態に

復し ，建築活動が再び，いや今迄以上盛になったこと等

々，わが国会休における建築活動の傾向と同じ様な状態

を示している。

又，兵陪県は近畿地方の，所謂，京阪神地方を形づく

ってはいるが，大阪と比較して，立質共に，一段劣って

いるととは否めない。しかも，とれといって特別のもの

も，さして見当らない。

しかし，とに角，一通り概観し，主として，昭和26年

以後のものについて述べ，与えられた課題に対する責を

果したい。

先ず，用途別の状況を年次別に示すと ，第 1表の通り

である。

居住用が 2 削減って来ている。公共用，農林水産用も

減少しているが，公益事業用，商業用，鉱工業用等は増

加している。

年次別，構造別の推移は，第 2表の通りである。

なお，新設住宅の建設状況は， 第 3署長の通りである。

とれを，各用途の建物について，個々に見ていくと，

県下全体を通じて，目立つのは学校である。 l防災都市は

その復旧と，学制改革の為t L ，その他の市町村では学制

改革の為に，更には生徒数増加による教室不足も加えて

学校の建築は，毎年活設である。いずれにおいても，新

らしいものは，いわゆる新制中学である。

構造は，神戸，芦屋，西宮等の各市は，当初は，木造

であったが，最近では，殆んど鉄筋コンクリート造であ

る。これらの地以外では，姫路西，明石の両県立高等学

校が，鉄筋コシク 9ート造の校舎の新築を見た。後者の

Col our Condi ti oni ngは，一つのTest Case として， 新ら

しい試みがなされているが，将来，との問題に対する一

つの示唆を与えている。円型校舎も，御多分に j曳れず，

採用されている。神戸市摩耶小学校，西宮市今津中学校

美方郡混泉町小学校の校舎の一部が，それである。

体育館，議堂兼体育館，議蛍も， ぞくぞ く建設された

が，国民体育大会が開始された関係もあって，今年は特

に多く見られた。鉄筋コシクリ ート造は，私立学園に多

く，武庫川学園，山手学園，親和学園等のそれが，これ

で，殊t L ，武庫川学医11の体育館は，規模， 構造，意匠共

に注目を浴びている。鉄骨造と しては， 県立高等学校，

神戸市立学校等の体育館，又は講堂兼体育館に多く，而

も，鉄材の節約等の為，各種の構法が採用された。例え

ば，赤穂，福崎，明石の各高等学校における V ートラス，

兵庫，篠山，津名各高等学校の P ・D 式トラス等ーがそれ

である。その他，神戸，姫路商，葺合，事11戸商業各高等
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第 1 表

着 工 建 築 物 周 途 別 総 括 表 (延べ面積) 単 位 坪

昭 和 25 悶 和 26 嗣 和 27 問 和 28 昭 和 29 悶 和 30 

97.4  98.7  83.3  83.6  

居 住 用 建 築 鈎 310，906 308，536 お0，422 304，421 256，997 257. 952 

公 共 JTl 

"  
90，133 92，501 92.438 61，355 鈎，592 49，374  

公益事業J 1 l

"  
6，272 7，823 6，520 22，367 22，961 9，お5

商 m j刊

"  
42，653 69，859 42，125 53，103 57，572 54，547 

鉱 工 業 用

"  
73，403 87，352 71，665 90，469 64，ω 4  74，894 

感 林 水産業J f I

"  
39，834 44，1お 34，020 23，9鈎 20，949  19，4邸

第 2 表

着 工 建 築 物 構 造 別 延 面 積 の 推 移 表

孟「《と: J 昭 和 26 年 l  
延 商 積 1%

|  昭 和 初 年 |  昭 29 年

延面積 I  %  1指数 延 面 積 I %  1指数 延 面 積 I  %  I指数

総 計 610，206 100 547，214 100 89.7  562，162 
1∞ 92.1  切3. 925

1∞ 82. 5 

木 遺 502，6ω 82，4  459，ω 4  84 .0  91. 3  456，453 82.0  91. 2  378，622 75.2  75.3  

鉄筋コ ンヲリ ー ト造 79，472 13.0  54，829 10.0  68.9  69，926 12 .4  87.9  99，123 19.6  124 

鉄 骨 造 23，792 3.9  J O，629 5.5  128.7  31，983 5.6  134.4  21，170  4. 3 88. 9 

そ の 他 4，282 0. 7 2，752 0. 5 64. 2 3，8ω 0 鎚 .7 5，010 0.9  117.0  

( 注) 指数は昭和26年を100として算出した。

第 3 表

新 設 住 宅 延 べ 函 積 の 推 移 表
単 位 坪

昭 和 26 年

函 積 220，ぽ焔

学校の体育館も ，夫々鉄骨格造に，工夫をとらし，併せ

て，デグ インの上にも，深い考慮が払われている。

特・殊なものとしては，西宮市の修道院，芦屋市の問中

千代洋裁学園，西脇市の幼稚園等が注目されてよい。

学校に次いで，目立つものは，アパー トである。

住宅不足については，既に，各所で述べられているが

現在の経済状態では，まだまだ貸家事業は事業として成

立たないので，一部，木造アパート として見られる以外

には，殆んど取上げられていないので，住宅建設につい

て， 一般庶民にとって の唯一の望みは， 公営住宅の建設

である。昭和 30 年 度 までに建設 された公営住宅の戸数

は，県，市町村を合せて，木造21 ，637戸，特殊耐火構造

1 ，4 31戸，耐火構造 2 ，399戸，転用3 ，13 9戸， 計28 ，606戸

である。その他に，住宅金融公庫融資住宅， 住宅公団の

住宅，厚生年金の融資に よる住宅等ーによって，各種の住

宅が建てられつつあることは，重要なことの一つであ り

公営住宅のそれと相まって，一団地の住宅，鉄筋コシク

ロー ト造アパー トが，県下あちらとちらに，徐々に数を

増していることは，嬉しいととであり，突に好ましいと

とである。

38 

昭 和 28 年

延べ函積 | 指数 延べ面積 | 指数 廷べ面積
| 指数

230，150 

l _ 104  I  227，210 

I  103  I  
193，954 88 

との中で，鉄筋コγ クリ ー ト造アパート，プ ロック住

宅，テ ラスハクス等が集団的に建てられている所は，西

宮市西宮北口( 各種約4 0棟) ，甲子園，上甲子園( 国鉄

関係のものが多い) ，尼崎市セ シタープール酉 ( 住宅公

団) ，伊丹市寺本( 住宅公団) ，神戸市住吉，鷹取，霊

水， 高羽、明石市藤江，高砂市， 姫路市広畑( 富士製鉄

関係) ，三菱鉱山明延等である。なお，神戸市内， 阪神

間には，随所に l 棟或は 2 糠，或は数棟と建っている。

木造住宅の団地と しては，公営と して神戸， 西宮市 (

甲東国，門戸厄神) ，伊丹市，姫路市， 赤穂市，西脇市

等に見られるが，宝塚，仁川等の各会社開発の住宅地に

は，新らしい構法，意匠の住宅が沢山見られる。

兵庫県において，多少共，特徴あり とみられるも のは，

酒蔵であろう。昔は木造であったが，最近は，鉄筋コ

γ クリ ート 造のものが多い。菊正宗，白鶴，日本ｾ ， 大

関，松竹梅，白雪等々が場策されている。白鶴の立体流

れ作業式は，従来の醸造に対する新ら しい試みであり，

注目されている。

病院の新築と しては，労災病院( 尼崎市) ，公立学校

共済組合近徽中央病院( 塚口) ，神戸市民中央病院( 布

， 
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51)  ，県立淡路病院( 洲本市，一部鉄筋コジクリ ート 造

伊丹市民病院等ーがある。なお増築としては，県立各病院

の病棟，日本赤十字病院，健康保険中央病院等がある。

特殊なものと しては，円形病院がある。神鋼病院 (ド

ーナツ型) ，盛岡組合病院( 盛岡市) がそれで，殊に後

者は平而計画，内部の意匠等によって，地方の人に籾し

まれ，好評を博している。また衛生行政の強化から，各

所に設けられた保健所建築も，新らしい用途の建築であ

って，神戸市内は殆んど，鉄筋コシクリート 造，西宮，

福良，相生，神崎，北条等の各県立のそれは，木造であ

るが，平面，怠匠等に，新らしい試みがなされている。

市町庁舎の新築も活援になって来て，しかも，殆んど

が鉄筋コンクリ ート 造 という傾向であって，一種の流行

とはいえ，行政の中心となる建物が， 災害時，住民の信

頼感等から， 耐火構造であ るととは， 非常に望ましいと

とであるから，との傾向は ，大いに歓迎されてよい。出来

上ったものでは，伊丹，宝塚，赤穂の各市役所，新宮町

役場等であって，工事中のものは，神戸市，高砂、市，北

淡，南淡，津名の各町役場( 何れも淡路) である。その

平面は勿論，ｾ匠においても画期的であって，構法に 新

らしいものもある。南淡町のそれは P ・S コγ クリ ート

造である。

会館建築は，昭和25年位までは，資材統制の関係もあ

って，みなと会館，飼料会館，社会事業会館等木造であ

ったが，煙草会館，自転車会館，真珠会館，水産会館等

は何れも耐火構造で，意匠の上においても，大いに注目を

惹くものがでて来た。更に，尼崎文化会館，神戸新聞会

館，相11戸国際会館等々，ホーノレ，劇場をもった大規模な

多彩な内容をもつものも現われて来た。

銀行， ピノレディシグとし ては，神戸銀行， 住友銀行の

新築の他に，各無尽会社の，組織，名称、が共に変った各

相互銀行の新築が，随所に目立つ。神戸市内居留地には

他に各種の，いわゆるピノレの建設を見ている。

どうしても，派手に目立つのが，デパート で，明石市

に一つ，姫路市に二つ新築されたが， 百貨庖法の施行に

当って ， 大 丸 ， 十 合 ， やまとやし さ ｾ ( 姫路市) 山陽デパ

ー ト( 姫路市) は増築した。

工場は，名古屋製糖神戸工場，富士製鉄事事板工場，近

江絹糸，関西電力姫路火力発屯所等が特l ' I ' ! すべきもので

あろう。

なお，伊丹市と，西脇市に無窓工場が出来た。全部ラ

イトグージで仕上げられた工場も神戸市内にある o 又，

小野田セメ γ ト会社のサ イロと， コγ クリ ート ブローック

工場も特殊なもの として興味があるものであるう。

倉庫も，各突堤又はその附近に新ら しいも のが見られ

る。三菱，名結，瀧沢， 森本，辰巳等がそれであるが，

又第七突堤上のサイ ロは，その施工において，移動式仮

枠でコジク Pートを打ち継いでいったもので，斯界の注

目をひいた。

l決函館等は，ますます数をまし，とっくにij 災前をしの

いで，現在では， 300 を数えるに至った。 ν ネマス コー

プ， ビスタピジョ γ 等の関係から，規模が大きくなって

来たととと，一つの建物に数個の映画が集められるか，

附近にかたまって主I!て られる傾向が強くなって来た。

阪急 ピノレ( 三宮) ，争11東会館( 新日目地) ，新興会館 (

加古川) 等がその一種で ，前者は 4 ，5 館集められ，後者

は重層となっている。なお，宝塚織影所は，兵庫県では

初めての建築物である。

いつの時代にも，全国的に意匠においてイニν ァティ

プをとっている郵政省，電々公社の建築物は，神戸市内

尼崎市等においても，やはり秀でた作品を建てている。

その他のものとして，アメリカ領事館，姫路市の中央

卸売市場，戦災都市慰霊塔，阪神競馬場，ゴルフクラブ

ハクス( 西宮市， 川西市) 等があ り，また戦後の特殊な

ものとして，競輪場( 甲子園，神戸，明石) ，中心的商

庖街の道路上のアーケード，アーチ等がある。

城崎，洲本，有馬には，大きな旅館建築が， 次から次

へと， 増築，改築されていく。がその殆んどが，木造で

ある。

国宝，重要文化財として，鶴林寺，円教寺の修理もつ

け加えておこう。

ζ とに特筆すべきは，国宝姫路城の修理であって，い

よいよ 今年から，天守閣の解体に着手する。目下，索屋

根を建築中である。

なお，兵庫県においては，現在建築士事務所の数は，

I 級が261， 2級カ; 352であり，又，建設業者で，大臣登

録のもの218，知事登録のもの2，879である。

最後に，若い建築家のグループが，数少い乍ら自分遠

の会合をもって，ν ンポディ クムに，習作に，ひたぶる

な熱f討を傾けて，研究しあっているととをつけ加えて，

慾をおとう。 ( 1956- 11- 11)

( ! I l 者兵J i l I 県建築i深夜)

噂. ，-' :

×  ×  ×  
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田辺工業株式会社
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書 写 山 円 教 寺 の 古 建 築

一「兵庫県建築の歴史性と地方性」に関連してー 野 地 修 左

望iE写山円教寺は一条天皇の永延二年 ( 9 8 8 ) 性空上

人の草創したととろと伝え，天台宗の霊場としてひろく

知られている。古建築も少くない。しかし不便な山上に

あるためか建築のことはあまり知られていないようであ

る。筆者のみるところ，密教伽: e としての大講堂，特異

な常行堂 ・食堂の構成，寿E 院の住宅史的意義などの諸

点において山内の建築かならずしもみのがし得ぬものと

信ずる。ことではそれらの諸堂を簡単に紹介しがてら ，

与えられた課題のありかをきがすよすが としたい。古建

築研究のー資料とし て一般の参考ともならば幸である。

大 講 堂

1制守堂・食堂に並列するいわゆる「三之堂」の一つで，

七間六函， 重層本瓦主主の大堂宇である。寺記によれば，

元去を: 三年 ( 1 3 3 1 ) の雷火に常行堂 ・食堂 ・五重塔 ・

経蔵とともに罷災したあと，元弘二年 ( 1 3 3 2 ) に復

興したも のと伝えられている。が，それでは七間二階の

大堂がわずかに一年四カ月で竣工したことになって，そ

ういうことも全然あ り得ないことではなかろうが，常識

的には多少無理があるよう に思われる上に， 様式上か ら

も疑問の点がないでもなかった。しかるに今次の修理に

際して発見 された初層隅繋肘木の墨書銘に

永享十二年申 二月十九日 組物事始卯月t l-六日巳時上

畢 ( 下略)

とあり ，また上層束妻のj叉首束l亡

大 宮! :l:! 
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奉作克正三年長 三月十日始之同八月 t l-八 日棟上( 下

略)

とあるので ，とれらの墨書銘によって，現存する講堂の建

立は，永享十二年 (1440) に先立つ頃から寛正三年 (1462)

直後にかけてのこ十数年間にわたるものである ζ とが証

される。それでさきの疑問もおのずから氷解するのであ

る。

なお蔭涼軒目録克正四年十二月 八 日の条に

播磨国替写山講堂造営勧進奉加帳。御判被遊也。禁

哀様御判宥之。 守護山名入道証状有之。

とあるが，とれでみると ，二十数年を要して工事はなお

完成をみなかったことになる。そしてそれが今の姿でで

もある。げんに二階の援に腕木を出しながら 縁を欠いて

いるのは，這般の事情を語るものとして歴然たるものが

ある。前面から 側面南三間へかけて，当初扉構えとする計

画であったが， ζ れも 未完成で，醤時外陣は吹き 放しの

まま 放置 されていたと解される節があるから，やがて前

面中五聞を桟唐戸とし ，両脇関を述字窓に改め，両側面

前よ り二聞を板壁としたのであることが想測される。外

陣に間仕切を設けたのもとれと同時かも知れない。

つぎに平面であるが，とくに天台伽藍独自の構成を有

していること は注 目に価する。 すなわちぬれ縁は前面お

よび両側面のー部外陣に相当する 部分にこれを設けてい

るが，これは延暦寺の根本 中堂や釈迦堂内に相連るもの

常 行 :1it
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である。また内外陣を厳重に区劃したととも，内陣のー

部が土問であることを考え合わせて，やはり右の中堂の

直系かつ無二の様式継承者であり保持者である というべ

きである。しかもとの種の巡構中もっとも古いものの一

つである ことが，他から自 身をぬをんでさせ特異づけて

いる点でもあ る。 との怠I床から天台伽穫の研究には是非

とも除外視するととのできない資料であるととを認めな

ければな らない。

常 行 堂

大講堂の南に中庭をはさんで位置している。方五問，

本瓦主主の建築で，北に桁行十問梁間二聞の舞台を附属せ

しめている。舞台を中門と呼んでいるが，平面構成の類

推か ら，綬殿のそれを移 して， 東に突き出た部分に当 て

た名義なの であるう。

その造営年次に関して，寺記には大講堂と並んで，と

れも元弘年間に建てられたと 密かれてい，とれがながく

事実 として信泰されてきたが，小屋組内にみられる墨書3

銘中に

当堂上棟享徳二年酉卯月四日申時云々

とあって，そ の上棟が享徳二年 ( 1453) であったととを示

してい る。寺記とはー致しないが，諮堂のと とに考え合

わせてみると，永享十二年の講堂の造営に引ぎ続い て工

が起さ れたこと になって， )1煩序 としても矛盾がない上に，

両者はその様式を同じうしているのでもあるから， 右の

卒徳二年を この堂の再建年次とみるのに何の不自然さも

ない。

さてとの堂の形態的特性はどとにあるであろうか。と

の問題に関連して最初に考えられると とは， 冒頭にも指

摘したととろであるが，舞台を附加した平面にある。と

とろで，かような構成はどとから出てきたのである うか。

寺記に散見するととろからまず読みとられるものは，供

養の際の一行事としての能や舞楽の舞台のととである 。

だが，問題はこれだけの用だけからは，このような構成を

怠図させるモチーフは出てこないと思う 。大講堂を中心

に食堂をも含めた「三之堂」そのも のの全体的な構想に

支えられて生み出 されたのに相違ない。私はそう考える。

ついでに主屋の平面についてであるが，仏壇の後に来

迎壁が定着してい，一面阿弥陀堂的色彩がとく出ている

ととろに，常行堂の後世的特色がみら れ るととを注意し

たい。文献によると，来迎壁が定着したのは平安末鎌倉

初期の頃かと考えられるが，古い遺伊tl がないから，時代

は下るが，常行ｾの推移を知る上に好・箇の資料というと

とができる。

お11郎をみ よう 。南東の二面には今，格子戸を建て てい る

が，当初は蔀とする計画であったことが長抑の痕跡につ

いて断じ得られる。格子としたのはいつ頃からであるか

明白でないが， 裏面の年記中に天文十六年とあるのをみ

出すから，一旦入れた蔀を格子に変えたとすると，二十

年足らずで変えたことになって，そういうこともあり 得

食 堂

ないことではなかろうが，便宜何かの都合ででもあった

のでなければ，常道ではないように恩われる。そとで蔀

が計画だけであったというのであったら，常行堂もやは

り未完成のままで，しばらくは講堂と同 じ運命をたどっ

たと推定する ほかはないこ とになるのである。内部の勾

欄が他からの転用材であるととをみただけでも，その一

斑は窺知せられるであろう。

が，当初の計画が改変されているといっても，それは一

部のと とで，当初のままでちょっと自につくような細部

が二三無いでもない。たとえば，委飾りや唐破風や懸魚や

で，いずれも当時の技法の研究に資すると ζ ろが多い。

守

食 ' 堂
監

立年次に関連して想起されるのは，北委のj叉首束にみい

だされる「天文十丑八月廿日」とあ る年記の ことである。

しかしこれは直接関係はなさそうである。 という のは，と

れを械札に類するものであるとみるのには内容上疑義が

あるからである。のみならず，天文十年( 1541 ) といえば延

徳四年 倒 的 の兵火に本堂と五 ・六の搭頭を焼亡した後

のことで本堂さえもがまだ復興をみていなかった際のと

とでもあるから，その間に本堂をおいて食堂の再建が企

てられよ うとも 思われな いのである。とう した寺巡の大

勢を考・え合わせると，全然造作を欠き，今に半作なのは，

わずかに建前を終ったばかりで本堂の災にあい，雨後工

事を中止するの止むなきにいたった結果であるととが想

測される。そしてそうならば，年次はあきらかでないが

まず延徳四年をへだたる速からざるとろの建立と認めて

大過ないはずである。その際食堂の復興が他の二堂に佼

位するととを考える理拠はほとんどないのである ， と考
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えたい食堂の性格

解釈から，他の二

堂の造営経過をか

えりみるときは，

それが一回無理で

なく容認さ れるよ

うに感せ. られる。

しかも以上の推論

は様式K! ! f ，! して事

笑として十分に 宵

定せられねばなら

ない。細部を三堂

について対比する

と，あきらかな親

近性が認められる

反面に，あらそい 錨 綾

がたい変化のあ とがあり，講堂から常行堂を経て食堂へ

と移っていく史的推移を否定できないからである。

堂は二層から成る。桁行十五問梁間四間，軒二重，入

母屋造本瓦葺，組物二手，二層の腰に挿肘木( 四手先)

の持送りで支えられた縁をめぐらす。柱の仕ロからおす

と，当初は上下層とも前面から側面前方第一聞にかけて

蔀戸，側面前方第二間板戸，他は，板張りの計画であっ

たとみてよいであろう 。まととに堂々たる偉容である。

が，まるで半作で，ためにいちじるしく外観を損じてい

るのはおしい。

では，と の建物の意義がどと にあるかといえば，それ

はもちろんその構成にある。二階であるととにおいて，

はたまた規模の大なる ことにおいて，それが仏堂である

としてはまことに稀有の存在である。かねて僧房にでも

用いられる というのでなければ，さまでの構成はむしろ

不自然であるといってもよいであろう。それについて連

惣が第ーには しるのは，やはり 三ツ堂全体の釣合のとと

である。 と同時に，二階であるととろに，食堂本来の用

の外に，何か僧房といった居住的な面を想像してみると

とによって，一層うなずけるふしがあるのではなかろう

か。 とまれとの建築は半作ではあるが，特- 異な一巡構と

して注目を逸するととがでさない。

鐘 機

建立年代は寺記によると大講堂と閉じく元弘二年 (1お

のの再建とあるが確証はない。 形式からはやや下げて室

町初期とみるのが妥当の よう に思う。 袴』裂のある普通の

鐘楼である。各所に後世補修の跡はあるが，姿体は比較

的とと のっている。

金 剛 堂

かつては塔頭寺院に属し ていた小堂宇で，天文十三年

(1544) の建立であると とが， 西安の羽目板の墨苔銘によ

って知られる。墓股，組物，仏壇などよく時代の特色を
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金 岡E 寺

あらわしているが，残念なこ とに各所に改修の跡がある。

亀阪の名残りがあり，正面から両側にかけて縁を設け

ていた跡がある とと， 側面の関口部も改変を受けている

とと，せん細な極とみの甲の納まりに見て，屋根はもと

槍皮の類であった と推定したいとと，食堂から発見され

た天井の廻り 縁と板支輸の古材についてみると，様式に

おいても寸尺においても，との堂に照合するものがある

から，天井は5 t 劫寺と同じ系統の小組格天井であったと

認定したいとと，仏濯が切り縮められていると となどが

それである。

かように，ー部に改修もあり，欠損するところもある

が，と の種の遺構として貴重なもの というべきである。

E藍 法 堂

開山堂の前方北側の丘麓にあり，二堂から成る。閉山

性笠上人に常槌給仕した乙若 ( 本地不動毘沙門〉の二重

をまつる。ともに同形式で，春日造，庭をへだてて拝殿

と相対し ，各立' 前に鳥居を建つ。純粋の神社建築である。

永線二年 (1559) の建立であることが棟札銘によって知

られる。小規模の堂であるが，細部手法にすぐれたもの

がある。ととに基股が美しい。脚内の彫刻は写実風で，

室町末期の特徴を よく示し ているが，輪郭の方は比較的

古調をおびてい，前代の余風さえもうかがわれるように

思う。 幣劇hも古調がある。意識的に古制にならったので

はなかろうかと想像してみたくなるほどである。 勾欄に

ついても同様である。

浜床に改修を加えたあとがあるほかは，大体よく保存

され，おおむね当初の材を迫存しているととは，一段と

そ のｾｾ義を増す ものである。

券 量 院

塔頭建築の一つで，仁王門を入って聞もない右手の丘

上にある。

護法堂の棟札の一節に

当院起立号無量寿院新地開発之事去天文十七年苦八

月十ー日 長ー英四十一歳也



護 法 堂

とあるので，天文十七年( 1548) の建立であるととが確め

られる。指図でも知られるように，榔家でいうととろの

方丈と mI担とを一つの棟に結合した平面をもっている。

方丈に当る部分は科i家のそれとほとんどかわらない。

六問形式から成っていること，中央室中に相当する部屋

が大室であるととも，後に仏間を配しているととも，そし

てまた仏関の隣りに押板違棚を設けた間のあるととも，

両者皆同じである。

が，し細に検点すれば，単なる異間以上に興味をひき別

種のおもむをを出しているところがないでもない。中門

があり，それを表玄関としている点が，そのーつである。

正面には階を設けて表門と相対し，奥には板底戸を開い

て室内との出入口としているが，昔ながらの中門の位置

と姿とをそとにみ出すのである。つぎに中門を入ると，

公卿座に当る広縁のあるのがその二である。前面中間の

中央二問に都戸を建てている一一他は舞良戸であるが

ーーーととがその三である。とう列挙してくると，そとに

感 じと られると ころ のものは，疑いもなく室町時代の渡

殿造だというととである。そしてそとにとの建築の一つ

の意味はあると思う。

以上は表の問の性格に関してであるが，全体としてみ

到J' iil 院

れば，先にものべたように庫裡的の諸室が附属している

以上，それは方丈と庫裡とをあわせた僧侶のための公私

宣伝用の住というべきである。との観点からしてならば，

それは疲殿の庶子ではあろう。しかし同時に子院建築の

一類型として，独自の立場を主張し得るであろう。

細部にも注目に価するものがある。例えば，押板であ

る。三つあるが，わけても表の聞のがおもしろい。地板厚

さ三寸二分，巾ー尺六寸，高さ九寸三分，関口十二尺二

寸( 柱心心) の抑板を中に，右に問中の違棚を配し，左

に問じく問中の戸口を開きながら，対称的に構え出して

いる。それが押板の固定化し形成化していく初原的段階

を示したものであることは，説明を加える要はあるまい。

違棚も古制を伝えるー例証である。とれに二種類があ

る。ーつは上方に袋棚があり，下に地板を設け，その中

間やや高自に違棚を造る。まず普通の違棚である。が他

は下の地板をやや高くし，地袋を設け，上には袋棚をかま

え，その聞に片方のみの半棚を置くめずらしい伊j である。

ともに巾問中で，やはり古い様式と性質とを備えている

ものというべきである。

板唐戸もおもしろい。全体として手法が古調を帯びて

いるほか，鉄のすかし金具がまた美しい。けだし当代の

白眉といっても滋美ではあるまい。

かように見てくると，本建築はとの種の遺構に乏しい

今日，貴重なものというべきであるが，床や違棚やその

他いろいろの細部手法の伊jからも看過し得ないものとい

うととができる。

以上で重要文化財の指定を受けていお建築の大体の考

察を終ったp 各々それぞれの特買を有しているが，それ

も内容からみれば，これに密接な関係をもっ天台宗伽援

の領域であり，その地方イじであるとい九る。形式手法か

らいえば，奈良や京都や と相連るととまた詳説に浪ぶま

い。それにしても，叙上の建築ば建築史の上で，あらた

に注意を促すに値するものがあるということを付言 して

との稿を結ぼうと思う。( 慾者神戸大学工学部教授}
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金 閣

京都の建築物で戦後10年間にどんなものができたか，

誌上で御紹介申上げるととになりましたととは京都在住

の私の光栄とするととろですが，多少杜撰なととも唱うる

かと存じますので，先ず前もってお詫びしておきます。

惨さて京都の玄関口である京都駅の庁舎を第ーに挙げね

ばなりません。とれは不幸にして大正時代の木造建築物

が火災のため炎上し，逸早く復興の意味で新しい建築物

ができました。何しろ玄関口のことであり，どんな様式

のものを造るかということについて中々議論があったよ

うでしたが，国鉄の方で規定方針・巡り為の建物ができよ

りました。

初めはあの車11 I 長い塔が貧弱に見えて少し変な落ちつか

ない気持ちもしたのですが，だんだん見慣れるに従って

落ちつき前の広場も整漉せられ美化せられるに及んで，

充分駅としても立派な姿だと思われるようになりました

またよくとれを観祭すると内部の設備や照明などもよく

考えられていて，新しい材料も多く使用せられているな

ど，との点で成功しているものといえましよう。

ー次はとれは少し西方にできた専売公社京都工場です。

とれは工場として日本有数のものでありますが，全改築

であって京都としては大規模なｾ唄といわねばなりませ

ん。

場所が島原口といって少し悪< ，あまりはえないのは

残念ですが，外観の立派なことはいうまでもなくその内

部も中々上等で大って少しも工場らしく見えません。即

ち天井は l床の3艇の l以音板張り，同ミはナラのプロックで.

f@( はスチールサ ッジュに:絞層グラス，色彩はカラゴング

ィ V ョ::/yとより，また空気の温度調節もできるし，ー流

の事務所なみの設計です。便所を覗けば東洋陶器の@一

級品が附けてあるので，予算の充分であるととは事実が

証明している。J l に羨しい次第であります。

ー次は四条烏丸の角にある三和銀行の支庖です。銀行の

支庖はこの他に数多くできましたが，これがー番大き〈

代表 として挙げさしていただくととにします。白亜の殿

"  

京都市交通局



ー

旬

、

堂といいたい花閥岩張りの立派なもので，町の凶角にそ

れぞれ他の銀行とその美を競っ ている有様です。これは

設計施工とも 0 組 と聞いてい ますが，; t ーダーを用いた

銀行が少くなってきたが，この才一ダーも政後のもので

二本に節約しているととろが面白いと思います。内外と

も石か大理石テラゾーを張り回してなかなか美しく，従

って，単価も相当高いだろうと聞いてみたら坪当り価格

は25万円( けとかでした。成程と感心したわけですo

pととろがとれにも勝る坪当り 60万円と( 南極観測隊の

使用するキャンプと問機〉いうのがあるのです。( 恐ら

くはこの半分でしょう〉 京都の西山の産自の金閣寺です。

とれは不幸にして不慮の火災で焼失しましたが， 苦心の

募金でようやく再建立となりました。何しろ金箔を張っ

た金色まばゆいばかりのもので， 金箔の ために高仰に見

えるのですが，突はとの金箔は薄いために案外安< ，木

材の材質の上等であることや漆塗のため高価 となったも

のでありましよう。昔は第二層は金箔でなかったという

説もあり ，今日の如き美しいものではなかったかも知れ

ないのであります。何しろ有名すぎる程有名であるので

絵に写真に多く出ていて皆さんのすでに御承知のととろ

です。

' 少し飛びまし て今度は京都市交通局の庁舎を御紹介 し

ましよう 。 とれは今度新しくできたばかりの新建築で，

京都における新建築線式の一つ，し かも坪数も大き〈堂

々たるも のといえます。内容はなかなかよいものですが

工事にあたって入札の結梨安値で落札した自で，とのた

めに別館の二階が地銀せられた様子です。しかしこんな

ことになれば，業者はなかなかっらかっただろうと間約

する次第です。京都の西の方に偉容を誇るものでしょう

' 次は同じく立派な近代建築で西北にそのが「しい姿を表

したものとして，貯金局があり ます。これは近代弘明と

して雑誌にもよく出されているもので，読者もすでに御

承知のものです。元三井別民11の立派な庭園を前にして一

寸 日本ばなれのした建築ですが，とれも予算のあるとこ

ノートル ダム小学校

ろを見せているものの一つでしょう。 しかし西洋総の模

倣といいたいところです。

ーさてとkは京都の北部へ参りまして上加茂北山の麓にあ

るノート ノレダム小学校。 とれは東山の ノートノレダム女学

校とならんで京都における中小学校の代表です。設計施

工とも T 社ですが，笑は一々ν スターの御意見に従って

設計せら れたも ので，ア メ3 カ臭いものといわねばなり

ませんが，一度見学せられたらなかなか参考になります

しかし東山のものは山を切り加盟をしたので，世話水に困

っていると聞きました。

' 次には同志社で大学，中学，女学校( 今は高等学校とい

うのですが，同志社は男女別のものが多い〉と色々相当沢

山の建物を建てて来ました。ととには営絡課があるので

何かと面倒をみておられるととでしょうが，なかなか苦

心の跡が見られます。とれは一つ一つ設計者および施工

者が変っています。何しろ明治時代の煉瓦建の立派なデ

ヂインのものが多〈あり， この影響ーもあって古〈て新し

い感 じのある設計で，なかなかむつか しいのではないで

しょうか。私の希望としてはもう少しよい質のものを作

っていただいたら，更に京都の誇を地すものと思います。

' 次は御所を距て て向うの立命館大学ですが，とれも戦

後二三の大きな校舎を新築せられました。しかし， とれ

らの建物は，御上手にも上等とはいえない安物ばかりで

す。

今度また大きなものを建築中でありますが，とれは新

進の T 氏の設計の由，大いに期待している次第です。

ーさて更に沼市道路の |向い側，京都府立医科大学に移り

ます。との大学は附属病院と ともに実に古い，お話にな

らないｾ物ばかりで したが，大学令によって最小限度の

金を出 して建築したものが二， 三あります。先づ鴨川に

面して コンクリ ート の化物のようなえ喋物，とれは木造

より安〈坪単価が 3 万円でできた というので皆の鮫きの

的となっている。しかし内部の設備は見かけによらぬ立

派なもので全く実習実験室本位に建てられた工場なので

同 志 社 大 学 立 命 館 大 学
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京都大学濁川会館

な話であります。

あります。またそ

の前にある講堂は

1500人を収容する

大きなもので，生

徒数の少い大学に

しては質沢な存在

ですが，学会に利

用すために建てら

れたとか，その内

容は仕上材料も近

代的なもので全く

l決函館として京都

で一流のものとい

われているのは変

' 次は京都大学の建築物についていえば，戦後も毎年少

しづっ建てられていて，中でも大学附属病院は古< ，目

下改築工事中で，とれはなお数年後でなければ完成しな

い由，そとで京大では湯川会館を挙げたいと思います。

いうまでもな〈湯川博士のノーベノレ: D t 金の一部と他の滞

財を以って作られたととろに怠味があり，その設計はM

先生のもので，クラ ν ックであるがなかなか立派な，大

学の環境にふさわしい建物です。材料も相当高級なもの

を用いてあるし，仕事もよろしい。ただ希望としてもっ

と維持管理をよくしてほしいと思うのであります。

' さて，次は東山の麓にある近代建築として最近落成し

た専売公社の病院がある。あの場所は名図のある寺の域

内で，との名図を損するとの声が高< ，やっとの思いで

出来上ったのであった。しかしなるほど予想の通りあの

場所に入れるにしては少し大きすぎるので，東山の風致

を害するとととなりました。また競争入札の無理がたた

ってできばえもあまりよいとはいえないので，ともかく

無理をしたととがよ〈判るようです。

ー次は閉 じく東山に建てられた京都市立日吉ガ丘高等学

校で，わぎわざ東京の某氏に依頼し て設計してもらった

ものだそうですが，あまりよいとはいえません。もうー

つは同じ〈東山山科の山に建てられた京都府立洛東高等

京都府立医科大学講堂ロビ ー
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学校の校舎で，とれはアメ Pカ雑誌のトラによって設計

せられたもの。いずれがよいかは京都の読者の御判断に

お願いしたいのです。

しかしととにわれわれが疑問を抱〈のは，なせ' との山

の傾斜地にこんな大きな建物を建てるかであり，市，府

ともに財政難にあえぎつつがり，切 りつめた予算で建物

を建てねばならぬのにみすみす損のかかる山地に建てる

かを思うと不可思議な感がするのです。即ち政争の具に

供せられてい るのではな いか。またこ のようなと とろに

家を建てないように緑地［ｾ社の設置も考えられているので

あるから，府市は進んで風致に| 刻心を持たねばならない

のではないかと考えます。

' 次は京都市のn中に戻って異色ある建築としてアイス

パレス場を挙げたいのです。とれは旧友K 氏の設計で，

私は初めから関心を持っていたのですが，不幸にして今

では映画館と 変更せられてしまったのであります。

京都のどJl 中に山の ごとき大きな建物と してスパン70

米，建坪卯0坪，延坪2980坪，京都にしては誇とするに足

ることはもちろん東洋一と称せられていたので，インド

アーの競技場とし て残しておきたかったと思います。ス

ケート リシクとして照明はもちろん紛努の設備を有し二

度と見ることのできないものであったのであったが，ア

メP カのスケー トジヨクを最後に四つの臥L画館に仕切ら

れてしまったのは人人の記憶に止まるのみでありますo

' 最後に住宅について普きましょう。京都も住宅難のた

めに多〈の住宅建設が計画せられ一部実施に移りました

しかしとれらはいづれもばらばら に廷でられたものが

多 < ，団地としてすぐれたものはありません。なお東京

のごとく特別のものもありませんので，比較的大きなも

のとして京都市の山科の勧修寺団地の住宅を御紹介しま

す。これは敷地8000坪で都市計画とともに合せて考えら

れた団地です。戸数は250戸，と の磁のものでは大をい

ものといえましょう。とれを作るについては京都市は大

きな織牲を払われているので，まず綾地を宅地に変更す

るには東京へ何度も何度も足を運ばなければならなかっ

たし，敷地購入や道路の建設， 水道ガスの引入れなど多

大の経費を要しているわけで当局者の苦労に敬意を払う

次 第 で す 。 ( 悠 者 井 手 短 築 相 談 所 所 長 )

京都府立洛東高等学校

， 

.  



A . 平安朝以来歴史的にみて，建築家にとってよかった

時代というのは……。

B  . やはり平安朝時代でしょう 。京都創建以来非常に立

派なものが建っております。現在のは後の再建ですが，

東寺を始め，三十三間堂，醍醐寺，それから字治の平等

院の鳳恩堂のごとき，あれなんかも非常に立派なもので

すね。

A : 延暦寺の講堂が最近焼失してまた一つ有名な建築物

が失くなったのですが。

B  . あれは徳川時代ですよ。 頭でっかちで形はあまりよ

くなかったですな，プロポ- v ョシは。

A  : :京都の現在の建築の性格というようなものは… ・・・。

B  : そういう歴史的な古文化財が沢山ある中に，外から

新しいものが入り込んでくるという形で，古さと新しさ

がまじりあっていますね。新しさの中にはよいものもあ

るでしょうが，一般的にはあまり消化されてないのが多

いようです。

A  : 京都に城があるというととですが，二( 傑城が出来た

その当時において，京都に城をつくったというととは何

か異質的なものが入って来たような感じじゃなかったで

しょうヵ、

B  : 徳}II の威官の一つの道具としてではありますが，し

かし明治のあの大政奉還の時には，京都府の事務所とい

いますか今の府庁の代用品に使われたりしましたし，第

一戦争のための城じゃないでしょう 。だから書院があっ

たりして… .. . 。名古屋城にも替院がありましたが焼けて

しまって，結局残っているのはとれだけになりますから

大変白・重なものですね。 京都の書院造りはプランがとく

に残っているからいいですね。こういう古い所にいろい

ろ新しい異物が出てきて，それが両立しながら同化され

てゆき，そして新しいものにも京都的性格が次第にメッ

キされて行くという 感 じですな。とれはもちろん為政者

の建築だけでなく庶民の建築，町家全体の問題です。

A . しかしこの京都的性絡というのはどういう所にある

んですかね， 感覚からいって。

B  . 建築というのは，個々のものがいいという場合もも

ちろんありますけれども，一つの建築のグループです

ね。あるいは街並とか，そういうものが雰囲気を醸成し

て，そ ζ に京都らしさというものがあるんじゃないでし

ょうか。例えば，祇園町，先斗町の細い道路，とれなんか

も石畳であったのがアスフアルトになったととは残念だ

と思いますが。また木屋町筋の美しさといったようなも

のは，川の汚いのは別として，もっと地元の人が尊重す

べきもんじゃないか，再認識して行かなければならんの

じゃないか，こう思うんです。

A : それは例えば街並を音のまま残す，パ Pーなんかじ

ゃそういうことが政府の手でやかましく行われています

が，京都でも西陣あたりとか中京辺で成してほしいと思

いますね。

B  : そうです。 獄屋町御池下った附近で，祇園祭の時は

提灯立てがずっと並びますが，ああいうととろに非常に

ミ京都だなミって感じがしますね。しかしどうしても社

会経済状態に左右されて。祇園祭の鉾でさえ松原を通ら

ないで御池を回る。昔は松原辺の商家は格子を全部はず
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2  

して厚手風綴通で飾り，奥の庭先まで見えるようにしたあ

の風情ですね。ああいうものが経済状態の変化と 観光 と

いう面のクロ ーズアップにつれて失われてしまった。確

かに今は狭い ところ を無理して巡らなくてもいいじゃな

いか，といったととになるわけです。

A  : 経済状態の変化と いいますと，お寺なんかがどんど

ん化けていきますね。との聞もピノレの屋上から見て篤い

たのですが，お墓もずいぶん食われてい ます よ。

B  : いや食われるのではな〈て食うためでしょう。

A  : 具体的なととになりますが，近頃郵政の建物と 専売

公社の病院とが京都の名図の中につくられましたね。と

〈に病院の方は大分騒がれたようですが… … 。

B  : ああ，京都地方貯金局は新町頭の後藤祐乗の邸闘で

すか。との建物自体はもちろん，庭園の保存，調和，さ

らに周囲の家々の屋根との対比など，悪〈ないですし，

また妙法院の庭園にできた専売公社病院も，問題になっ

ただけ苦心も払われていると思います。しかし，とれら

個々の建物がいかに配慮されているといっても，全体と

して考えればやはりこんな具合に一つづっ保存したい古

さの中に建築されてゆ〈というととは どう ですかね。少

〈とも東山，西山の一帯はそっ としておきたい. . … ・， と

い うとと になると結局また経済問題になるでしょうが。

A  . 文化観光都市法が定められたように，建築基準法の

他にも京都，奈良のような街では特定の地区の現状を変

更する場合はそとの建築審議会というたような機関の許

可を受けるようにする必要があると思います。都市計商

法の現況をもっと広〈拡大して，とれはできますね。結

局とれが一番近い方法じゃないかと思いますが・-

B  : できそうに思いますね。ただ経済状態の問題があり

ますからそのまま保存しておけ，というととは無溜! なん

で積極的に地域を指定して補助す るなり，所要地域をと

〈に保護する努力がなかったら駄目 です。

A . 五1・近京都の市民憲章ができましたが… ・・。
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B  : あれに建築の項目を入れて貰うのがいいですね。

A : どの辺に入るかな。 r街を清潔にしましょう」とい

うととろに入るのかな。

B  : ミ清潔に しましょう ミよりミ俗悪から守りましょう

ミそれにしても歌い文句だけでは駄 目ですね。

A: メイン ・ス トリート でも， ii 災前の京都と ，戦後の京

都とは非常に変ったという 気分がするのですが，どうい

うところが変ったでしょうか。

B  : 河原町通は実に変りましたね，アーケードができて

から。便利はいいけれど京都人としては非常に淋しいで

すよ。家並の美 しさはア ーケー ドで遮断されちゃったで

すね。家並の美しさという点でとく に考えられるととは

昔の家は屋根より軒が深 〈て 3 尺とか 4 尺とか引込んで

いて，雨が降っ ときなどは下を巡ったら濡れないですん

だ，ふだんは了稚車の置場にしてありそこに上底があっ

て，今のアーケー ドの役目を果していたわけです。とと

ろが今は観念が非常に変ったのかも知れませんが，街路

に面して建築する時，前面に余裕をとるどころかまだ歩

道まで乗り出そう とするなど… ，頭を疑いたくなります

よ。

A  : 京都でまず大切なのは玄関口の京都駅ですね。戦後

の代表例としてどうでしょう 。

日 : ミ駅前ミは京都は割合にすっきりしていますよ。た

だ国鉄が全国画一的な考え方から京都の特異性を認めて

ないような駅をつ〈 るのが第一間違いでしてね。これは

建物自体の良し悪しではな< ，環境にマッチするかしな

いかの問題ですが… … 。その点保津侠の駅なんかちょ っ

とうれしい。

A : 諮は変 りますが，次に他の工芸美術，例えば金物，

襖の引手類とかいったような方面，と〈に京都の誇り得

る建築 と非常に関係の深い工芸品につい て，どう ですか

B  . さあ…… 。表具 といい ますか表装，ああ した技術は

京都 らしい もののーつですね。それに扉風だとか襖，と



れはどうでも建築と結びついていていかなければならな

いし，また，金物細工では襖の引手，社寺の飾り金物な

どですか。それから漆や陶器もそうですが，とういう工

芸 と建築の結びつきの深さですね，それがなかなか維持

できないし，また安建築には使えないという面があるわ

けでして，そういうものをとくに振興していく必要があ

ります。それからつりがねなんでものもお寺の多い京都

の特技のーつ じゃないですか。表装の裂地，それに金欄

ああしたものは建築と切り離して存在し得ないものです

ね。利用面からいっても。直接建築とは関係ないかもし

れませんが，いわゆる民芸と称するもの，また外人向の

j苫に出ている工芸品ななんか，あれはおよそ京都的では

ないですね。グテモノの下の下とでもいいますか…… 。

もち ろん本物もあるでしょうが……。

A  : 索材も豊富ですね。

B  : 索材といえば，北山丸木，竹はもちろん，布や裂地

紙，紙と日本建築とは切っても切れない仲ですね。紙は

京都ですくと いうものではないかもしれませんが… …。

もう一つの特色は土ですね。楽楽の壁，とれは京都独特

のものです。それから最近出なくなって残念ですが白

河石，竜安寺の庭に敷いてある白い砂なんかは白河砂で

す。あれには御影石の赤味というようなものは全然ない

わけですから。

A  : 庭園で思い出しましたが，疏水ができてから京都の

水は琵琶湖から入るようになった，とれは現代への大き

な転換期ですが，普から京都の庭闘における水，さらに

京都の街と水の結びつきは深いですね。

日 : 最近桂離宮の方は，桂川の水位が下ったため非常に

水が汚くなって残念ですが，元々京都は大変7)( に恵まれ

ているんです。上加茂の社家町の土塀の前にせせらぎが

流れている，鴨川の西岸にはみそそぎ川が床の下を流れ

ている，高瀬川も今は汚いがせせらぎである，これを技術

的な商で美しくしていくというのがわれわれ京都人の仕

3  

事じゃないかと思いますね。あれを暗渠にするといった

ような ととを土木や交通関係方面ではすぐいうんですが

あれなんかはむしろ水を美しく 流して見せて，その建築

とのハーモニー，そういうものを，単に庭園の中に とり

入れられた水だけでなしに，街並の美しさをそこに見出

していったらいいんじゃないかと思うんですが… … 。

A  :  7)( の建築に山が入れられますね。

B  : 山の総，木の絡ですね。最近はアーケード を造るの

に街路樹を切らずにやる方法が とられていますが，なか

なかむつかしいですな。

それから，後まわしになりましたけれど， 京都で最も

注目されるえ鳴の様式と して数寄屋づくり ，これは東京

方面にある武家づくりとはすっかり違っており，突に誇

るべきものだと思います。名古屋あたりでも茶道は普及

していますが，建物自体は誠にやぼったいものが多いよ

うです。その数寄屋づくりが近代性を;lI'i びて， 東京を始

め全国的にモダジ数寄屋ですね。少しいや味のある待合

形式にまでなり下っていますが，しかしそういうのも一

面ではやはり京都の良さが地方へ進出していったという

ととがいえるんじゃないかと思いますね。そういうモダ

シな形態の数寄屋を創められたのは京大の故藤井厚二先

生じゃないかと思います。京都でスタートした近代の数

寄屋，ことに腰掛け生活との融合ですね。 ζ れらは皆京

都から: t ' ! } ジンが出ているわけです。

A : それとともに，まあ土なんかは京壁として全国にゆ

きわたっておりますが，その他の素材，工芸品などほ と

んど表面を上滑りしま して，もう少し掘り下げてもらっ

たらなお生きるん じゃないか，これはむしろ京都の建築

家がどんどんあっせんして協力しなければならんことだ

と思います。 京都独特の，あるいは純日本的な素材を使

ったもの，とれは京都の娃築家がもっと自党して努力せ

んといかんところですね。

B  : 余談になりますが，辻留さんが東京に進出して居を
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もたれた，それでかえって地元の京都では何かのチャン

スでもない限りなかなか食べられない，というこ と。 こ

のように京都の建築のよい ととろがもっと東京を始め各

地方に進出して一層発展するようにしていかなければな

らないのではないでしょうか。とれは建築家のミ責任ミ

というよりミ努力ミの問題ですね。

A . これは京都の建築について結論みたいになりますけ

れども，一般的にいつまで見ても飽きのないところにや

っぱり良さがあるん じゃないですか。

B  . 意欲的だとか，とくに何かを表したいというのでな

なくて，いつまでたっても飽きのとない，何ともいえな

いミよさミ，そういうととろに京都の建築の特色がある

んじゃないかと思います。これは形や色だけでは表わせ

ない永年つちかわれた伝統， ;J ファイシされた非常に奥

深い底流というか，一つのパックボーγ が返っているか

らでしょう。

繰り返え しますが，建築 というものは衆落性というか

環境 というか，一つ一つ独立 して存在するもの じゃない

と思います。茶席のようにポツ Y と一つあって非常に良

いものもあるし，寺院のようなものもあるでしょうが，

これらとてそれぞれの環境をもっているのであって，ま

して一般の街の建築はそれら相互でつ くられる環境とい

うものが重要なわけです。やはり家並が揃っているとい

うことは，結局経済面でも健全にパランスがとれている

ということですね。 洋風建築の場合でも，その機能がい

かにあろうとも，プロポ ーν ョY であるとか，材料の美
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しさであるとか，集合の美 しさとかいったものが残って

おります。ギ; J V ャ， ローマ以来の伝統があるわけです

ね。すなわちミ京都の良さミ，そういうものはいつまで

も残していき，時代にマッチしてモダナイズ していく，

そういうふうに指導していかねばならないと思います。

A  . 最後に京都の色については… … 。

B  . ; 街全体で，空の色と樹の色と屋根の色，山の色と7 } (

の色と建物の色，それらの感党に京都ら しさがある。そ

ういう面にも相当多〈の ファクタ ーがありますね。東京

ではトタン屋根，ス トレー トなどのものが多いが，京都

では瓦屋根である。この瓦屋根には色彩的にも京都ら し

さがあふれでいます。大阪の空と京都の空を比べてごら

んなさい。灰色の煙霧の下の景観と，絡の山に囲まれ，

木々の絡をちりばめた美しい瓦の並びの空との対比を。

屋根の形と 勾配，安や軒の Pズム，起伏する瓦の流れ…

A . パ Pーは屋根の下で有名ですが，京都は屋根の上で

有名ですか。

B  : そうですね，こ れはいい。

A : ミパ リーは屋織の下，京都は屋根の上ミですね。

写真説明 ( 写真撮影岩岡嘉夫氏〉

①京都の顔ー東山をのぞむー

( 筆者京都大学助教授)

②上賀茂の社家l町一築地塀と流れー

①故藤井厚二先生の遺作一中国邸の入口一

④ 自作一柊家旅館のプ ロフィノレー
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E 週E 圏EヨEI圃
禅 宗 の 伽 藍 配 置 に つ い て

附 ( 大 唐 金 山 寺 縄 張 絵 図〉 の 事

機宗の伽mf 配置に関し，工匠聞の口伝として，小生の関

き及んでいることを少し書いてみます。

伽mf の建物としては，方丈，法堂，仏殿，山門，僧堂

庫僅，西滞，浴室，の八棟をいい，伽藍全体を人間一人

の身体と見なして，これを人体の各部に配します。

即ち，方丈一頭，法堂一胸，仏殿一腹，山門ー陰部，

僧堂一右手，庫担ー左手，酉浄ー右脚，浴室ー左脚，と

します。

立 との人体図は頭を北にして安楽に

(  ｾ＠ 仰臥した状態を示し，釈尊の浬繋像

/ う豆、¥ を模したものです。

僧 三」 届 もちろん北枕で綬るととは，北半

， I  ｾ＠ I  ;， 

介 ヰ ペ ャ 球では次のニツの理固に よって最も

ｊ ￭ＧｾＧ｜｜＠ 自然な体勢であり，従って仏教の教

.. 

"  

2  理にも通じるというわけです。

その第ーは，磁針がいつも北を指

している のでも分る ように，地磁気は絶えず南北の方向

に流れており，これに従うように身体を南北に横たえる

と，自には見えないので，あまり 気がつきませんが，磁

気が身体を検断せずに貫通しよさ影響を及ぼすこと。

その第二は，南北に身体を横たえて， 頭を北に置けば

当然脚は南に向き，頭を冷た〈足を暖かく保っととにな

り医学上保健上最適の状態になるととです。

このように，この人体図の上部を北としてみると，各

建物は南北紬を中心として配置され，南面するととにな

ります。

次I L . ，人体各部と配された各建物の機能の関連性を考

えてみますと，方丈は f 主人住所也」と，あるように

伽藍の支配者の居処なので，首位の頭部に配置 してあり

法堂は説法所として，各人の心を揺り動かすようにと胸

部に置かれ，仏殿は，朝夕礼拝所であり本尊のおられる

伽藍の中心なので腹部に，山門は，上下出入所として陰

部に配されたわけです。

b以上で数的なととは抜きにして，禅宗の伽藍配置につ

いての一つの考え方を，簡単に述べましたが，参考に，

北 尾 -嘉 弘

この文章に引用しました人体図が載せてある「大唐金山

寺縄張絵図J ，また別名「禅宗伽藍建法」について少し

書いてみます。( 参考，この本は東北大学横山教授によ

り「禅文化」昭和31年 4 月号禅宗建築随想( ー) の中に

も，書名を明らかにせず一部紹介されています〉

との筈は，徳川末期頃( あるいはそれ以前〉にもすで

に，禅宗建築に携わる大工の印可証であったらしく，筆

者は，森丈助藤原某となっています。( 小生の手元には

文政13年と魯いたもの一巻，万延元年と替いたもの一巻

あり。) その内容は

絡雷; 拘1寺之七堂; 七堂本噂; 各建物の木拙( 図あり) ;あとがき

となっています。

緒言は fl 京夫，大唐金山寺者四角四神相応盆地也」に

始まり，続いて各建物の配置を述べ， r此外鐙楼，鎮守

総門， 唐門，六門等作形精記左之図加木推也。見者以是

参考之，云繭」で終っておりま す。

特i寺之七堂は，前述の人体図に次の説明がある。

法堂税法所也仏殿朝夕行事所也 山内上下出入所也

{ 目蛍坐抑所也厨庫( 大ヲ厨庫ト云7 ) 食取所也方丈主人住所也

浴室風呂屋也西浄不浄所也。

七堂本尊は

法蛍文珠大士; 仏殿釈迦賞、ロ ク阿弥陀; ・ ;  ・; $ ' j 守天照阜大神稲荷

大明神。

次I L . ，各建物の木催 となり掠I図 ととも に次の順序で説

明しであります。

忽門. 小門，浴室，西浄，山門，山廊，大庫裡， l' 目堂. 金山寺様三間仏

殿. 法堂，錨後蛍，向邸内，万丈，家祭，小凪t鰹，玄関門並怨: t t ; 門，

次に

中部後世之五山亦本朝之五山荘問仏殿五間山門也相之鮪蛍1'9々右図木j由

等甘 rml 19納有之所紀友也

とあり，配置図が沓い であり次の)1領序で又木健の説明が

続いております。

浴室，西浄，五関山内，厨廊， 1自堂，五周仏殿，法蛍，万丈， 来望書，小

鳳包， 鏑堂，惣P9，脂門. 六門

とれで木推は終っております。

次 に “ あ とがき" という順序で完結しております。

cm者 1111和短波株式会社}
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園 阻 固 園

1. ;9 1! 

襖は唐紙ｾｦ， ｦ 子または単に唐紙 と もいわれ，木材に よ り

組絡を作り〈これを骨といわれる) ，とれに両面より紙を

貼り周聞に漆塗をなしたる縁をめぐらし引手金物を彼打

して被となすのが普通であります。従って襖ができる ま

で組格を作る骨屋 と漆塗りをなす塗師屋 と表具師 との仕

事で成るわけでありま すが，和歌山市におい てはとの 中，

骨屋と塗師屋が特殊な発達をなしております。との骨屋

の仕事は骨を安〈製材するととが重要なる要紫となって

おり，またf珂王の工程が一般建具等に較べて製品が規格

化されておりま すため，きわめて簡単であるからエ貨が

非常に安〈なるので， 職人 1 人当り 相当 の原材料を消化

しなければなり ません。骨屋職人 3 人に対 し 1 台の製材

機( 版事jl 1 人向取 1 人様現その他剥げ受 1 人) が必要 とな

るため，小剖製材業の発達 したところ でない と襖骨加工

組立業は成立たないのであり ます。

和歌山市は古く より紀の川により奈良の吉野材を集荷

する便 と，もとも と紀州，木之国の林産により早〈より木

材の集散地であったので原木製材業の発達が著ししこ

れに伴い翼連材としていた脊板( タシパ〉の利用する小割

製材業が発達し たのであります。とれに加うるに新義真

言宗の本山根来寺の僧兵達により創められた漆塗りが織

田信長の根来寺攻めにより {菌兵が黒江に逃れ，ととに黒

江塗りが始められたのであるが，この漆の塗方は湿気乾

燥であるため高温多湿な和歌山の気候に適したので著名

な黒江塗が発達したのであります。小割製材業および漆

塗りは以上のように何れも自然に恵まれた立地条件に よ

るものであるがこれ等が原因して襖材の製造が盛になっ

たわけであります。しかし近代的に工業化した直接の動

機としては明治39年和歌山市に製材機を据付けられたの

に始まります。これ よりさき，明治28年和歌山刑務署に

製材機を据え入獄者に製材せしめる計画が! ) A ! 獄によって

企劃されたが，当市在住の木挽臓が今でいう生産性向上

反対運動 ( け を起し紛争をしたが解決がつかないの

で，県会議貝志賀方立正氏が調停者となり刑務暑の計簡

を流産せしめたのであります。

とんな経糾もあったものの一度円鋸が据付けられるや

急激に工場数が増え，小剖製材による建具戸隙子の枢お

よび襖材資材の生産が上昇した。 しかし当時は脊板を符

はつり していたのを板挽に採り とれを罫引で; 別りて襖骨



捜 織 1 本 分 の 規 格 ・ 数 量

名 初:
|見 イ']- / 見 品 11 名 称 | 見 付 I Ａｴｾ＠ 込| 数 立

縦

縁 ヂ出 ア 合イ

7 分 8 分 1  ｴｬｾ＠ 以 上 桟 | 9.5分 | 6 分 1  

ド ブ

同 歩 7 分 7 分 l  下

竺」

7.5分 l 6 分 1  

摘ｾ 図ノ出合 J 悶歩

図
図 一一一ー/ 用予 ζ 也 令

図

侠骨( 格，組子) 材質は杉に限る

ナカヌキアイチユウ

秘類 3 分子， 4 分子，上 4 分子，中抜，相中，力子入

隅板入

並 4 分 子 1 枚 分 の 規 格 ・ 数 量

名称 |見付|見込| 長さ| 数|
摘

権

6.5  

6 分 6. 6尺
2 1g) 粗3 木分子は中子見付 3 分見込

分

立 子 4 分 5 分 6. 6尺

3 / @上 4 分子は権見付 7 分中子

正 4 分

横 子 4 分 5 分 3.3尺 11 見付見込共上鈎仕上

打 子 7 分 6 分 3. 3尺 21 6 相分鈎中仕は上中子見付見込共正 6

引手板 4 分 5 分 8 寸 1 1 @中抜は一部障子が入る

および縁を生産したのであるが，現在ではさらに罫引す

ることなく 円鋸で非常な速度で小剖しており ます。 これ

は他地方で真似るととが難しい技術を要すると とで，他

地方では今なお罫引割している ところがあります。ある

いは帯鋸で挽いている ところもあ りますが，帯鋸の方が

歩留り が良〈材料 としては経済的でありますが，工賃か

らいえばかえって大きな損失となるそうで，和歌山では

専ら 円鋸でやっております。

2.  市場規格仕様 (捜織)

材料は一般に杉， 槍， 黄肌，桑などにて杉は柾目縁，

白太は塗下地，槍は主として塗下地，黄肌はクロム酸色

イサ盟主仕上，桑は! 滋仕上にて最高級 とされている。

I鴨 縁 1 本分の規格 ・数量J ，ならびに「並 4 分子 1

枚分の規格 ・数量」は上表のとおりである。

3. そ の 他

取引単位は縁は称呼丸， 1丸は40枚分，骨は称、呼束，

l 束は 8 枚分， パラ( 不組立) 1 束は24枚分，出来高は

普通職人 1 人 1 白骨組立 4 束 ( 32枚分) パラ 8 *，縁は

2 丸 ( 80枚分) 。一般に次の現況に見られるように者細

企業であるため朝早くより夜遅くまで一生Ａｾ命に餓鬼の

ように仇く ので，和歌山では組格( 組子) の こと を餓鬼

要

@ カ子入は立子 1 本横子 2 本見付見込大なるものを用う

@ 隅板入は四隅の組子中に隅板を引手板のように入れる

@上 4 分子以上，上等品はすべて権に紙のR占りやすいよ

うに「返り 」を付ける

⑤打子とは上下桟の受け となるように上下の粧のことを

い う

t ' ( という。

4. 現 状

骨製造業者75名，職人120名， 縁製造業者35名，職人80

名，塗縁業者115名，職人90名，総計515名，1ヵ年生産高

骨縁 とも 約2，000，000枚で，本年は戦後最高の需要に活

気を呈 して いる。因に昭和12年より 19年までの聞はわが

園生産E の9 0 %以上を占めておった。

販路は関西方面3 8 %，東京方面2 5 %，中京方面10% ，

北陸方面 5 %，中 国方面 6 %，凶国方面 5 %，その他県

外 5 %，県内需要はわずか 1 %に過ゲない。

縁と してはカ V ク塗5 0 %，漆塗1 0 %，木地縁1 5 %，代

用漆25% である。

なお往年セ イカ のあった和歌山建具も侠同様の立地条

件から今なお隆践ではあるが，戦前のように尺膝，床屋

ある いはお多福 といったような規格の決った受註が非常

に少くなり，別註文製品が主 となり，いわゆる仕入建具

の性格がなくなりつつあり ます。例えば紙l t ' i 障子にして

も以前の ように紙の規格に捉はれない組子制の ものが多

イ チ マナカ

〈望まれてきております。 1半 ，問中の大きさお よびイ士口

は変らないが， ;hi : 匠の好みが材料の鐙冨になったととと

相倹って，告の和歌山建具の面影が消えつつあります 。

( 常者一 和歌山公共験業補導所長)
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日本における戦後の建築は歴史的に見て大きく一時代

を劉したといえる。勿論中園地方もその一環としての役

割を果しているわけではあるが，建築は質においても量

においても人口に比例するのは当然で，従って中園地方

の建築の概要も人 口の分布状況から大体は察せられるも

のと思う。ただその中で一つだけ幾分特異に感ぜら れる

存在は広島の姿であろう。 I! Pち広島が原爆によって壊滅

し，平和記念都市 と銘打って再建さ れるに当り， 建築的

にもそれが試験台となった感のある ととであ る。このと

とについては別編で具体的に触れられているので， )1頂序

としてもっと広い視野から表題について考察を進めて見

る。

西

A . 終戦後の応急対策

戦時中瀬戸内海沿岸地帯は重工業地帯であり，広島と

呉は寧都としてそれぞれ陸軍および海軍の根拠地であっ

た事実から，因果は人類最初の原子爆弾を広島に見舞わ

せたのであった。かく して広島， 呉が焼土と化した他に

岡山，福山，岩国，下松，光，徳山，宇部，下関等，主

要の都市は戦災を被り瀬戸内海沿岸の重工業工場は殆ん

ど壊滅してしまった。 ζ れはいづこも閉 じ日本の敗戦の

姿であったが，その結果として先づ必要 とされた戦後の

応急対策は， ω応急住宅 (2)進駐軍の施設 (3) 工場の修

復と平和産業への転換であった。

葛

重

く1 ) 応急住宅

応急住宅については各都市に旧軍用地や公有地を利用

して粗末な木造家屋があまり将来の ことは考えず，十年

もすれば本建築へ移せるもの という位な考えでどんどん

建てられたものである。広島市でいえば!日西練兵場跡の

基町に数百戸の住宅が平家で 2 戸建や長屋の形に建てら

れ た ( 写真 1) 。こ の他に至る所の空地に勝手に造られ

たパラックも少くなかった。 ζ れは家と名づけられない

程ひどい粗末な小屋であって，これらはli 災後11年の今日

もなおス ラム地帯として残り，都市計画上の癌ともなっ

ている。かくしてできた応急住宅はその後居住者が勝手

に物置や風呂などを増築する位は普通で，中には部屋を

男
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建て増して住居を拡張し，あるいは商庖をかまえ，家内

工業を営むものまで出現した。先年の鳥取の大火をあれ

程大きくしたのも実にとの種の組末な応急住宅が防火地

初であるべき河堤地帯を塞いでいたからであった。

また各都市の駅前附辺には所謂やみ市が誕生し，あや

しい女まで出淡したが，とれがまた屡々火災を起し都市

計図上にも支障となったの広島駅前について見ても 三度

同一箇所が焼失し，その都度立ちのきを迫られても，相

変らず一夜の内にパラックが建てられてしまうのであっ

た。終戦後は何処の都市でもとのように駅附辺にパラッ

ク商庖街ができたが，今も広島，岡山等早急に手のつけ

られない状態にあり，しかも火災の危険度の最も高い所

である。 しかしその割合に火事の少いのは終夜営業をや

っている為と思う。とのような事情の中で福山駅前はこ

の地方では最も早く整理された例であり，尾道，三原，

徳山，下関等比較的整理のできたものであるが，その他

はまだ未完成の状態に残されている。

またとの応急住宅のーっ として戦時中の工員察を改造

して集合住宅としたり，また解体して都市の中に移し集

合住宅や学校等に改造したものも少くなかった。

( 2) 進駐軍施設

中園地方においても殆んどの主要都市に大なり 小なり

進駐軍の設営がなされたが，最も大規模なものは呉地区

と岩園地区 とであった。とれには取り あえず使用できる

旧日本軍施設を改修した り設備を加えて使用されたが，

また大量の建築が短期間に新築されなければならなかっ

た。とのため終戦直後の物資の不足の時においてー般大

衆の総築へ大きく資材難を資 したが，一面において戦後

の土建業界をうるおす結果ともなった。

またとれと平行し て進駐軍将校の宿舎として庶民住宅

のうち比較的程度のよいものが多数徴用され，住宅難に

拍車をかける結果となった。方r&官もまた一部合宿所とし

て徴用された。とれ等の建物は丁寧に心して原形のまま

使われたものもあったが中には大改造を したり 床柱まで

ぺ γ キで塗り立て甚しく 改変されたのも少くなかった。

かくして徴用された建物はその後駐留軍の引揚や縮小に

伴い漸次返還されて行ったが， これに伴う補償の問題は

一切を呉地方調達局で処理されている。

現在では呉地区，岩園地区，米子地区の他はほとんど

返還され，代って保安隊の陸海空に亙る施設が海岡市，

呉，江田島， 小月，出雲等に出現した。

( 3) 工場の修復と卒和産業への樽換

戦時中瀬戸内海沿岸にあった重工業は例外なく空襲に

より壊滅したのであったが，戦後平和産業への転換が先

づ考えられなければならなかった。東から言って岡山南

写真1. 広島市基町の応急住宅

部に未完成だった三井造船は繊維及化学工場に転換，水

島，玉島も三菱その他の会社でオート 三輪やディ ーゼノレ

等の機械工場 と変り，呉工廠は民間の手に移って N B C

播磨造船，日亜製鋼等に変り ，広の寧事工場も各種民問

機械，化学産業へ移された。広島東部は日本製鋼，東洋

工業等の機械産業，大竹海軍燃料廠跡は日石その他の石

油工業へ移され，その他柳井以西の多数の重工業もそれ

ぞれ平和産業へ転換されて行った。玉の三井，因島の目

立等の造船所を始め各地の繊維， 化学，機械，セメシ ト

等の諸工場，また山陰のパルプ，繊維， 化学工場等何れ

も戦災を修復して戦後の新体制え切替えられて行った。

とれらの設計は会社の設計スタッ フと他民間事務所の手

によってなされたものである。

く4) 都市計画

世界大戦の悪夢，その犠牲は大きかった。しかし日本

の大部分の都市が灰盤に帰したために大規模な都市計画

の機会を与えられたことは不幸中の幸ではなかったであ

ろうか。中園地方の各都市もとの戦禍のお蔭で大規模に

都市の改造が実施されて，近代都市としての面目を一新

する機会を得，しかもその実現が比較的容易であった こ

とは有難いと とであった。しかしこの都市計画も今に し

て思えば色々憾みとするところが少くない。それは主と

して道路と空地を造ることの都市計画に過ぎなかったか

らである。土木的都市計画であり，建築的都市計画でな

かったととである。戦後早々の際に短時日でまとめ上げ

た都市計画には多少の不備は免れないとしても，次のよ

うな点に不満が見出される。

似) 地域制に対する面積検討の不充分

(ロ) 緩i!l lj!也;/Wの欠除，例えば工業地域と住居地域の接

触による問題

川公共建物の位置を予定していなかったこと( 庁舎

学校，公会堂，病院等)

同 コ＾Ｇｾュニチー の考慮のないとと

とのとと のために学区の混乱を来し， 県庁舎な どの敷
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県 | 面 積 | 人 口 | 市 | 市 の 名 称 | 塗 録 建 築 士 数 l登 録 土 怠 業 者 数 |峨 現 … て ら れfニ住宅

名 ( k m

2

) I  ( 人 ) 数 一 級| ニ 級 | 計 大 臣 | 知! i j ] ) 計 戸 数 | 坪 数

自17
叶

1
… |什 ii iF霧器

1

246 

1  

782 

1

1.028 

1

ぉ

1

993 

1

1附|

51 8叶

自ド・082.61
1
印脚|川報室長執溜昔:1  375 1  977 1

1
.
352 

1 ぉ 1
1刷

1
1
.
542

1  

詰|ド6. 62什 鉛卿蝋9札叩州，刷附判1 8川| 実鶏E目: を怒喜玄: 芸翻自目: 皇騒富官: 1  176 1  悶 |  η772ぺ1 15川|問 |  市 |  323.829 

最13

吋
614.259 1  4  1込取 倉 吉 米 子 境 浴 1 42 1  91  1  133 1  26 1  揃 1 322 1  

計 131.696.116.991.125 148  !  11.706 14.113 15.819 1  192 15・側 |  ι 272 1  

中国五県建築情勢〔昭和 ＳＱ 年 Ｑ 月 ｾ ＱＰ 月現在Ｉ

地決定に際しての混乱 ( 岡山県庁舎の例) ，建築審査会

に附議し除外例 として取扱わなければならない建築申請

件数の多いとと( 各都市) ，地域制の変更を余儀なくす

る場合( 広島市の例) 等がある。

都市計画がも少し建築的に考慮されコジミュニチーを

考えて学校や公園の配置を決め，都市全体の関係と将来

の発展を考えて予め市役所や県庁その他主要建築物の敷

地を予定してあり，飛行場の騒音も考慮して学校や病院

の位置を決め，市街の交通網を考えてパスタ ー ミナノレの

位置まで都市計画の初期に建築的構想、が盛られていたな

らば， 復興はもっとスムーズに具合 よく行ったものと思

う。このように中園地方の各都市 とも都市計画には色々

拙い点が発見されている。しかしとの様な欠点はあって

も普通ならば到底できなかったであろう大都市計画が実

施でまたことによって各都市とも相当に整然として来た

ことは認め られ る。また戦前には広島においてさえ 三階

建以上の鉄筋コシク Dートの建物は十指を屈する程しか

なく，その他の都市においては尚少数であったので，区

剥整理に際し永久建築物を取鼓した数も少 <. 移転した

例はなかった程である。

B . 愚近の建築情事事

( 1 ) 都市一般の情勢

人口は全般的に膨脹を示し，町村合併により現在中園

地方の市は上表の如くである。

建築の量におい ては勿論住宅が筆頭で，年々相当の 戸

数が建設 されているけれども尚かつ住宅難はほとんど緩

和されているとは思われない。市中や近郊に三階四階の

アパートの見える風景は日本全国どとへ行っても見られ

るが，個人住宅は木造平家で小さいおもちゃのような家

が所狭しとひしめき合っているのが現在の姿である。ま

た構造か らすれば鉄筋コ Y クPート 造は次第にその率を

増し，プ ロックの家も増加して農村にまで波及 している

が，後者は他地方に比すれば低調と思われる。

ピノレブームというのは東京や大阪の話であるが地方都
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市にも小規模ながらそれに類 した現象は見られた。しか

し商業建築と して戦後著しく伸びたと恩われるのは百貨

庖と銀行であろう。それは建築様式も新しく都市建築の

重点をなすよう に思われる。 それと共に小庖舗も近代的

な明る い建築様式を取入れ ( 大部分は表だけであるが)

特にν ヨークイ ンド ーや内部の隊列及び照明に意を用い

るようになった結果， ii 災前のドス黒い瓦の色が少〈なっ

て都市は色彩的に淡〈明るいものとなって来た。百貨庖

に対抗して日 夜は鉄骨のア ーケードと 変るととも流行と

なって来た。特に夜のネオンは都市の誘蛾灯である。昼

見れば無 くもがなの見苦しいみみずの戯れも夜は酔客を

集め，映画に人を呼ぶに欠くべからさ. るものとなった。

戦後の日本は物価高を嘆き，懐の淋しさをかとつにも拘

らず，娯楽が著 し〈多くなった。パチン コ，麻雀， I決闘

競輪，競艇等，僅か数十戸の町と思われる所にもパチシ

コ屋は存在する。キャパレ ー，ダンスホ ーノレ，パー， タ

と共にうす暗い灯のもとに紫煙 と香水の香にむせぶ若人

達のつどいの場所，そこにも建築家の腕を振われたと思

われる傑作も少〈なし、。喫茶庖また然り。とれ等は ｾ多

い若 f! アーキテクト の訓練場でもあるか。料亭もなかな

かの繁昌，宏大な和風主L鳴は料亭と見て差支えない。か

つての実業家の邸宅，別荘は料亭に変 り， 日本庭園の美

しさ もと こでなければ見られなくなった。銘木を集め粋

をこらした数寄屋造り，今はそれは個人のものでなく料

亭のみが持つものとさ え思われる。他人が独占する より

はそれもよいかも知れない。社用族でないものには少し

縁遠いだけである。 これは何もこの地方の特色ではなく

日本共通の現代の姿であろう。

( 2) 公共建築

ii 災後先づ第ーに渚手されたのは学校建築であった。六

三制の義務教育のためには校舎は不足していたので，

部教授三部教授を解消し ，又新制中学を新築するため町

村は般大の' 1 . ' i 用を子弟の教育のために惜しまなかった。

そして都市においても小中学校， 高校，大学と殆んどは

木造で述てられた。また教育の方法も戦後欧米風に変化



写真2. 米子市某校円形鴻蛍

してカリキュラム式となり，多〈の特ー別教室や講堂，体

育館を必要と した。モデルスクーノレもでき，また岡山や

米子に見るような 円形の校舎や秘堂等目新し いものが出

現 した( 写真2) 。

庁舎建築は一般に政策上後廻しになったが，戦後の事

務の膨脹に応じて部課人民の増加した上，旧軍用施設等

を利用したものもあり( 岡山，広島) ，狭隆と不便で能

率も上らなかったが，漸〈秩序も快復し，町村合併も進

んできて庁舎の建築という段階になった。山口市役所は

最も早あったが，続いて下関，徳山，笠岡，三次等相次

いで新築され( 写真 3 ) ，中国48市の市庁舎は追々新袋

をとらそうとしている。県庁舎も今春広島県が10憶の巨

貨を以て完成日本一の威容を誇るに至り ( 写真 4 ) ，岡

山も近く完成を見ょうとしている。とのような建築の発

展にも拘らずその問|時代に逆行した感のあるのは建築部

課の紛小である。広島県山口県の慾築部は相継いで廃さ

れ土木建築部として統合されたことである。

電通，郵政関係の建物は比il 佼的早〈統ー された独自の

綴式で着々改造され，文化はまず通信よりの実績を示L

ている。財源が豊かであり公社としての仕事もやりよい

と見えて各地とも早〈その面目を一新した。

とれに反し鉄道の駅舎は改築の歩みが遅い。戦前の建

築である岡山，下関はまだよいとして三原，三田尻を除

いてはあまり新しい駅舎はない。とれからという所であ

る。一方管理局庁舎は広島，岡山が漸〈できたが，その

他は駅舎と共にまだまだ前途多事である。

( 3) 工 場

瀬戸内海沿岸には造船，機械，化学，石il I l ，製鋼，セ

メン ト，繊維，食品，火力発氾等各種の工場が連綿 と連

り，新設工場を加え て拡張，新設に鎚音は高い〈写真5) 。

また日本海側を見れば二大ノ4ノレフ. 工場や繊維， 化学の他

中小工場はかなり多い。温泉と遊覧の地として見るべき

施設があるのみならず，木材，瓦の特-産は建築に深い繋

りを有している。電源の開発も旭川を先づ完成したが更

に大きい計画が残されてい る。

( 筆者・広島大学工学部教綬)

写真3. 三次市役所内部

写災4. 広 島 県 庁 舎

写真5. 某セメント工場ロングキルン

写真6. 広 島 原 爆 病 院
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広 島 の 建 築 点

A 簡のような記念陳列館
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描 曾 根 田 彰

<>建築の実験室

原爆都市と して一路世界にその名を売った広島ではあ

るが，その惨状を身をもって体験した約 9 万人の旧市民

はとの呼び名を聞かされる度に名状し難い複雑な気分に

襲われる。これは現在の広島の人口 36万の 4 分の 1 であ

り，戦前人口の 2 割である。また野球の好き な人々から

は「カープ」の広島として党えられてはいるが，とれも

熱狂的な 「カープ」ファ γ の余 り芳ばし〈ない行動によ

って全国に広まった名声 ( りであって見ればいつも苦

笑をもって聞く のが常であ る。この広島の地が戦後から

「新しい建築の実験室」として建築技術者の聞で暫く有

名であった。

直昭和23年といえば資材統制の厳しい真最中で耐火建築

などとは思いもよらなかった時期に全国にさきがけて四

階建の鉄筋コン夕日 ー ト造 「農協 ピノレ」が瓦礁とパ ラッ

クの中に建ち上って人々の 目を驚かせたのも今は昔であ

るが，続いて24年アメ P カ人の設計と監督の下に米国直

送の資材を用いて比治山公園に A B C C  (原爆影響研究

所) の工事が始められたのを， li 災前か らの長いブラシク

に置かれていた我々には珍らしい新資材と机帳商な工事

監督に蒙を啓かれた ような気持で，各地から引きも切ら

ず訪れる見学者を案内 して何度も行く度に，進捗してい

る工事の段階やら，あるいは話にだけ聞いていた各種の

設備機械類の進歩ゃらに感心したものである。

二つの川に挟まれた市の中央部に計画さ れた平和記念

公園の懸賞設計によって実現した丹下健三氏の陳列館は

「細長い烏慌の様な」妙な建物 と評され，全面硝子張り

の円い児童図書館は 「廻り灯告官」の様だ と市民の目をそ

ばだたせた。又この記念公闘に向って東西から架った平

和大橋は イナム ・ノグチの設計に よる奇妙な欄干で賛否

ともども の世評を沸きたたせ，一方広島駅に近い市の東

部の空にそそり 立つ灰色の カソリック平和記念聖堂は村

野藤吾氏独特の北欧のふん囲気を，高さ45米の鐙事普から

朝夕ひびき渡る鐙の音と共に全市に漂わせている。

とのように全市灰燈の中から羽ばたく フェニックスに

も似て広島の建築復興は勇ましくも多彩な立ち上りを見

せて今ではー般市民も建築に関してはいかなるものが出

現しても大抵驚かなくなったようである。



ｾデルタと七つの川

中国山脈を分水嶺として広島湾に注ぐ太田川の川口に

堆積したグノレタ地帯。その市街を貫いて分流する七つの

川は又水書fl としての広島を特徴づけてい る。それも今は

放水路工事の進捗と共に 1 本が埋められて六つの川とな

りつつあるが，曽てはこれらの川に面し て旅館や料理屋

が三貯の手摺合連ねて明るい灯火を川面に流し，夕涼み

の縁側の下をボー トのクラッチの音が行きかょった水都

広島の的長も今は見られない。新しい都市計画では総て

河岸は緑地に指定されて建築物は一切許きれな くなった

ためであるが， Jl I函の眺望を個人の独占から解放して一

般通行者に平等に享受させようとの主旨は尤もながら余

りに画一的に徹底したやり方は何だか心ない仕業に思え

る。とれらの川に直角に中央を東西に- r . r <  100米道路は

川が縦割の防火区剖を造ってくれたのに対してこれは横

の防火区画でもある。二条の巾広いグ 9- ; / ・ベノレトで

般車道を区分しながら西織は己主E駅前の広場から発して

延々 4 粁の直線道路が東に延びて， 臥虎の形の比治山公

園の検阪に突き当り将来計画としては隆道で山を貫いて

山陽国道の短絡路ともなるものである。との比治山の上

に目下建設中の仏舎利塔は丁度この道路のグィスタを形

成する訳であるが高さ 48米の頂上に展望台を設けエレベ

ーターにより大いに観光客を呼ぼうという魂胞とか。

との山の少し南端に近 < N H Kのテレ ビ搭と中継所が

最近建てられた。又その近くには前川国男氏の設計によ

る外人アパート が繍酒な姿を見せている。とれはA B C

C に勤務する米人男女の寮である。とのあたりは戦前は

陸軍法地のあった場所で軍用船の出入り した宇目湾内の

島々を見下す眺望の絶佳を誇った所であって，今でも市

内見物の方々を真先に案内して市街の全貌を先づ眺めて

貰う絶好の場所となっている。しかし七つの川を全部判

別する程高〈ないので先に述べた仏舎利塔の展望台の効

用がある とい うものかも知れない。

とのデノレタは上層の 8 - 9 米は椅麗な砂! 習でそれから

下が次第に粘土質を増して悪くなり地表から 24- 5米か

らが大体砂利層 となっているのが一般である。従って鉄

筋コンク Dート 造の普通のヒソレディングで 4 階位迄なら

上の良質の砂層で充分安定に支持できるのであるが 5

- 6階以上となる と基礎杭が必要であるというのがこれ

迄の目安になっている。 8 - 9 階の最高限度の ものは否

北欧的なカソリツヲ型蛍

応なしに砂別居に達する コシク P ート 杭を用いているの

でこれも一応良いとして中間の高さの場合が一番問題で

ある。基礎底面あたりで普通の地耐力試験をすると当然

15屯も 20屯も出るのであ、るが，広い面積で建物の霊虫が

かかった場合に下の粘土層の存在が気になるのである。

多 〈の場合は長さ10米前後の木杭を打って気安めとして

いるようであるがとれらが殆 ど不同沈下を起して傾いて

いるのが実状である。との程度の杭は恐らく上層の砂庖

を11いて粘土居に尖端を突っ込んでいるに違いないので

結果的には余り役立っていないのではあるまいか と考え

られる。

今年の 4 月に唆工した県庁舎の場合はとれ迄のこうし

た結果を批判検討して全然新しい方法をとった例であ

る。それはとのデルタの地下水位がかなり高いとと と，

建物周囲に敷地の余裕が充分にある ことの二条件で成り

立ったのであるが，地階を両側にースパシ宛拡げて 1 階

の建築面積の約 2 倍の底面積を持たせて地下水の中に浮

かせたのである。勿論このためには船体に相当する地階

部分は縦横に充分な隔壁を設けて耐力壁と し強固な構造

体と した上に，上階もできるだけ軽誌に設計し又船体に

おけるメタセンタ ーの計算にも似た荷重配置を考1むに入

れて浮力に対する重力のパ ランスを厳密に計算されてい

る。この結果はコンク Pート が打ち上って約 1 年経過し

た今日 としては大体の見当はつくのであるが，この長さ

125 米に及ぶ 6 階建の建物が傾 をもなく沈下 もどく僅か

に止って いるこ とはとの考え方の誤りでなかったと とを

示すもの といってよかろう。決定的な結論を出すにはな

お 2 - 3 年後を待たねばなるまいが， とれが成功すれば

今後の広島のデルタ地帯に建つ 5 - 6 階建の基礎を簡単

にかつ自信をもって施工できるととになるであろう。

ｾ卒和記念都市ヒロシマ

毎年 8 月 6 日の原爆記念日には中島の平和記念公園で
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フローテイング基礎の県庁舎本館

盛大な慰鐙式と平和祈念祭がとり行われる。 rノーモア

・ヒロ ジマ」を叫び世界平和は広島からと大いに気負っ

て 「広島平和記念都市法」が制定され立派な記念公図や

記念館等はできたのであるが，まづ足下の都市の平和は

確立されたかどうか ? ii 災後以来ピス トノレ ・ギャ Y グでか

なり世間を憶かせたその根が今でも絶えた風には見えな

いで時々プスプス燃っているようだし，広島の市会は戦

前から伝統的でもあるが絶えず分裂抗争をお家芸として

平和的な都市を造り上げようという一致した気脱が却々

容易には織り上りそうもない。例えばとこ 2 ， 3 年来の

懸案になっているパスターミナノレとナイター球場の建設

問題を取り上げても，何かもやもやした対立だけがこれ

を阻んでいる機子で一向に具体化しない。殊に現在 7 -

8 社に及ぶ郊外パスがそれぞれ市内の各所に発71f 場を散

在させて市民l亡すとぶる不便をかけている現状から綜合

ター ミナルを建設する ために各社共同で設立母体をつ く

り，敷地も交通の中心点である紙屋町の角に決定し，市

民は一日も早くその完成の日を待っているのに未だに着

工もできないという有様で，との遅延は許すべからざる

社会的罪悪というべきである。

又広島のν シポノレとして世界中に写真で紹介されてい

る爆心地のド ームは元物産陳列館の煉瓦建の残骸である

が，これを原爆のとよなき記念品として末代まで残す よ

うに充分な補強工作を胞せ という怠見と，見るも忌わし

い憶い出の種を早〈取り 壊してその後に役に立つ公園施

設をつくれという人と，第 3 の折衷的な案であるが不自

然な補強工作もいやらしいからそのままにして周囲には

危険防止のための池でも廻らして自然の崩壊に任せたら

よいとする自然主義との三つに分れていづれとも決し難

〈現在は最も危険な形で放置せられてある。いづれ何か

の事故が起きるまでは恐ら〈積極的な方策は行われない

のであるうが，それは結局第 4 の最も拙劣な方策を選ん

だものというべきである。
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平和記念、都市を名乗ってみたが実はそれだけで都市の

たつきが立つわけのものではなく，明治以来軍都として

栄えてきた町だけに今後の都市の性絡をどこに指向する

かが問題である。学校都市を目指すこそ平和都市にi誌も

ふさわしいとアドパイスした人もあり，曽ての寧の主要

な運輸港であった伝統にかんがみ，施設を増強して貿易

港とすべしという懐古派あり，やはり工業都市たるべく

大いに工場誘致をねらうべさだという努力もなされたり

して未だ確たる方針は打ち出されてはいないようであ

る。県知事の生産県総怨のＭｾとして促進せられている

山陰陽の短絡鉄道の敷設が完成したl践には中国の表玄関

としての広島市の地位も大いに変るととであろうが，そ

れ迄は何とも見当がつt -ないという所であろうか。

他国この都市の消ir文化を眺めてみると ii災前には一つ

しかなかった百貨庖が今では二つ半に勉えて夫々隆盛を

極めている。 半というのは昭和24年の広島駅前の大火で

所詞「駅前マーケッ ト」の大半を焼失した後進駐軍の援

助を頼りに駅前音|閣の総に沿って耐火建築による尚庖街

の造成を県市合同で指導した際，正面角地t c 6 階建デパ

ートの設計を暫定的に三階迄実施 して協同組合組織で生

れたデパー トがある。その規模と営業組織から見て未だ

一本とは云い難〈半と数えた所以である。他の中ーつは

年前に隣県岡山から進出し て挑戦したのであるがー般

の予惣に反して両底共々索時らしいうU上を示して賦発力

の不可思議な実態に防かされた。

これに似たことは| 決函館の乱立にも見ら れる。 今秋|羽

館した束l決の直営館は広島随一の規模と設備を誇って八

丁射の表通りに花々しく開館したのであるがこれが銀総

番目のl決函館である。これではー館当り人口が一万人に

満たない勘定で普通には到底ソロバ γ に合いそうもない

のに結構いずれも大変な繁昌を見せている。これ迄の映

画館は本格的冷房袋置のあるものはー館もなかったが，

この新鋭館が来年の夏からは新装置の威力を発揮すると

とを早くも他の各館が頭痛に病んでいるので，来春あた

りから冷房工事のブームが始りますよと工事屋筋では今

から手ぐすねを引いている。

キャパレーやノ4ーの類も，との者s市人口から見ての密

度が他に類例がない程だと評する人がある。現在もその

キャパレー街の其唯中にコンクリート ・タワ ーをガラガ

ラひびかせて，キャバレーと映函館とアパー トを盛り込

んだー大「歓楽のデパー ト」が着々と工事を進めているか

らいずれ開館の日は又市民をアッ と いわせるに違いな

い。人口構成より見ても第二次産業より第三次産業が圧

倒的に多いこの都市は消費都市的性格だけは野放図に発

達して止るところを知らずといった症状を呈して心ある

人の変層、を買っている。 r苦 悶する平和記念都市」は果

していずとに行くのであろうか。( 筆者広島県建築課長)



置 理 圃 aft 彊 畳 表 に つ い て 佐 藤 重 夫

J盛表には数多くの欠点があり，耐久力が少なく ，JJ)1が

しみ込んで不潔となり，完全なilI l除が困難で，重い物の

形がついたり，家具の足ですり切れたり，色合も変色し

やすく! 盤絃も割合にいたみやすい。また! 恩は裏面が湿

りやすく荒床が乾いていないと腐れやすく，非常に不衛

生的になる。こんないろいろの欠点があるけれども，長

年馴れ親しんできた日本人にとっては，必や星島表はなか

なか捨て切れないものを持っている。湿感や触感，弾力

性のあること，それに何よりも美しい閥草そのものの索

材美は，床の仕上材料として，盛礼のわれーわれには最高

のものともいえよう。

思表が，備中国都宇都隼島Ｈ現在の岡山県都窪 ｾＢｉ 早島

町) より産出され出したのは何時頃であったかは確かに

は解らない。しかし仁和寺文訟の藤原JUI末にその献上品

として見えていると伝えられている( 岡山大学史学科藤

井駿教授談) 。しかし室内に担が敷きつめられるように

なったのは，それよりずっと後の室町J I 1Iであるから，そ

の頃から多量の生産品となり，ととに江戸時代となっ

て，京大阪はもとより，江戸に多泣に移出するよう K な

った。江戸の問屋西川では，古31をこれを早島表と称して

多:尽に商ったものの ようである。そうして江戸時代にと

の! 思表は主に備中術後方面の特産品となり，現荷: は九

州，中国，静岡その他の各地でそれぞれ多誌に思表が生

産されている。

! 思表は水辺地物の繭( 間平ともいう) をtt，i とし木綿や

l際その他の糸を経として織った一種の敷物で，経糸一本

frJに*1，1の随を上下にかわして織ったものを琉球または七

島表といい，経糸を二本ずつ諸にして織ったものを諸目

表または普通の盤表という。またこの諸目表の幅を端か

ら他縮まで横に一本の闘がずっと通って織り上げられた

ものが引通し表で，交互に胸草が根と先とを向をかえて

織り上っている。また中継表と称して，必表の中央で，

両端から織り込まれた繭草が，その先をぶっつけて継ぎ

合わさっているものがある。これは悩箪の根は全部両端

になり， ff ，日草の先が中央に向いており，しかも随草の同

じ太きで色合の同じ，かつ物質も均等な問主主の中央部分

のみを使用する方法で，先の方は表の裏側で切り捨てて

しまう。従って色彩，品質，閣の太さなどが全面に均一

に作られる上等なものである。しかし担表に表裂がで

き. Wかえし て用いる と中央に縦にずっと随草の先の切

口が見え，従って下廻りの室にでも用いない とみっとも

ない。また表よりも裏面の方が耐久力にかげている。

さて備中とくに岡山県の都窪郡吉備郡児島郡浅口郡倉

敷市方面の繭草は近年の栽培の改良でととに長いものが

製産され，地味気候の関係もあっておよそ五尺に生長す

る。従って現在の制ii 中I出草は引通表に好適であり，その

太さが盤 rtJ に使用して本末の差が短めて少ない。しかし

生長がとのようによいので多少質が柔らかであるのが欠

点である。それにひきかえ術後方面( 福山，杉永，尾道

方面) のものは丈が短かく表質が硬い。それで術後日高草

は中継表に適しており，かつ硬質であるから耐久力があ

る。しかし引通表に比べ倍の蘭草を必要とするので，値

段が非常に高くなり，いわゆる高級中継表 として， 古来

備後表が著名である。

琉球表，七島表は九州南部の11M草を用いて製作され

る。とれは中国筋の閣草より太めで多少粗野な材質・であ

るから，丈夫さの点では著しい。扱縁を用いないで般を

打まげて感に縫付けて仕上げる他に， ! 盛の中程にも数通

りの綴じ縫いを施とし表のうき揚りを防ぐ。とれは俗に

柔道投ともいって，非常に丈夫なものとなる。

しかし，現在盤表は，前記の地方で製産されているば

かりではなく ，ほ とんど全図的に各地で製墜されてい

る。北は北海道でさえ表が織られている。しかし，との

随草はほとんど岡山地方のものが原料とし て移出されて

いる。

また花楚，あるいは英座という胞を継いっけない床上

の! l i k 物がある。とれは全部引通表同様に織られるが，そ

の他に経の間隔をいろいろにして仕上の体裁を作り，と

れに染分けた闘車を織りとんでいろいろの美しいi際機を

作っているものがある。また引通しに織ったものに型染

めを施として模様をつけたものもあり( 型染花遊) ，こ

ういった;m.illは組iい縁をぬいつけ適当な大きさの上敷に

作る。とれらの花廷は倉敷市( 西阿知) および早島町方

面の特産で，ー部は倉敷の民芸館長外村吉之介氏の指導

をう け，美しいものができつつある。 また縁を用いな

いで二畳，三1 ' 1 : ，四畳半，六畳というような大きさに綴

じ継がれた花楚もあって 洋間に用いてもよいものもあ

る。また段近は不変色繭草加工や ピニーノレ加工が併用さ

れて，耐久力，清掃，盛の不浸透，その他に便利よく作

られる向のものもできつつあり，天然物と人工とが程よ

く組合される工夫が行われている。経糸も麻，綿，のみ

でなく ，化織を交ぜ より丈夫なものもでき てお り，一見

同じ畳でもいわゆるピジからキ リまでで品質に非常な相

違がある。

淵製品は年i ! l ! で全国合計6，0ω 万枚以上製造され， 約1∞億円 11: 相当す

るが， 42%が岡山県産である. 1E廷は岡山県で年産約 6，0∞ 万平方択で

あり， * 伊億円の価額となり ， その80% は海外輸出rc向けられている 。

また硝認はその製i 1 1 1 きれる月より年末までが高値で，年の前半は低値で

ある。これは色合品質の問題と需要供給の関係で変動するのが常であ

り，これが畳表の価頬にも多少動揺を生ぜしめている。

<i I l 者広島大学工学部教授)
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② 創建時の大浦天主堂
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羽

漢

① 明治8年摺改築後の大浦天主堂

@  原爆壊滅前の浦上天主堂

東洋一の大会堂であった
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いつだったか，長崎を主題に した歌謡曲だけを集め て

N H Kから全国に放送されたととがある。長崎オ : /y ー

のたっぷり 30分間であったが，よくもまアこれだけの唄

が作られたものだと感心した次第である。ところがその

道に詳しい人の説による と，あれは九牛のー毛なんだそ

うで，日〈長崎の何々。日〈何々の長崎。 と，その人が

立て続けに列べただけでも ，ざっと20幾つかあって，あ

とは「あ ァく たびれた… … 。」で以下省略 となったのに

は，正に二度びっくりであった。

とにかく i滅後長崎の株が大分上がったのは事実である

ピカドンの一閃に始まり，故永井隆博士著の「この子を

のと して」等，一連の長崎ものがペストセラ ーとなって

読書界を席捲するととも，一方ではお蝶さんやヂポン売

り等が，歌謡曲のリズムにのって，デャシ デャシ長崎を

宣 伝してくれるものだから，誰だって一度は「基ｾの町。

ロ7 : / の港。史の都」長崎に行ってみたいと思うのも，

無理はなかろう。

お際で，観光客は年々ふえる一方で，莫大なお金が長

l崎に落ちるのは，有難いととには違いないが，何事も過

ぎたるは及ばずで，変な期待が大き過ぎて，幻滅をかこ

つ向きもあるようである。とれは，実際にはおりもしな

いずポシ売りを創作したりする，歌謡曲作家等にも，大

いに責任がある。だから，前車の戒めと して，過大宣伝

のそ しり を受けぬように自重自戒しながら，以下長崎の

建築紹介といとう。

およそ長崎を訪れる程の建築家は，その10人が10人ま

では恐らく，最新建築を見学しようなどという，心得遣

いの者ではある まい。必ずや， 古い長崎ら しい建物があ

りそうだという，何がなしのあわい期待を持った御仁で

あるとお見受けしたいので，イヤでも先づ，カピ臭い古

建築に御案内するのは， われわれとしても， 一応の エチ

ケットというものである。

ところで長崎の歴史はョ年代的には奈良京都鎌倉の古

さには及びもつかないが，庸，南俊紅毛の多彩な文化を

背後に持っている のが強味である。 そこで案内の}I頃路も

自然そういったも のを辿る，お定まりの コースが生まれ

て〈るわけである。暫ら〈お付 合いの程，御辛抱の程を

願いたい。

国宝大浦天主堂 は，文久 3 年 ( 1863) 仏人宣教師が

自ら設計し，且つ幕末の，当時まだ丁苦言を結っていた日本

の大工を指揮して建てたものである。 これは最初，写真

①のような木造建物であったが， 明治 8 年 ( 1875) 増改

築によって，外壁が煉瓦造 となり， 今見るような姿 とな

った( 写真①) 。およそ，洋風建築など見たこともなか



ったであろう丁密大工どもを，片言交りで指揮した俳人

宣教師の苦心も大変なものではあったろうが，そういう

異国の新機式や新工法を受入れて，ことまでよくとなし

得た，当時の大工の技術水準もまた万頁捨てたものでは

なかったようである。

浦上天主堂 も，仏人宣教師の設計と指導によって，日

本人信徒が営々 として築き上げた汗の結晶である。明治

28年 ( 1895) 着工。正面の塔が完成した大正14年( 1925)

まで30年を要し 352坪の，当時東洋一と称された煉瓦

造の大会堂であったが ( 写真①) ，現在は向って右の高

塔. の下 3 分の 1 と， 1)'t lj 壁の一部だけが，原爆による際埴

となって巡っているに過ぎない。この建物の細部を見る

と， 石造の天使の首が地蔵顔だったり ，il汗舗の獅子面が

神社の狗犬そっくりだったりして，仏人宣教師も，日本

の石工の校側や感覚を，定めし不満に思ったではあろう

が，建物全体は写真に見る通り， 80尺の双塔を有する，

誠に堂々たるもので，殆んど大部分は未熟練者であった

ろうところの信徒達が， n住外人宣教師の指図に従って，黙

々と，しかも歓喜に燃えながら建てたものであるこ とを

思えば，日住賛歎あるのみである。クィ Dアム ・モP スの

ゴV ックネLOf !もよ〈半IJ る。

とうして，洋風建築に馴染むととの早かった長崎人は

次から次へと洋館を手がけて いった訳であるが， 変に和

洋折衷ぶったりしないで， ｩｦｾ 直にこれを受入れて いたよ

うに思える。

そして，写真④①にみるような事務所建築はもちろん

のとと，西洋料理庖という当時のハイカラな商売の家(

現村洋亭ホテル) から，果ては遊女屋，徒合( 現角海老

楼，むさしゃ) 等にも洋風建築がまかり通って，明治初

期，中期のこれら建物が，今なお現役の第一線で活躍し

ているし，住宅にも，グェラシダ，マシテノレピ ース， 鎧

窓等のある異人館が，下見板のペンキは剥げ，手摺子は

欠けて古びながらも，兎に角長崎の，港に臨む山の手の

風長には，なくてはならないものとなって，沢山残って

い る ( 写真①) 。

一方中国関係では，何といっても黄葉宗の寺院建築を

挙げねばなるまい。主要堂字は，寧波その他中国各地で

切込みした材を，船で持って来て建てたのであるから，

純粋の明朝綴式の建物で，夫々国宝や重要文化財に指定

されている。同じ黄緊宗伽藍でも ，宇治の万福寺などの

ように日本化されたものとは違って，本場の中国建築そ

のものを見るととが出来るわけである〈写真⑦〉。その

他唐人屋敷の遺構もー，二現存している。

しかしとういった外来建築は，あくまでそれだけのこ

⑥

元

英

人

グ

ラ

パ

l

氏

邸
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@ 長 崎 県 庁 舎

とで，一般住宅には殆んど拶響を与えていないようだ。

日常さりげなく使われている 言葉や，食物，家具調度，

衣生活等には，唐商慣紅毛的のものが強く浸透していて

すでに長崎人の生活に同化しきっているが，住宅建築の

様式の中にはその片鱗も見られない。とれは面白いとと

だと思う。

その理由はいろいろあるであろうが，矢張り盤に坐る

生活と椅子式生活との相違。ペシキや朱を木に壁るのが

嫌いで，索木の肌を愛でる趣味の相違。等もその理由の

一つであろう。だから，級艇を敷ｾ，紫但の家具を飾り，

V ナ風の灯総を吊し，オラユj ダ古渡りのギヤマンに総酒

を注ぎ，ポノレ トガノレJ! Ui の料理を， ν ナ料理形式で食べる

といったような生活をした豪商でも，家の作りは普通に

は純日本風であったようである。

石だたみの道。石造アーチの橋。群の壮大な墓場等々

も中国からの影響が多い。とれらは皆大切な長崎の古文

化財であるが，写真版相手では靴の上から掻くようなも

ので，読む方もピンととられないだろうし，紙数も多く

なるので省略する。

さて，ととらで古いものにお別れをして，次はがf しい

建築に少し目を移してみよう。

戦後のｾ喋復興は，その土地の経済力に関係すると見

てよかろうが， 長崎の場合，その経済基盤である三菱造

船が，終戦直後は殆んど IJfJ 庖休業の状態であったのと，

原爆でやられたのは全市の約 3 分の 1 で，とれは主とし

て新開地であり，老舗のある繁華街や旧市内の大部分は

64 

① 長 崎 国 際 文 化 会 館

一応) 泉形を残したたので，自然復興のテンポもスローモ

ーであり，建築ブームなぞはよその世界の出来事であっ

たが，それでも近頃では，新しい建物がテラチラと自に

つくようになった。

先づ， 県庁舎 からいこう。延弘∞坪余。 5 階建鉄筋コ

ジク P ー ト造といったって，他都市では別に珍しくもな

かろうが，長崎としては，戦前戦後を通じても，有数の

大建築工事であった。設計は日 ;述。28年竣工。写真①は

不整五角形の平面の一辺だけを見せているので，合併新

市の市庁舎程度に小ぢんまりとした感じにしか見えない

が， 実際は長崎の丘の上に白い 巨体を横たえた，大きな

建物である。東京都庁舎や八重洲口駅，広島県庁舎等の

ような，今流行のスタイノレではないが， 温和な親しめる

外観である。

官庁の民主化というお題目は，戦後の大きな課題の一

つであるが，とれが建築的表現に出てとないはずはなく

白いプレンな壁と，大きなガラス函でファサードを構成

した，明るい税務署や， 窓の横線と望楼の縦線とで調子

をとった，軽快な消防局舎等が建てられた。前記県庁舎

もそうであるが，官公暑の建物に壮重とか威容とかいっ

た形容が不必要になったのは，当然のととながら，至短

結構なととである。

県庁と前後して建った，モユュメシタノレな今一つの建

物がある。長崎国際文化会館 がそれで， 設計は佐藤武夫

事務所。原爆投下中心地に程近い丘の上にそそり立って

文字通り記念建造物としての使命を果しているく写真①〉



⑮ 水 産 市 場 の 水 鍋 上 家

との建物のファナー ドは一寸味があるが，大浦天主堂に

ある事R瓦造司祭館の，いわば現代語訳版のように思える

つまり長崎の雰囲気の発生源として，そういったモチフ

が採用 されたのではないかと考えられる。

長崎の経済を支持するもの としては，造船の外に水産

がある。最・近は李ライシなどという迷惑なものがあって

梢々怠気鎖沈の態であるが，それでも矢張り，北海道に

次ぐ第 2 の水産県というのれんはさすがなもので， ω∞

坪の泊Ａ立地に製 氷冷凍工 場や 水 揚 上 家が ｾち，引込線も

できて，近くさらに第 2 水揚上家や本事務所の建設に取

りかかる予定で，完成すれば，水産長崎県の誇り得るも

のとなろう。とのうち第 1 水揚上家は，設計県建築課。

31年 3 月竣工。鉄骨の連続ア ーチにフレキ ν プノレコノレグ

ート 板葺。 rt30m，桁行 196mo 1704坪で，簡潔明快な

スタイノレはij 災後の長ー崎における 建築物中の 白眉だとの好

評を受けている( 写真⑬) 。

水産に因んで，目下工事中の水産会館を一寸御紹介し

よう。水産関係者の福利施設 として，株式会社長崎県水

産会館が設立され，目下 ピノレを建築工事中であるが， 7  

階建，延 3，950坪。位置は駅前で， 銀行，パス発活，物

産土産品即売展示，貸事務室，ホテル，集会室，食堂，

地下映画館等を設けた近代的な とのピノレが唆工すれば，

駅前の面目は一新するだろう。 設計は地元の大長l崎建設

で，佐藤武夫博士が顧問である( 写真@) 。

デパートは長崎に 2 つある。お互に増改築やら冷房ー設

備で，激しいν ーソー競争をしているが，そのどちらも

。 長 崎 県 水 産 会 館

が，同じ清水建設の手で設計施工 されていて，しかもそ

れぞれ異った持ち味があり面白い。とのデパー トの増築

合戦も，長崎の古い街路巾に禍されて，高さの制限上恩

い切った設計ができないという状況で，他都市のデパー

トに比べると，建物の量感に乏しいのはやむを得ない。

最後にペーパープランを二つ御紹介して，長崎の建築

を語る締めくくりにしよう。

ーつは市庁舎の新築計図で，大正 2 年に竣工した， 日

本でも初期に属する鉄筋コンク Hー ト造 2 階建の現庁舎

が狭いために，木造パラック仮庁舎を建て増している 現

状からして， ζ の際新しい市政のための，新しい草袋を

作ろうというととになり ，目下懸賞公募にかけている。

延 2 ，300坪で恐らく 6 - 7 階になると ，思 うが，との稿が

活字になった頃は，当選者も決定して， 実施設計にかか

っているはずである。

今一つは総合的国際文化セ γ ター建設の計画で，大公

念堂。図苔館。美術館。博物館。動物園。水族館。スポ

ーツセシタ一等を建設しようとするものである。総工事

貨は最小限15億とふんで，全世界の滞財喜捨も受入れる

予定であるが，地元の県民も早くから各職場で毎月月給

の千分のー拠金とか，農産物，水産物の収穫高に応ずる

歩金の積立とか，一丸となってとの遠大計画実現に遜進

している。消極的といわれる長崎人 としては一寸ス ケー

ノレの大きい事業である。そして一部はすでに基礎的調査

に着手し，あるいは一応の笑のま とまったものもある。

全国の方々の御協力も是非お願いしたいものである。

Ｈ ｾ ｉｴ者・長崎県 庁 建築練主査 Ｉ
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ー当今は建築という観念が一変したであろう，実に謙虚

品位の高尚味なく単純なロ ーカノレ色で奇異観なスタイノレ

を選ぶ時代となった。昭和の初期まではただただ漸進的

研究の一途を辿り，アーキテクトとして向上を夢見て伝

統を尊重し，いやが上にもオ ートメーν ヨシを首ったけ

でデッサンに耽ったものだった。 ii 完敗後急天直下 180度

転回して封建式何物ぞ，不経済的と解して端的に事務化

した合理的一夫張りの無味式と 急変した。将にストラク

テュア ーの根性となる。名付けて昭和様式といわん。映

画館かと思えば学校であり，会社かと見れば病院である

神社ともお寺ともつかぬ斬新なものも多い。使用目的さ

え満足されればその誠真の如何を問わない。何々の建物

らしさよりも，便利で事足れば本望である。

喰いさえすれば空腹は凌げる理窟である。実に V Yプ

ノレハイの人間生活の世相の表現である。正式の服装ある

にもかかわらずジャシパーで堂々たる学門をくぐる。番

頭か丁稚かと見誤る。

建築もその目的使用に便利だけを具備して，要するに，

目立つ色彩が奇観を呈して，動揺する世道人心に印象付

けるのが極意であるかのようだ。さらに戦勝国の支配下

では，万事が自由を失い，善悪を問わず国土風習気候は

問題でなく，ーも二もな〈真似事に終始圧せられ，同時

に反面では疲食を忘れてわれもわれも海外の鼻息を伺い

遂にこれが常習と化してきた。さらに戦時の科学進歩が

平和産業に切り替えられ，一躍製品膨脹して斬新奇態な

驚くべきわが建築界の建材にまで大いに発展し，次から

次と続々進出し，実に千差万別であるがために，昨日の

新材も今日は旧式となり，廃品とのf土未で不足補充どこ

ろか，やり替えるがごとき苦労もあり，悩まされるのは

建材を食糧とする技術屋ではなおまた資材の研究も性質

も理解もできないうちにただ宣伝に追い回わされるのが

関の山で，いづれが優秀品か耐久力があるのか，使用目

的の適否を決定する余裕さえなく，決定に迷わされる。

しかもその保存命数と来たら，販売庖すら隊約はでまな

い。それもそのはずである。元来メーカーから商品化す

るまでやっと 5 年か 6 年位であるから，いたしかたない
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かも知れない。名前でも日米混血語が大流行で混同混乱

もおびただしく，薬剤かと思えば建材であった。以上の

外に多くの場合施主側も設計者側も恒久的観念が部らい

で性急的で，従って古えのどとし子々孫々まではおろ

か自己一代がさらに10年か20年の保存命数で大満足であ

るかの潜在意識があるから，とれらの観念が技術上の病

ともなる。反面には進歩の端緒でもあろう 。とのような

色々の条件が自ら技術的観念の変革でもある。との流行

様式が目下のこの世界の全貌ではあるまいか。よい流行

か惑い流行かは別として，事変による影響の流行はおよ

そ短命であると とは過去の歴史で明らかである。ただか

ような時には大いに恨重に検討して悔を将来に残さぬこ

ととそ緊要である。

' さて，あまり前置きが過ぎて失礼でしたが，福岡にお

ける建築の目とてあまり遠見の持ち合せはありませんが

ただ永住しているため一応報告の買をはたすに過ぎない

のであります。いずれの地方でも近来盛んに専門学者方

が発掘によって新発見発表がありますので，当地方もい

ろいろ歴史の裏付はありますが，従来の歴史からみても

九州は天孫降臨の地なるため大陸との交渉も古いが，福

岡近郡には有名な伊勢神宮に次ぐ袈伊勢と仰がれる大社

宗像神社あり て先年太古の逃蹟復興として野外祭場完成

した。とれは伊勢神宮と 富士浅間j神社にあるのと同様で

ある。下って郊外に鎮西の都督府庁であった都府楼蹟N

あり，その近くに天智天皇発願の観世音寺あり重要文化

の代表的の丈余の木彫仏体十八体安置さる。また程遠か

らずして文教の神，太宰府天満宮菅原道実公を紀る全国

の総本社で，社殿も社寺併用式で内陣下に背公の御陵が

銀座せられる。平泉中尊寺の金堂に似た社と寺の異なる

のみであって往時の偉大さを忍ばしむ。福岡市に帰り博

多駅前に翠福寺あり， 七堂伽藍造で大体現存しており，

文化財指定である。市には東に大社香縫宮，次に箱崎八

幡宮あり，南に住吉神社，中央に櫛田神社，西に愛宕神

社あり北は志賀嶋に志賀嶋神社銀座まします。

' そもそも福岡は中央に那珂川流れ，古くから知られる

博多の港で，博多商庖街であったのが，慶長五年黒田長

政が筑前守 ＵＲ 万石の藩主に封せ・ら れ， 西に舞 鶴城を築ｾ

て城下町を造り，すなわち武家屋敷街できて稲岡と名命

せり。よって那珂川で東西に分れて生活，習慣，職業，

さらに言葉まで相違していたのが市制執行により福岡市

となり，漸次混同して，今では区別もなく現在人口 50数

万の小都市ではあるが，九州の首都と自他ともに認め繁

栄しつつある。li 災災あ とかたもなく 4 ，5 年前 より 8 ，9

階のピノレ街完成し，一直線に博多側の銀行街と並び，新旧

型式の対照的外観をなす。また近来娯楽の映画劇場は人

口12，000位にー館という相場なるに神岡市は特に 8，∞o

にー館の割であるととろは遊蕩人の多いかを示すとせば

寒心の至りである。人情と しては先づ野人型で雑駁では

あるが執着なしとだわり少ない淡白裂であるところは

有名な博多二O加芝居がよく人情，風習を表現しており

反面には無頓着というか今もって市に公会堂，博物館の

ないととを恥ともせず，平気である。市議員の教養を疑

うものである。旧城は復旧するととなく時代を物語る践

は漸減である。

有無相通ずというか一昨年スポーツセンタ ーが完成し

て時々の催し場に早替り してー館当千の活躍振りを示し

目下日本相模協会準本場所として興業中である。

' 以上のような現況で昭和様式は外観フラットで蔭影な

く壁建築であるため，種々の広告を掲げる掲示版的f力き

をなしておるととろは実に奇抜である。要するに議ちつ

きのない刺激の多い明るいととをもって明朗と考える。

またスリットの魅力感のないところは静物と 心えるとと

ろに観念の相違があるであろう。

以上甚だ道聡途説，雑駁な報告を呈して福博を紹介

しましたが，せめてもの屈託のない小都市であるととろ

に観光の慰めがあるでありましよう。

Ｈ ｾ ｦｬ 者本会九州支部幹司ｬＩ

TRADE 

V  ｢｜ ｬｾ＠ MAR K  一一

世界のヱヲ向型社

関 西 販 売 代 理 庖

株 式 会 社 菅 商 庖

67 



新 刊
5  西 洋 建 築 史

古代ー藤島亥治郎 ・小林文次，中世一堀内清

治，近世一桐敷真次郎と，との分野における

最高の執筆者を得て初めて体系化された西洋

建 築 学 大 系 金40; 惨
建築史の集大成とし て編集されたものです。

A  5 -'f-i J  424頁 特 製 函 入 定 価￥1，060 〒50

5  歴 史
執 筆 渡 辺 保 忠 ・加藤角一建築様式の変化

建築のっくり方の発達を図版を用いて具体的

建 築 務 産 金10; 惨

に解説したもので，工高の教材とし て，これ

からの建築を考えるうえの優れた参考書です

A  5  ｾ司 ｊ 2∞ 頁 上 製 定価￥350 〒35

8  材 料
執 筆 飯 塚 五 郎 蔵 ・加藤 清 作 工 高 の 教材 ・

2 級建築士受験の原動力として執筆された本

建 築 Ol 産 金10巻

E与は，各材料の一般的性質を解説する とと も

に応用の面から工事別に平易に述たもの です

A 5 判 250頁 上 製 定価￥350 〒35

41 映画館と小劇場
彰国社編本集は，最新の映函館 ・小劇場を

写真に i って収録したもので，その外観や内

建築写真文 庫 第2期 金30; 怪

部構想など，これからの臥L闘館 ・小劇場の新

策改装に欠く こと のできない好図築です。

B  Ｖｾ 司 ｬ 曲頁総アー ト 上製定価 ｩ ￥ ＳＰＰ 〒 ＳＵ

52 茶 室 3  
] 診国社編 この本はｾ ｾ包 Ｒ の続編で，消浄な

日本建築美の基調となる茶室札喋について ，

建築写真文 庫 第2期 金30巻

あらゆる角度から写其によって収録し，真f践

な解説をそえた写真集としてお潟めします。

B 6 判 88頁 総 ア ー ト 上 製定価￥300 干35

重 版 日 本 の 現 代 建 築
小 池 新 二 著 分離派以来のわが国新建築の代

表作を収録して世界に紹介できる大図集です

B 4 変形122頁 特製 定価琴1，200 干100

建築写真文庫 第1期全3 0巻
1影国社編 この建築写真文庫はあらゆる主主喋

の諸相を分類，展示する目的のもとに編集さ

5、 茶 室 れたものであります。内容は， これら諸建築

7、 茶 庭

の近代的 ・古典的，和風 ・洋J!rn. のものな ど，

11、 洋 風 の 門

さまざまな傾向をあますところなく取入れ，

その外観や内部構怨や各部の詳細にいたるま

14、 キ ヤ 1'¥ 
レ

でを集め，住宅や庖舗など各積建物の計画 ・

16、 居 間 と 書 斉
設計 ・新築 ・改装にもっとも役立つ好適な資

23、 床 ・ 壁 の 意 匠 料として，一般の人々にもおI ¥Uめできます。

27、 庭 と ア フ ス
B  6 -'f-i J  各90頁前後総アート各仰j;y. 300〒 35

29、 看 板 の 意 匠 ｴｲ ｮ ｾ 明会 ＳＰ 巻 ・ Ｑ j前 特 仰 ￥8，1叩 〒400
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会館の開館式と開館被露

ｾ＠
:zs: 

10B  11時一一 12時 於 会 館 集 会 室

L::.. 

I=! 便

出席者竹腰，東畑， Il1J池正副会長外各理事，監

事，各支部代表，評議員会正副議長，来

賓 計50余名

11時より 4 階集会室に於て， 御宣言神社神宮祭司の下に

l刻館の神事を執り行い，引き続き簡単な祝宴を催した。

竹腰会長の会館新設についての経過と後援者l乙対する謝

辞な らびに今後の発展に対する期待を述べた挨拶に次で

来賓代表 として武藤建築学会々長の建築セ γ ター開設を

喜ぶ祝辞があって開宴し，一同歓談祖11'1: ｾｉｊ 館を祝った。

最後に宮脇府建築部長の発声で協会の万才を三唱し，そ

の前途を祝福 した。午後は委口や関係者，出資者を招い

て披露のビール ーパーテ ィを催した。出席者約 160名。

引き続ぎ翌日日: こはー般会貝や学会々日に対して敏訴し

たが， 来館者は 200名近くに上った。なお両日とも来館

者に祝賀の微意を表して紅白の綬頭を呈した。

理 事 会

10白 5 時一一 61時 於 今 縞 ク ラ ブ

出席者 竹腰会長，東畑副会長外理事15名

中西監事，吉田兵庫支部長外支部代表 3 名宮脇前

九州支部長 事 務 局 2 名

議 事 ( 1 ) 会館運営委只会設置の件会館の開設

に伴い会館運営委員会を設置する こととし ，とれが委貝

に，会館設立委員であった各位を委l属した。なお大阪府

主ｾ築士会，日本建築家協会支部からも各 Ｑ 名宛の委員を

推JX!f，願うことにした。 ( 2 ) 支部の事業ーその他に関する

件 常 務理事から支部の事業に闘して説明報告があり，各

支部代表者から支部の状況について報告があった。なお

九州支おの縮少: こ関する問題は，宮脇前支部長から先般

竹腰会長と共に支部幹部の方々と懇談した結果について

報告説明があり ，一時支部の縮少も巳むを得ないとの説

もあったが，審議の結果，現状推移で更に努力を重ねて

いくことに決定した。( 3) A. I . A. ハワイ 支部訪日間歓

迎会の 件 ｾＹ 自に学会支部と共催で行うこと，なお建築士

会，建設業協会?とも共催 に加わるよう勧交することに決

定した。く 4 )入退会者詮衡の件( 5) 報告事項として会

館の ｾｦｪ￱ｴ 式並 びに披厳に関する件，日本学術会議会員選

挙候補者推薦lζ 関する件， 9 月会計報告，同事業報告など

が行われた。 閉会後，武藤学会長外を交えて一同会食の

上ー懇談を重ねた。

り (10 月分〉

編集委員会

同歴史特集小委員会

12日 5 時一一 7 時 於 会 館 談 話 室

出 席 者 佐 野 委 員 長 外 3 名 事 務 局 4 名

足立幹事から「現代を中心にして歴史をみる」 観点か

ら企画を考えたい旨の提案があり，同幹事提出の具体系

について審議の上，一応の案を纏めて本委員会によ援す

るととになった。

本委員会

13日 11時一- 4 時 於 会館会議室

出 席 者 佐 野 委 員 長 外10名 事 務 局 4 名

議 事 (  1 )  11月建材特集号経過報告 ( 2 ) 12月地

方建築特集号経過報告 ( 3) 原論研究会の研究発表につ

いて討議した。 ( 4 ) 伊藤幹事から会勢審議会の状況報

告があり，編集委員会としての方針を決めた。 ( 5 ) 来

年度の編集方針につい て全編集委員に文書により間合わ

せることを決めた。 ( 6 ) 来年度の表紙のデダインを岩

本委貝に委嘱した。 ( 7 ) 1 月歴史特集号の企画 小委員

会衆をもとに審議して企画を具体的に決定した。 ( 8 )

その他投稿原稿と工高生デヂイン ・コンク ール入選作品

の取扱い方を決定した。

住宅委員会

17日 4 時一一 5 時 半 於 会 館 会 議 室

出 席 者 中 野 委 員 長 外 4 名 事 務 局 2 名

委員長から，住宅のス ライド製作の後援者は目下仲々

見当らないこ と， 対社会啓蒙記事の掲載については産経

新聞が非常に希望して いる旨 の報告があり，片山委日か

ら今後の住宅の在り方についての問題を強く取り上げて

欲しい旨の希望怠見が述べられた。なお次回には今日迄

取り上げた問題の内で夫々関係の深い委員に意見の発表

を願って，とれについて審議することに決定した。

教育委員会

24日 3 時ー- 5 1侍 於 会館会議室

出 席 者 竹 内 委 員 長 外 6 名 事 務 局 2 名

議 事 ( 1 ) 工高生夏期実習に関するア γ ケートの

件犬東主査州市のため次回に報告を願うこ とに決定

(  2) 第 2 回工高生デずイ Y ・コソクーノレの件 審査委貝長

の報告沓ーによって審査経過を事務局 より報告し，表彰式，

入選作品巡廻展示に関して審議決定した。( 3 ) 左官講

習会の件経過並びに実施要領を報告した。 ( 4 ) 鉄筋

コンク P ー ト技能講座の件先般の講師打合せ会に於て

決定した実施要項を報告し承認を得た。
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左官講習会講師打合せ会

24日 121時一一 1 時 半 於 会 館 会 議 室

出席者寺岡主査，山田，森焔講師，事務局 1 名

25 日より実施の同講習会について，実施の要領，講師

の講義範囲などに関し詳細打合せをした。

事業委員会

29日 4 1時一一 5 時 於 会 館 会 議 室

出防者鷲尾委員長外 5 名 事 務 局 2 名

議 事 ( 1) 忘年懇親会の件例年の通り忘年懇親会

を企画すると ととし，山本委員を主査に実行委員10名を

委嘱して進捗を図る ことと した。 ( 2 ) 11月の見学予定

事務局より報告して承認を得た。( 3) 共の他( イ) 委

員長から，事業は差支えのない限り友好団体 と共同で行

うようにしたい旨を諮り，一閉その趣旨を諒承した。

( ロ) 会勢審議会に選出委員が欠席の場合は必ず代理の

委員が出席することとした。( ノ、) 会館を利用して出来

るだけ若い人の集会の機会を多くするよう， これが方法

について検討方を村上，三品の両委員に委I寵した。

講 習 会

左官工事工法の講習会を下記の通り 実施 した。

1  .  日程・科目・ 講師

10月25日 自 6 時至 8 持

映画「左官工事の出来るまで」上映

左官材料 講 師 森畑 茂氏

26日 間 上

29日 洋 壁

30日 間 上

11月 2 日 日本壁

同 上

講 師 谷 口 尚 武氏

同 上

講師 山閃幸ー氏

5 日 間 上 悶 上

2. 会場 大阪府教育会館 4 階大会議室

3.  { 愛媛 大阪府建築部大阪市建築局

近畿地方建設局営繕部大阪建設業協会

大阪府左官工事業協同組合

.w書講申込者 127名，各夜多数熱心な聡識者の出席ーをみ

て好評極に終議した。なお竹内教育委員長は開講 ・終講

に際して懇切な挨拶を述べて，受講者に修了証書を渡し

た。

見 学 会

国際電々株式会社大阪局舎見学会

12日 2 時一一- 4 時 半 参 加 者150名

7 階講堂に集合して鴛尾事業委貝長の挨拶で見学会を

開始した。冷い飲料の接待に預りながら，清水建設越山

設計課長の設計概要，同岡本工事主任の施工概要につい

て，次いで電々会社室井営業課長から国際通信の状況，

国際電々会社 i乞関する P ・R の説明を聞き， これに関す

るス ライドを観覧した。説明会が終って 5 班に分れ上階

よりj I 慎次見学を行う。大変立派な各種厚生胞設が盤備さ
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れ羨しいほどである。通信 という特殊業務のために音響

については特に考慮が払われ， 全館殆んど吸音テックス

が使用され，重要な場所ではテックスの孔が色々に違え

られている。宿直室，更衣室，休憩室など も，業務の性

質上からピノレ内の設備とは思われぬ程の大規模な設備が

なされている。各階ホーノレ，階段の壁のゾラコ ー トが大

変美 しい。本館の高さ より高い屋上30米のア γ テナの務

屋がひ ときわ目立ち，外部の波型打放し のゴン夕日ート

仕上は又美 しく異彩を放っている。本見学会に於ては建

築の点のみでなく，国際通信の実況を見ることが出来て

淘に有益な見学会であった。

神戸国際会館と米国総領事館見学会

22日 2 時一 - 4 時 半 参 加 者450名

兵庫支部，兵庫県建築士会，間建設業協会，建築会と

の共催で行ったが，非常に多数の参加者をみて大盛況を

極めた。先づ国際会館に於て 2，000名収容の大劇場で山

内副支部長の挨拶により見学会を開始，竹中工務庖小川

設計部長から設計概要について説明を承った後， 数班に

分れて見学を行った。各府県物産展示室，領事館事務室

一般貸事務室， N H K支局，国際ホテノレ，アート ・ギャ

ラリー，貸庖舗， J>>i J: 場な どを備えた文化貿易センタ ーと

して多分に公共的性格を持った綜合建築である。用途に

応じた夫々特色ある仕上も美事で，地下 1階，地上 8 階

塔屋 3 階，延 7 ，200坪に近い堂々たる偉容は，正に港都

神戸に相応しい会館である。見学を終った一同は，大林

組提供の貸切パスで，神戸米国総領事館・に向った。米国

のミノノレ ・山崎氏の設計で，本館，館員宿舎含車庫使用

人宿舎の三和uに分れ，何れも外部のみならす' 鉄筋コ Y ク

ヨー トの打放し仕上の箇所が相当ある。 米国人の使用建

物であるからその設備は至れり尽せりで，館員 Ｑｾ 舎の如

きも日本人との生活程度の差が明らかに看取される。建

築は未だ仕上げ完成に3 i IJっていなかったが仲々立派であ

る。見学後一間は本館 Ｒ 階で大林組より茶ｾの接待 ｊ こ預

りながら色々と質疑応答懇談を交わし，再びパスによっ

て帰路についた。

渇天閣展望稽見学会

23日 2 時一- 4 時 参加者110名

第二次大戦に際し鉄材供出で取り堅宣されたl l ! l . 天閣が，

戦後11年にして再建されて大阪のー名物が復活した。内

藤多仲博士の構造設計で株式会社奥村総の施工である。

最高部は地盤面より 100米の高さ ，最上階にはテレビ中

継室があり，地階は約 260坪で売庖などが設けられる こ

とになっている。ェ ν ベータ ーで 2 階( 事務室その他)

3 階( 展示室，先庖) 4 階( 食堂その他) を過ぎて 5 階

6 階の展望台に到る。 5 階の展望台は地上83米に及び，

眼下の新世界，天王寺・公闘は恰も箱庭を見るようで，速

く大阪会市が一望の下に収まる。会社は一日 5，000人の



入場者を予定 している由で，行楽の季節には定めし附近

は大賑いを呈する こと であろう。

大阪テレビ放送株式会社見学会

27日 1 時半- 41時 参加者130名

本社屋は清水建設の設計施工で，鉄骨鉄筋コγ クリ ー

ト造，地下 1階，地上 4 階の，テレビ放送最新の機能を

具え た建築であ る。 先づ鷲尾事業委員長の挨拶で会を開

始し，清水建設越山設計課長の設計概要につい ての説明

を伺った。テレビ放送については従来施工例が少いので

設計には大変苦心をせ られた趣である。 地盤軟弱のため

に変電室関係が 4 階に設備さ れた り，ま た色彩につい て

は会社の標準色である黒 と誌を主調 として甚だ異彩を放

ってい る。説明後，本建築の施工映画を観覧 し，更に守

尾中継課長から テレビ放送の機械設備につい て詳細なお

話を承り. 5 班に分れて館内の見学を行った。文化施設

として淘に立派な建築である。一同は堂島河畔に一極わ

目立つ色彩を持った繍酒な姿を眺めて ，こ の関西o初の

民間テレ ビが，魅力ある充実した内容の放送を一 日も速

かに開始されん とと を期待して見学会を終った。

桂総宮・ 修学院離宮見学会

恒例に より夫々下記の通り実施 した。

経離宮見学会

10月30 日 11時 参 加 者15名

31日 9 時 11 15名

11月 1 日 1 時半 11 17名

修学院離宮見学会

10月30 日 9 時 参 加 者12名

31日 9 時 11 12名

同日 11時 11 12名

A  .  I  • A  .ハワイ 支部訪 日観光圃歓迎晩餐会

29日 6 時一一 8 時 半 於 大 阪 クラ ブ

A . I . A. ハワ イ支部訪日観光団一行来阪につき ，学会

支部，建築士会，建設業協会と共催で歎迎晩餐会を催し

た。席定まって本会竹腰会長英語で歓迎の後拶を述べ，

ノ、ラ 団長と れに応え て謝辞を述べた。次いで出席者一同

キ充

株 式会 社 武 智 工 務 所

取締役社長 福 留 並 喜

大阪市西区西長堀北通四丁目ーO細野 ピノレ三六号

電話新町@ 九九五~九九八

自己紹介をして懇親を交わす。 会食に入るに先立っ て，

訪日国持参のハワイに於ける 建築のカ ラー ・スライ ドを

映写 し， 団員から その特長などについ て説 明 が 行 わ れ

た。会食は終始相互歓談の 中に楽しく終り ，デヂー トに入

って双方か ら夫々 2 . 3 人宛が指名によって テープノレ ・

スピーチを行ったが，時に大いに笑声を誘 うなど和やか

な会合であった。別室の休憩室に移ってから も，あちこ

ちと 大変話がはずんで充分に交歓の目的を果し名残もつ

きなかったが，クラブ規定の時刻も 過まて一同残り惜し

くも散会した。当 日の参会者は客側 9 名を合せて主客30

名に上った。

京 都 支 部

京都府建築士会，京都建設業協会 と共催で下記の通り

見学会お よび映画会を催した。

1. 見学会

日 時 10月28日

場 所 イ， 光悦寺の庭園

ロ，北山丸太

へ 市交通局庁舎新築工事

2  映画会

映 画 佐久間ダム建設記録

日時及場所

イ. 11月 5 日 於京都市中京中学校講主'

ロ. 11月 6 日 於綾部市綾部幼稚園講堂

和歌山支部

10月 1 日9 時半より 5 時迄，和歌山市域内労σJ 会館に

於て左官工法の講習会を開催した。E銃器者約 130名，諮

問お よび科目は下記の通り であった。なお会場内には各

種のさ己官材料並びに仕上見本多数を展示して，聴講者の

参考に資した。

左官材料

洋 壁

日 本 壁

大 会株 lロ』

阪 社式
理

市

書 北 奥

的

工

北区 本す

法

@ 木 重

四 幡 丘

責一 町 ，、

三 五 衛
任

ーハ 商

施
l 番 庖

四地 工

防

錆

7t 

全

中

空

防

音

講 師 森 畑 茂氏

H  谷口尚武氏

山田幸一氏

耐 峰 、

lまをに 間
電画 一一ー一一

- iま仕
手 用 目

耐 一一

量E
切火下

. さ

天

を

鉄骨鉄|骨

量い
井

生牢 |  ー

徒P
.  
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関 西 建 材 協 会 ・ 10 月 会 報

事務所移簿 2 日午後より

朝日 ピノレ 6 階事務室より北浜三丁目新設の近級建築会

飴・三階事務室に移転を了した。 朝 日ピノレに於ける本会荷

物並びに日建設計工務K K旧展示場に保管中の備品共搬

入した此の日，田 島応用化工 K K大阪出張所 より運搬車

並びに人を提供されたこ とを感謝する。

総務部会 3 日正午- 2 時 於国島出張所

金光部長並びに笠原副理事長ほか部員 7 名出席秋季大

会開催の件。事務局親睦会設置に関する判。展示場ク ラ

ブ室運営の件。本会員 中より 顧問推泌の件。理事会出席

は代人を認めな い件。等協議した。

理 事 会 6 日於浪速合板 K K 4 時- 8 時

室谷理事長以下16名，下記協議した。

隊列場開館と招待の件。展示場と談話室走II 営の件 ( 宣

伝と 事業部一任 とする 〉。事務所と事務局の件( 従来，建

築協会内にあった事務所を近畿建築会館内に置さ ，事務

一部を建築協会に托することになっていたが，本) - J より

新に採用嘱託共 6 人となったので独立の事務局を設けた

尚，験貝親睦会の結成も認め応分の援助を申合せた〉。秋

季大会の件( 舛純白 ;本板硝子工場見学と天のi府立観光一

泊旅行11月16日挙行決定 した〕。顧問推薦の件 ( 従米，会

員外の先生方のみと したが今後，会員中有力者，長老中

よりも j倒立すること とし， 候補者を各自検討すること と

した〉。理事，役貝代理出l目? に関する件( 丑II 事並びに役員

は重 *な会に代人を出席さした場合は単に述絡報告に止

るとと， 発言権や議決権はないこと，本会々則は委任権

を認めてないから当然の事なるが改めてー! 日l確認申合せ

た) 会民の登録商標につき証明の件( 所阿部会で充分検

討することに申合す〉。沙くに議事終了後，浪速合板K K 特一

別作成のモデル ・ノレームを見学，散会したので当日，村

石理事よ り夕食と同社特製の合板製盆を各自に寄贈さ れ

たこと を誌上より感謝申上げる。

近畿建築会館 と展示場開館式 10日10時- 5 11寺

展示 9 日夜10時迄大部分終了した。本日 1011寺より IJ fJ

飴式 挙行後160人来館。

展示場 と訟話室運営会 12日 31時- 6 時30分

宣伝と事業部委貝 出席ｾ Ｈ理 事長外 Ｗ 名Ｉ当分合議 Ｈｉｪｾ と

する。一階北室壁面使用位置を決定料金を定む。 H他

使用せぬこと。植木鉢は月 :3，000位で出来る限り配置

する。 明春 より 2 ヶ月毎に拡大l展示を行う。二週位￥

5，000- 1，000位 ? 宣伝はが「間雑誌当分月一万乃至二万

位を予定する。ネ ームプレ トは太すぎる ，一寸位カッ

ト説出たが当分現状通り とす。二小間のところ一個に

改める。ク ラブ室は番茶 ・紅茶と清涼飲料位とし，ケ

72  

ーキ位用意する。市側より低成とす る。

建物保全部会 13日 本部会に てはマノレジン商会と沢田

商j占当番幹事例こ入りで秋季大会をかねて懇親松茸狩を

催した。会する者10名，茨木の 山里を訪ね秋色を: n : で

盛会であった。鹿内主事参加 した。

展示場開設娘露会 16日311寺- 5 時

建材協会理事会顧問，新聞社，出資者，出品者約 150

社案内，当日約 100人* 会，大和事務局長開会 と次第

を述べ司会，室谷理事長経過報告 と寄贈先謝意，中村

会長挨拶と将来の抱負を述べ発展を期 し乾盃，尼崎博

士服聞を代表祝詞を述べ，一同ピ ーノレの布施を引 さF歓談

後随怠館内見学， 11ミ子包 と折尺を土産 として解散。

展示場一般招待 17 日- 20 日迄 4 日間を闘係ノ〉・面ω一般

招待日 とし 理事者全貝出場剖で来館接待し た。毎日 50

人- 100人であった。

天皇皇后緩御透過 31 日午後 2 時40分，会飴前御通につ

き一同展示場前に整 ｾｉｊ ，歓送した。

O十月新入会者紹介

中外商工株式会社 ( 代表者 春田政三西区柳下: i i l l -

丁目 13，ill 話匂.J，l 63 ・2587，348- 9  

|幼水部門エパ ータイト，エパジーノレ，プライ マー

ニホン・ ボード販売株式会社 ( 常務 ・浜野昌平〉

東区京総三丁同五三 tLi 話唖泌425

ベニヤ壁材ms門 ニアポン ・ボー ド販売

0 展示場開設につき下記の通り寄贈を受けました。 主主上

より j早く謝忌: を表します。( 順不同)

山崎産業 K K殿 入口ゴムマット二種

福井外吉商庖殿 綜悩マット，パケツ ，ホーキ ，ハタキ

水島商l古殿 入口ゴムマット

浸透合板 K K殿 合板製盆数個

田島応用化工K K殿 三階事務室物置タイノレ張り

回: 本金具 K K殿 三階事務室ドア ・チェック 1 伽1

K Kライト製作所殿 三階事務室プラインド二窓

K Kケントク殿 9 日深夜各階床磨消M工事

0 尚， 16日展示場開設披露会当日，下記各社より応援の

ため社民御派逃，御手伝頂さーました こと を感謝申上げま

す。

K K ケントク棟社員御ふたり 山本窯業研究所嫌御一名

目新工業 K K嫌社員御一名 山本建材社儀社員御ー名

以上順不同

0 建築会館電話 と館内連絡案内

建材協会専用泣訴@7172番

建築協会外各会用 ｾ ＹＶＴ Ｘ ＮＹＶＴｧ Ｎ ｧＶＴＰ

館内連絡テレホ ー γ で各階各室に通じます。
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田 中 工 業 株 式 会 社

本 社 東 京 都E盛岡区吾鮎j 町東 4 ノ 122 電話減車⑮0810.0910

綿 糸 工 場 東京都E豊田区新l糸町 1 ノ25 電話本所③0190

小 _g [. 場 小s ，行鍛治l町 1 ノ 1 電話小. 653 【出張所】 JII 崎・名古鼠 ・小

ー人阪出長所 尼崎市南竹谷slJ 2 ノ89 電話大阪 処545 11 ・広島・札幌

大 阪 市 北 区 真 砂 町 5 番 地

電話大阪 (34) 207 "- 8・4836 ----7 

1  



電気 ・暖冷房 ・水道 ・衛生

設 計 施 工

大 阪 電 気 商

大 阪 暖 房 耐

取締役社長 菅 谷 三 郎

広 大阪市西区江戸脇南i昌一丁 目三七務地

包括土佐姻@ 代表52;j 1 - 5 務

東京都中央区 銀 州 西 二 T EI ー 蒋 i也

ー電 話 京 橋 ⑧ 代 表 6 2 9 1 務

名古尾市中区南武平田j 二丁 目 - - . m地

電 話 中 @ 代 表 4 4 9 1 番

京都 ・神戸 ・岡山 ・11、品 ・稲岡 ・熊本

仙台 ・新潟・金沢 ・福 井 ・札幌

会

会

式

社

株

会

給 挑 水

暖 冷 房
設 計 施 工

22 大 阪 城 口 研 究 所

生

気

術

換

本

東 京 支 庖

名古屋支庖

卒

大 阪 市 北 区 高 垣 出J 一 ・電話登崎⑧7575- 7

京都市東山区大和大路大仏前 ・電話低闘⑤4945- 6

神戸市生田区下山手通六 ノー ・電話元町①5892

庸口城代表取締役

所張出

創 業

大 正 二 年

暖 冷 房 ・ 換 気 ・ 空 気 調 和

病院諸機械・給排水・衛生

商 底薦 藤 省

株 式

会 社

-
-・・・・圃

東 京 駅 前 丸 ピ ノ レ 6 階 6 7 6 区

電話 ｬｾｬ B3倉 @ 3761・3762・3763・3764

大阪市西区土佐期通大岡 ピ ル 7 1 4 号

電ilf:・土佐 掘 ⑩ 1 5 6 8 ・1569 ・2 5 9 4

札 幌 ・北 四 ・酋 凶 ( 札 幌 駅 前)

電 話 札 幌 ② ∞10 ・0956 ① 4661

キL 幌 庖

水道 ・衛 生 ・媛冷房 ・其他管工事

設 計 並 施 工

特許 Y M式ノレーフドレイン製造販売

( 旧斎藤久孝事務所)

斎久工業株式会社大阪支庖

大阪市南区)1慎慶町通一丁目四四祷地

電話本町局⑧代表4496- 8 審

東京都千代田区丸ノ内 2 ノ8 仲12号館 5 号

電 話 28 局 6田5 - 8 番

金 沢 市 高 岡 町 二 五 電 話 金 沢 本 局 ②2074

福井市城之縞下町一O 電 話 福 井2436

高松市中新田J- O六 ノ三 電話高松5195

東 京 庖

大 阪 庖

庖

金沢営業所

福井出張所

高松出張所

本

暖 房 ・冷 房 ・水道 ・衛 生 工 業 設 備

殴 I t 鎗 工

暖房 ・冷房 ・衛生 ・水道 ・電 気 ・厨房 ・築 炉

銅 製 建 具 ・軽 量 間 仕 切・工 事 設 計 施 工

電 縫 鋼 管 ・荷 役 機 械 ・製 造 販 売

社

.d、

::z:s:: 式株業エ賀5頁

大阪市福島区堂島浜通 4 丁 目

E豆 諸 ⑮ 代 表 1 1  7  1 務

東京都港区芝田村町 6 丁 目 電話⑧代表7151

名古屋市小区材 木 町 11"目 電 話 @ 2780 

京都市下京区烏丸通松原下ノレ電話⑤ 1989 

神戸市生田区北長狭通2 J 目包括③代表5101

福 岡 市 千 代 栄 町 電話②代表4735

東 京 支 庖

名古屋支l苫

京 都 支 出

事1
1
戸 支 庖

福 岡 支 庖

三機工業株式会社大阪支庖

大阪市東区高麗矯三丁目壱番地・電話代 表
26局2951

3076 

本 社 東 京 都 千 代 田 区 有 楽町壱丁 目十番地

支庖 ・出張所 名 古 屋 ・福岡 ・札幌 ・広島

工 場 ill 崎 ・ 鶴 見 ・ 中 津 ・六 郷

給水 ・排 水 ・衛生設備・暖房設備

汚水浄化装置 ・都市廃物処理装置

空 気 調 和 装 置 及 術 生 設 備

設 計 施 工

社キオ建

株式

会社

社

よ』

; :0; 式株

大 阪 支 庖

大阪市北 区中ノ島 三 丁目( 朝日ピノレ九階)

包 括 北 浜 @ 1 3 3 4 - 8

本社及東京支庖 東京都中央区八重洲三丁目七

営 議 所 名古屋市中 区西万町二丁目 一

西 原 衛 生 工 業 所 大 阪 庖

大阪市大淀区中津南通二了目 五一番地

電 話 福 島 @ 3 4 1 6 - 8 番

東京事務所 東京都港区西芝浦三丁目一番地

電 話 三 国 @-9  3  7  1 番

地

務

地

事

情

三

恭

平

W

4

務

三

事

人

ト

ザ

九

4

日

7

一

工

白

岡

町

J

一2
丁

3

一

;

・

l

俊

一

一

]
廿
リ

八

5

一

生

工

北

9

U
い

3

通

一

市

施

尾

山

鞘

日

間

I

M

①

一

通

信

7

上

@

E
谷

下

町

一

角
)

十

h

F

区

b

宿

区

一

水

配

F

烏

E

新

聞

問

一
川

一

，

.

補

橋

市

生

一

房

設

柏

木

長

市

町

T

J

d

叩

話

市

訴

一

e

d

k

阪

詰

彦

一
戸

一

冷

位

大

電

東

電

神

屯

一

媛

恥

社

所

一

張

一

出

一

備設生衛

工

柑

施

晃

4

1

 

房

吉

一-一

冷

設

房暖

商 会

大阪市北区堂島北町一四 @ 代表7 m l  
東京都港区芝琴平町四O ⑮8478 ・1470 I  

名古屋市中区新栄町二γ 日一 ⑨1820- 2 I  

福井市宝永上町一O五 ②1596 1  

広島市石見屋町五五 ②1773 I  

福 岡市業院大通- l 日一七 ① 1158 I  

株 式 会 社

本 社

出張所

A 、

:::at 

株 式会社

庖

本

支



日差 ・ 冷房 ・ 空気温 ｩｾｊｾ 1.主調整装置

設 計 施 工

高砂熱学工業株式会社大阪支底

大阪 市北区中 ノ向 3 丁目 3 番地 ( 朝日ヒ: )レ7 階〉

Hl 活 北 浜 (23' 1 3 3 4 - 8 ・7 3  5  9  

*  1.土 東 i)¥都千代田区事tl 1:l量産河台 4 丁目 2 番地

電 気 工 事 設 計 施 工

変圧器電動機電気冷蔵庫

電 気 洗 理 機 販 売 修 理

工 藤 電 気 株 式 会 社

大 阪 市 北 区 太 融 寺 町 五 四

電 話 ・大 阪 ⑧ 2 8 9 1 ー 5 番

工 場大阪市西淀川区御幣島東一丁目ニ0

電 話 淀 川 @ 3 4 7 7 ・3 4 7 8  

釘業所 束 京 ・名古屋 ・神 戸 ・岡 山 ・広 島

電 気 設 備 工 司E

E 計 ・ 施 工

朝 陽 電 気 株 式 会 社

取締役社長 山 本 博 三

本 社 大 阪 市北区中之島三丁目 三 朝日 ピル 6 階

電 話 大 阪 局 ⑧8851番・ @9531・1334・2351

営業所 大 阪 市 西 区 土 佐 堀 通 リ 四 丁 目 十一務地

電 話 大 阪 局 @ 4 5 9 5 ・7 5 6 3  

λ 三 菱 電 機 製

N F ノーヒュー ズ 分 電 盤 N F ノー ヒュ ー ズ 配 電 被

鐙 光灯 ・モー ター ・変 更 器 ・冷 暖 房 ・エレ ベー タ 一

三菱電機株式会社元扱広

株 式 会 社 立 花 商 会

大阪市東区南本町二丁目凶三番地

f包括本 町 ⑧ 0 3 2 3 ・15 7 5 - 9

H A  Y  AS HI  PAI NTI NG 

C ONT R AC T OR  

塗 装 工 事 請 負

式

社

株

会林 塗 装 庖

T E L  大阪 ・船場⑧175E- 7 東京 ・神田@1435

空気調和装置、各種冷凍機

設 計 ・製 作 ・施 工

東洋キャリア工業株式会社

大 阪 支 庖

大阪市北区堂島船大工町五 三祷i也( 毎日大阪会館内)

電話大| 仮 ⑧ 局 代 表 8 3  5  6  

木 社 東 京都中央区 日本稿兜11f T三丁目 二四帯地

出う ｊ ｾ 所名古屋 ・ 九州 工 場 足 立

各 種 電 気 工 事 設 計 施 工

浅 海 電 気 株 式
.d陶

: z3;  祉

取締役社長 浅 海 正 雄

大 阪 市 東 区 北 浜 二 丁 目 六 九

電 話 北 浜 ⑧ 5 2 7 3 - 5 2 7 5 ・4 2 4 1

営業所 東京 ・神戸 ・岡山 ・小倉 ・札幌

電 気 工 事 全 般 置 計 施 工

中 央 電 気 工 業 株 式 会 社

取締役社長 今 村 鵬

本 社 大 阪 市 北 区 曾 線 的上一丁目四一

電話 大阪 ⑧ 8131代表- 4

営 業 所 東 京 ・ 新 宮 ・ 御 坊

電 気 工 事 設 計 施 工

株 式 会 社 野 上 工 業 所

取締役社長 野 上 清 二 郎

本 社 大 阪 市東区北浜三1 目 四 七 電話北浜⑧ 7TJ - 3  

支 応 福 岡 市 上 東 町 十 五 電 話 * ③ 5 0  1  0  

支o 松 阪 i ' f " j 本 判 定 話 1  3  

出 張 所 東 京 ・名古屋 ・神戸 ・i直方 ・白川 ・大分

工業用及建築用各極石灰製造販売

小 野 田 セ メ ン 卜 特 約 販 売 応

樫野石友工業株式会社

大 阪 支 庖

大阪市北区曾根崎新地 三丁上l li 十三ノー

( 市電桜橋停留所前) 包括大阪e 1274- 6

支} ; 5 ・徳島 ・科1 j  i ・姫 路 ・5匹 以

3  



4  

強力・堅牢・高能率

穿孔・削切兼用・( 電灯線使用)

ン ク リ ー 卜 の 穿 孔，制 切

日 粗 し に 高 性 能 ぞ 発 揮 し ま す。

椋 式

会 社

独乙ロパート・ボッシュ会社製

日 本 総 代 理 庖

峰 岸 商 庖

大阪出張所大阪市西区江戸姻上通 1丁目 18番地

電 話 土 佐 姻 ⑩ 2 1  8  1 若手

千 国 産 業 株 式 会 社

広島市千回町 1 丁目 602番地 電話南④2804番

特 許 奥 山 式 票 E5 綜 合 防 水 層

今代 C Fこ8a歩必

小 s J  可後s

カッパーメッ シュ

コーパー タ イ ト

製 造 元

奥山化工業様式曾粧

耐 酸 耐 油 工 事

アスフアルト工事一般

東 京 都 中 央 区 銀 座 凶 8 丁目 3 T E L 銀座 付) 2703 - - 4・2370 ・4064 ・0264



日

満

ゴ

ム

タ

イ

ル

圃柵"聞・1IItI・E

大正十四年

創 業

本社・工場・大阪市城東区野江中之町一丁目九番地 電話城東@1171- - 3番

東京営業所・東京都中央区銀座東六丁目木挽鮪 ヒソレ六号館印7号室電話東京@4611

福 岡 営 業 所 ・ 福 岡 市 大 名 町 二 丁 目 9 8 電 話 西 ② 4 9 4 8 番

出 張 所 ・大 分 市 栄 町 下 市 三 一 七 番 地 電 話 大 分 1 3 6 6 番

全

園

総

代

理

浪速樹江業株式倉純底

責

任

施

工

浪建式問叩ー… 州- ;

くR)
ト、、ア ー

ス チ ー ル サ ヅ レ ユ

オ ペ レ ー タ ーレ ヤ ツ タ ー -

一 製 造 販 売 ー

スチ ー ノレi / ヤ ァター オペ ν ー タ ー

普 及 型 軽 量 サ ッ Lノ ュ ド ア ー

軽 便 ν ヤ ッ タ ー

設計・製作・取付

加鋼銀工業株式会自

5  



J  A  s  規 格

. b.  

1=1 格 品

浮出式杢征 ・印刷杢 ・塗装式杉柾 ・桐柾

日 本 楽 器 合 板 関 西 総 代 理 1;5

ヤ 7 ハ ボ ー 「

東 洋 プ ラ イ ク ッ ド 特 約 庖

!由 !'iI!i .6.. 企巨 大阪市浪速区半町通3の20

刈J l ; I a:  回 唄 え 電 話 大 阪 ③ 2 2 0 1 ( 代)

吸

日

音 多 孔 合 板

ベ ニ ヤ ト ー ン

楽 の 繊 維 板

ヤ マ ハ ボ ー ド

端 奥 の ハ ー ド ボ ー ド

エ ロ ナ イ ト

ポ リ エ ス テ ル 化 粧 板

高

エ ス テ ラ イ ト

級 接 省 剤

ポ リ
)[; 

ヨ拘苓ヲイト
蛭 石 焼 成

仁』

ロロ

断 熱 ・耐 火 ・軽 量 ・防 音 ・美 麗

dk z 鹿 児 島 産 7

平主髄] 別居間- - u 本社
玉 量 産 業 株 式 会 社

大阪市南区心斎橋筋商i古来入 電話代表⑧5675若手

神 戸 市 東 灘 区 御 影 IsJ 電話御拶③3016番

大 阪 市 大 正 区 三 軒 家 電 話 泉 尾 ⑧1719番

M. K. 三 国 ブ

製造販売

6  

み

ロツ ク

く

(新案登録巾i iV中〉

正l而に十u診なし

塀

三国コンワリート工業慌て説I

大阪市住吉区北加賀原. 町 3 丁目 3 番地

電 話 @ 4  4  6  4 番
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- 吸音効果大・! 燃えない・美 麗 ・ 侮 廉

燃 え な い 建 築 資 材

アサヒ印耐 ｉｾ ［ｲＮＭド ＮＶ 膏ヲ ｾＪＭｴＭ］

大 阪 耐 火 ボ ー ド 株 式 会 誌

大阪市北区( 堂ヒソレ) 電話大阪⑧4033 ・4034⑧ 1141 ボード工場電話皇室崎⑧1144
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一

肌
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一

一

民

一

込

山

印

刷

調

附

け

社

一

陣

ul?ι

劇

一

附

竃

板

削

R

M

刷
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工

興

原

エ

建

阪

耐

阪

応

村

む

年

七

石

川

三

ぺ

電

趨

保

-

J

M

剛

英

工

藤

工

宰

梅

鋼

奈

石

唯

一r

山

時

川

町

リ

阪

は

飯

山

川

島

情

削

材

肺

野

川

西

西

藤

下

山

以

財

団

地

U

久

崎

m

u

浅

旭

伊

泉

M

u

r

k

k

オ

大

k

大

k

大

k

奥

総

大

町

田

k

関

関

工

本

k

k

k

k

k

斎

k

E

k

(50音順)

建 築 と 社 会

内外土木建材社 u ・ ・・… … ・ 8  

浪速合板ー ・ ・ ……. . . . . . .... .......... . .. .  6  

浪速建材工業k k ・ ・・ 0 ・・・・ ・ 5

長浜 ｦｴｾ 臣 ｫｫ ・・ ・0 ・・・ 0 ・.. ...・・ ・・・ ……・… 10

日東石1 f k k ・・…ー・ υ … … “ … … ・0 ・・・・・ 8  

日本金只製作所。. ..... ...・ ........・・・ M ・o・・・中州 2

k k n *ンヤツター製作所 ...... . . . . .・.. . ・・・ 9

日本ドアーチエツ? 製 造k k ・・ 0 ・・ ・・・ 中快 4

日本セメント防水剤t 1 造所. . . . ・ H ・... ・・表 紙 3

k k商原衛生工業所 υ ・・・ ・・・ ー ・・・・ 2  

日国工業k k ・・0 ・・・… … … … . .... ・・・・・ 8  

k k野上工業所 ...... …・・……… e  ・ 3  

k k材? 主義信 一 - ・ …… ・・ …  .  3  

合資会社汎謹製作所 白川・・. . . ・ ・ ・0 ・ 12 

k k 日立製作所 …  ・・・・・ー ・… ・・表紙 2

都目k k ... ..... ... .......・ a ・・ 0 ・…・・・ー・ ー10

銅屋工業k k .......... .. ・・. .. ・0 ・日山口 ーー.. ..13

5事務工業k k ・.. .. . … …・・ 0 ・…… .fln付 3

f空間セメント k k ...・ 0 ・....、....・ ・ 9  

水谷ぺ f :.-ト k k ……・ 0 ・ ・・ー 山・ e ・・ 66 

k k三高創作所 ....・ 0 ・・・ 0 ・・ H …・ ・ …  12 

k k三谷製作所 υ ・0 ・・・ .... .. ...・ 0 ・・・・・ ・・・u

三内総業大阪営業所 ぃ…. . . . ー・… ・13

三国コンクリート工業k k ・・ “ . ...... 6  

ｫｫ 的ｾＧｦＡ商庖 ・ ・ ・ ・・・・ 0 ・・… 4

k k笠谷商底 ・ ・ ー・・ー .... ..11

k k 山本建材社 ・・・- ・…中挟 4

油脂化工社 .. ... .. .・・ …-一. . . . . . ・ a・- 表紙 3

k k吉田芳! t ! 淘庖 ・… .....・ H ・.... .… ・ .... ..  1  

k k淀川製鋼所 ......... .. .・o・- …・ー・ - 前付 2

k k ラ f ト製作所・. . . . . .. .. … ・・ー ・・・ ・ 11 

k k三児閥会 .. .  ・・ H  ・ー ・・・ 2  

彰聞社・ー・ ー…  Ｎ ｾＮＮＮＮＮ＠ .・ 68 

新興趨材工業所 ・・・・ ・ ・・・…・・ぃ・ 0 ・・ 14

須賀工業k k 町・ …. . . ........…・ 0 ・・・ ・2

k k '1f商庖ー……. . . ・ e ・-・ 0 ・・…・ー … 67 

k k鈴木 ν ヤツタア商会. . . .. . . …・・ 13 

住友金属工業k k ........・ 0 ・ー・… υ - ・・表紙 3

セメダ f ンk k .... ... ... ............. ー前付 2

積水化学工業k k ・ 0 ・… .... ..  中挟 3

商日本本. ア J久スフア Jルレト 防水耳郁H渠協同紹合. .表紙 4

悶申工2衆I! k k ..... ..“" .….口.....….“ . ... ..“..….“..….日.. ...υ….日....... 1  

回巾風沼製作所. . . . . ..……..….日目.い…….口….日. .…... .. ..…@リ... ..

聞辺工2策I1k k .. ......口... . ... ... ・・0 ・L ・. .. ・39

田村商会主t M部・・・・… . . .. . ... ... ・・ ..10  

大正鉄筋コ 3 ヲリ ー トk k …. . . . ・ 0 ・0 ・ 0 ・・ー・11

大日本硝子工業k k .. . .... ・・・ ・ 0 表紙 3

大仏組 ・. .... .....… ・・・・・ ・0 ・ ・ ー… ・・ II

高砂熱学工業k k .. . ..・・... ..・ ・0 ・ e ・ e ・3

k k武智工務所 ... . ・・ 0 ・・・ 0 ・・ 0 ・・....... n  

k k立花尚会 … 1 ・…，.....・ H ・..・ ・・・u ぃ 3  

去背W1i f i kk ・. . . . . .. リ，.. .. ... .. . …・ 6  

ｉｦｬ 央電気工 ｾｫｫ ・・ Ｐ ・ ・...... . . … 3  

事j 働電気k k ... ..... ・・・ 0 ・d ・・・. . ..・・ e・3  

つねなりすたじお ー・・ 0 ・ ・13

lI U'11内 会 ・ ・ .. . ・ 11

j.f.!. ;( 銅版工業k k ・ ・・・・ ・・ 9

l W下キヤ リ v 株式会U.. . ・・・・ 3  

東洋!制限k k ・ ・ ・ 前 付 4

lUiY< ') I リユーム k k ....... .. ..  ー前付 1

' Wy， c 一 司ン k k .... ..... ..... . ... ... .. . ・日前付 4

1¥1之hh製l i I k k ...... ・・ 0 ・. . . . . . . . . …・ 0 ・白日付 1  

トユ リ k k k … …. ....・ H ・・ .. ... . .. .  ・・ 0 目・・ー11 

内外 Ｇ ｲＺ ｾｫｫ ...... .. .…. . . . . . . ... . . ・ 0 ・.. .. .....13

特 別 広 告 関 係 閣不同)

消水建設k k ....... ... ・・. . .. .... ... .. ..... . ... .  9  

大阪市西区 ｴ 佐 ｾｾｩ 且 Ｒ Ｍ Ｒ

ｪ ｬｮ 百 ｀ ｲｾｨ ｉＵｾＱ

須賀工業k k ...  ー 11 

火阪市福島区笠I;h浜辺 4 丁目

司11古@f t ，!<11i l

ＢｫＨ￺ｊｾ 机

k kj;glll 製鋼所 … ・ー ー …  .... ... ..10 松下電工k k .. .. .. ..・ a・- ……・ー・ ・… ー11

大阪市東区間労町 4 の30 大阪府北河内郡門真 ＱＰＴ ｾ

電話@ O351 電 話@ 代表節前

工0 大阪書官業セメ ント k k .. .. .… ....... .... ....... ... .12 

大阪市北区兎手聖堂f町32 大阪市北区堂島浜通Z

電話⑤1480 電話@ 代表6131

7  



日東プラスターボード

吸 音 ボ ー ド

ラ ス ボ ー ド

日 東 プ ラ ス タ

クリームプラスタ ー

ボード 用プラ ス ター

N H プ ラ ス タ ー

キー γ ズ セ メ シ ト

⑫ 

日 東 石 膏 株 式 会 社 大 阪 営 業 所

大阪市南区順慶町凶丁目 六六番地 竃話@0094 ・4848番

イ愚秀機能ヲ誇 lレ

最新，機械設備

最高 r 設計ト妓術

本線 J '研究ト飲食

岩 佐 式

R E司E ヨE
ド- p- 。サッシニ色。メ安JJ ; ラス

株式会事t 岩 佐 鍛 工 所

六 阪 市 西 淀 川 区 千 舟 衆 こ す 目 三 一 番 地

T E L淀川J (4ワ) 代表4351・4352・4353・0903・0904

肉 f i 軍需ペシチレ- 9-

性能をまさる〔ヨシ予= アヌ並に簡型)

肉例式ヌ拘イヲイ

一般硝子屋槙= ワイヤ波型硝子屋損

置 計 施 工

皇 室 内 外 土 木 建 材 社

ｆ ｪｊｉｉ Ｇｬｬ 亙 ｾＳ
! l i 音新製品 1 尺 X 8 尺 4 尺 X 8 尺

日 昌 工 業 株 式 会 社

大 阪 市 旭 区 生 江 2 丁 目 電 話 ⑮ 3 3  5  6  

東京都中央区日本橋蝋殻町 1 の11 電話⑪>5873. 4091 

製 造 元 名 古 屋 木 材 株 式 会 社

8  

日 昌 式 安 全 葺

金網入液型動号友

規 格 rt 2 尺 4 寸 × 長 さ6 尺

( カタログ進呈 )

日 昌 工 業 株 式 会 社

大 阪 市 旭 区 生 江 田J 2 丁 目 4 0  11! 話⑮ 3 3 5 6  

東京都中央区白木橋蝋数個J 1 の11 屯話( @5873. 4091 



社式株業工板

園

間東

.  

ス チ ー ル サ ッ シ ユ !

ス チ ー) [ . . ド ア - j

ス チ ー ル シ ャ ツ タ ー ;

大 阪 支 庖

c  2674 

大 阪 市 東 区 十二軒 町 八 務 地 電 話 東 @ 1  73O3  

本 社 及 工 場

東京都荒川区尾久町5 ノl . COO 電話荒川@8131-4

大 阪 府 営 努 宿 院 J苫 舗 付 共 同 住 宅

戸 締 F 政 章

PAT E NT S  No:41411SS No:414HS村山、・:ISSZH

広鎖 、倉庫 、ガ レージ等ニ最適デス 開閉ハ

片手ニテ軽ク 婦ゲ降シ至宝シマス 価格ハ至領

低廉デス 御一線係員参上、カタログ進呈

l 特許制スカイフイい五ルヂ

ス チ ー ル サッシユ ・ドアー ・オペレーター其他修股

t没 ， 汁

怯

Mli 行

カ々日々 i監aI1

ペ

ヨ

社

一

念

品

岨

J

5

0

一

一

M

E

E

m

8

-

-

」

E

山

W

4

7

6

一

-

一

例

川

常

刊

一

一

|

|

」

令

官

F

点

8

区

争

一

一

t

-

一
-

t

v

区

8

年

一

-

1

N

-

成

⑩

E

」

一
一

J
ヤ

蛙

帳

消

崎

市

1

J

山

疋

一
一

一

J

偲

何

一

一

.

.

 社

庫

本

.

一
冗岩

@  

豊 国 セ メ " ， ト 株 式 会 社

本 社 福 岡 県 苅 同 町

事 務 所 倉 ・大 阪 ・東 尽
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令 各 種 銅 繊 風 呂 釜 一 式

革協試呂・ボイラー・ガズ風呂

大阪市浪通区元町一丁目七四二 但シ版措電停前

田 申 贋l a a r . 発売テE

電 話 戎 @5 3 1 3 ・8 1 2 8

一
↓
弘
一

一

文

一

フ

一

一

Z

イ

一

一

坊

対

一

|  一手

営 業 種 目

寸茂木式 ス カイライ 1・ 坂 本 式 べ :"-7- ン ータ ー

O K式 工 場周 サ ・ ν ユ 一 般 ltt 築 銑 工 場

関 西 総 発 売 元

福 畠 株 式 会 社

大阪市北区 中之島三 ノ三 ru ' E 3 9 3 4 - 5  

( 例日 ピル) m @  7588( 作業所)

コヌ2ト戸 φ  

日本楽器製高弘樹 ; ' ; 1.u

mZZ委目材輸ノ 3建材F1
フローリンタ. - 電話神戸@ O悶ト3雲 '

近代建築・・・・新製品

E更質 塩 化

ビ ニ ー ノレ

室 内 装 備 . .  .  .  

家 具 類 に は . .  .  .  

長 浜 合 板 株 式 会 社

J - J ト;1;:: :

長 浜 工 場 長 浜 市 南 貝 原 町 四 三 一 T E L 317 

大阪営業所 大阪市東区安土町二丁目ーニ T EL @271 

東京営業所 東 京 都 中 央 区八重州三ノ 七 T E Lの4973

若林製紙紡舗K K内

10 



大和洋瓦

風 雨 lニ強く

和瓦より安い

a 売 元

大 仏 組 TTLP2戸支

本 庖京都市東山区今熊野池田U l r九 ⑥3555

大阪営業所大阪市東区内淡路 1115 一 丁 目 ⑧ 975  

釘

i

F

B

u

m
m
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士

冗
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よ
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h
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町

ト
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目

M

M
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酸

部

州

フ

式

社

対

慢

耐

天

A
戸

株

会

ィ ｉｾ 衛生陶器

禁委 IIJ ｾ掌窯業

大

阪

市

浪

速

区

元

町

一

丁

目

七

四

二

市

電

賑

橋

(

ナ

シ

パ

)

電

停

西

側

ナ

ニ

ワ

瓦

株

式

会

社

電

話

戎

(

六

四

)

五

O

六

五

番
瓦
一

理

秀

一

n
川

一

一

到

優

一

真

大阪市西淀川区野里町1231 阪神国道匂l宇 野里ゐ・停前

製 造 元 東京 坂 巻 サンヒ ット 商 会 筒 淀川信0417・4091

金 剛 商株式会社

ー

・

来

意

髭

砧
Z

U

引

一

飯

豊
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ヴ

リ

ι暗

証

実

業
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営
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・

工

事

高

架

水

槽

吸

音

テ

ッ

ク

ス

4

副
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会
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P船

'

戸

川
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1
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a
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池
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阪大
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本社神戸市生田区長狭通四ノ一地imピル

T E L 三 宮 ③ 0 8 8 1 - 3

支 庖 大 阪 市北区絹笠町五O 堂ピ J レ5 階

T E L大阪⑧2021 ・3.a6 ・1141



ス チ ー ル サ ッ シ ュ

ス チ ー ル ド ア ー

スチールシャッター

ドアーハンガー

オ ペ レ ー タ 一

重 量 戸 車

式

式

式

古

阿

古

阿

古

向

所f令

市，活* ⑧2969 ・0444

三 高 製

大阪市東欧i;tOl ni. T 日二八

株式会社

本社工場民ｾ

一 般 製 品 スチーノレ サ ッ シ ユ

スチーノレ シャツター

スチーノレ ド ア

独 特 製 品 汎建型上下げ窓

双脚の四前が借り合され自然1 1 : 気密度が高い G

神高型竪形と出し窓

両側きや片側きに代る堅牢で耐久な調理造。

連動突出しと出し窓

と山しと上釣りとが完全 11 : 平衡連絡され操作軽

快 、 ｾｍ 閉確実 、体 裁優秀 な 新 型 。

逓 増減 分銅付きシャツタ ー

大型 シャツタ { も厳くはやく開閉出来 る。

新 規 製 品 普及型上吊刊 |遣い窓

質実堅牢で最も，. 術 ・校舎宿舎 IJ どに 段通

合 資 会 社 汎 建 製 作 所

附 ｏ 京ヂベ ｊｾ

鉄材が少〈 てすみ路工簡易な倫納庫 ・工場 ・体育館の建築には

プ
ン

-フ

附
-4
1

ク

ヨ
こ

一
一
〈

武

へ

ぷ

ル

タ

…

O

時

~
w

u

“ ORI MOTO"  DI AMOND T RUSS 

設計の御依頼に応じま す ( 胞エは街l 自由 です〉

カタログ及び殴計司書考資斜賜昼

考E健 織 本 建 築 Z量 計 計 算 事 務 所 販 売 織 本 特 殊 構 造 研 寛 所

東 京 都 中 央 区 日 本 構 甥 殻 町 3- 2 ( 水天宮交叉点角) T PL  ( frT) 倒43 ・7∞7 ・7062

12 



陶管 ・ベンチレーター
鈴木式防火シヤタア

石

綿

質

22 三 幸 商 会

大 阪 市北区曽線崎上ーノ 四一

低 務 大 阪 ⑧ 3 1 4 5  

鈴 木 シ ヤ タ ア 工 業 株 式 会 社 大 阪 出 彊 所

|  株式会社鈴木シヤタア商会

!  大阪市北区茶 屋町三十三番地

|  電 話 豊 崎 ⑧ 98 ・5837 ・8729ヒ ュ ー ム 管

ウ オ J レ
建物内外壁、天井 特 製 煙 突 用 バ ン ド 金 具 及 防 火 板

JW. 、プライソ ド等
煙 突 用 石 綿 パ ッ キ ン グ

右 舗 原 料 及 石 繍 製 品 岩 繍 原 料

防 昔 板
吸

コ日b 二 及 岩 繍 製 品、混 膏 周 再 生 石 鍋

保 温、 耐 熱

援護 泉 石 綿 工 業 株 式 会 社

ミ ル ボ ー ド 耐火、パ ッキング

皇カタログ
大阪市北区北司心町- 7 自十一番地の九

竃 稲 姻 川 (35) 3  4 ・4 2  

手三 N. G. C式

11  セ ル コ ン イ ン シ ュ ラ イ ト 断 熱 材 関 西 総 販 売 庖

メ タ リ ヤ ン ミ ツ シ ユ D. M 38 番 責 任 施 工

責 任 施 工 米 国 パ プ コ コ ン パ ウ ン ド ア ス フ ア ル ト 販 売

内 外 工 業 株 式 会 社
アスフア J レ卜防水工 事

セ メ ン ト 防 水 工 事

出 帥 拙 γ 勧「 脇 山 静 夫 Ii 

. アスフア J レトモルタ J レ床 舗 装 工 事
11  

' .  …ー- . 大 阪 市 阿 倍 野 区 旭 町 一 ノ 五 一 11

竺 こ ス フ ア 川 モ け J レ 工 事 Ｎ ｾ ｀ Ｓ Ｔ ＳＴ 二［ ＭＭＭ｟ :.. _J II 

特 ｾ Ｚ ｲ サヒ四 陶 器縦ペ Ｚン チレ Ｍ ＭＹ Ｍ ー子販売婚約庖・時許三和かまど A 阪 和叡山ー手販売精約庖

陶管大正儀所・衛生関審・ヒューム箸

ｾ＠ ffs. tlJ論議室雪崩謂

阪和コ ン クリート工 鎌綜 式会 社大阪代理 庖・日 本ゼニ スパ イプ 稼式 会社 特約信

リク.ノイド床・床材料

製造 ・販売 ・施工

福屋工業株式会社

ヨド 広 大阪市凶区南掘江上ial 一丁目州一

f包 話 新| 町 ⑧ 3 4 2 6 - 7

建 築 写

メ「寸泊、

名 会 ネl

つ ね な り す た じ

恒 成 罰iI

大阪市東区北浜 3 - 40 電@ - 0141

虞

お

13  



14 

セメント防水制 ｾｉ 毒性鵜的水準セ符〈

J I S合格呂め御健闘をZF

i .I :.117 :.1 

防 水 害IJ ・ 会 給 剤j

セ〆ント・る灰・フヲズターの着 ･ 刻 Ｑｦｴ 純鉱物性・絶対者ｾｽＮ変｀

チ z リーカヲー

セ〆〉トの( アク) イ議p回りの場合 I ま

シレ 17 Ｎ ＺＮｉ Ｑｚ ［Ｈント抑止寄 ｾ￸ 御健闘を

水溶性嶋殊姥着剤ｾｾＢＮシ糊・桜印酸化黄・

ラスヒゲ3 ・末広布漣・其イ世特殊材料発売元

(主l録御通知次第御送附致ぅマス)

株 式 舎 社 新 興 建 紋 エ 業 所

大阪市西区目、ソ棉・電話新聞 ( 53) 1988・9720香

五場大阪市住者区衆長居間36 ・電話住吉 ( 67) 212巷



.  
.  

シム品々世

-・“

社

青 盛 建 材 岡 山 営 業 所

岡 山 市 東 田 町 3

電 話 ② 7 9  1  1 ・8 1  6  9  

b .  

Z 玄

所業

4

6

営

川

~

悶

酬

j
'

岡

前

引
い

自

寺

2

4

行

リ

材

市

内

G

E

市

東

Z

E

岡

話

盛

福

電

膏

〔中国・九州〕

膏 盛 建 材 株 式 会

広 島 市 鉄 砲 町 1 0 8

電 話 中 ② 2 2 8 1 - 3

建 商

名古屋市中区下i :l J IsJ 41 ノ2

電話中@1329・2106・2817

海〕

株式会社

名

〔東

. )  

友 工 業 株 式 会

大 阪 営 業 所

大阪市東成区大今里町655

大阪セルロイド会館内

電 話 南 ⑮ 8 0 3 1 - 4

合 名 会 社 利 倉 幸 商

大阪市南区長掘矯筋 2 ノ20

( 日本橋電停前)

電 話 南 ⑮ 4 7 1 ・4 7 2

京都出張所

京都市中京区河原町夷川下ノレ

電 話 ③ 3 2  9  9  

綜式会社

木 下 種 三 商 庖

大阪市西区江戸姻南通 5 ノ35

電話土佐郷@5408 ・5必6

格式会社

久

社

庖

〔近

合資会社

岡 田 建 材 庖

名古屋市西区西菊井町 2 ノ12

電話i "@⑫ 0 1 2 1 ・2 0 5 7

業

【専属の職人養成並指導】

和 泉 産

大阪市南区日本腕筋 2 ノ36

11i i活 改 ⑬ 3 2  8  6  

庖

社

保 商

大 阪 市 北 区 真 砂 田J 5  

電話大阪⑧207 ・4836- 7

タ テ パ ヤ シ 商 庖

京都市上京区大宮通凶条下ノレ

電 話 壬 生 ( @4 4 6 8

井 建 材 有 限 会

神 戸 市 兵 庫 区 荒 悶 町 1

電 話 渋 川 ⑤ 2 6  g  7  

石

15 
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築
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を
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す
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木

液

体

7

Y

F

タ

ゴ

肯

・

回

九

O

阿

で

約

十

五

回
R

.

丸

値

半

・
4

y

F

二

九

O

円

で

約

五

島

町

み

が

"

ま

す

板 の 間 鹿 下 の す べ ら ぬ 白 木 ツ ヤ 出 し

も.，Z ' &l J

電話⑨3416 ・1668K Kケ γ トク大阪市東淀川区新高南通 1 ー 14

ドアー

シヤヲター

オペレーター

-t省id:株

電話南 ( 75) 5 0 7 ・3137 ・3138

電話堺 ( 102) 1586 ・48∞. 4801 

屯話泉尾 (55) 2  2  3-

3に阪建材 3長工
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大阪テレビ放送株式会社

冷暖房衛生ム設-備エ事

施 工

須 賀 工 業 株 式 会 社



全関凶の輿望をにない民間テ レピ

放送の殿堂として誕生しました乙 の

建物 は、タトは堂島川 111判ζ 新 偉容 をそ

ばにて内には近代 科学の粋を尽した

設備をそなえてその機能を遺憾なく

発 j草されることになりました 。誠 l乙

容l 同慶 l乙存 じます。

1ff. 社は 、乙の建物の特殊'1生t乙鑑み

]1:裂な役割を i寅ずる J令l暖初 、換気及

び術生設備1極工の御 用命を賜わりま

したが 、特 j乙スグデ、オ 、主調整室 、

話IJ 制整室 、録音室主主; Ir.要三lとされる |坊

昔 、緩衝等の技術面に一段と留意し

幸い好成績を納めることの 出来ま し

たのは大主い菩びであります。

冷 ｾ ｩ 房ｊｦＮＮび Ａ 換気設備は 込 ｬｩ 転調整 の

便宜上、次の18の系統 l乙分 れていま

す 。 ( 但 し現在は第 1 及び第 2 スグ

ヂオ の二つが綴勤し ますが、近 き将

来第 3 スグヂオ が綴動するようにな

ると 更に Ｒ 系統 ＩＡｾｪｊｉｉ し主要機 器にも

一部改変がある予 定です〉

第 1 ス タ ヂ オ 冷 暖 房 系 統

2  
I"J 

卜 j:)1 父 系 統

3  ＡＺ￭ ｾ Ｒ スタヂオパ ￬ 1佼 v; 系 統

4  IriJ _I- j:)1 父 系 統

5  ，JM 本 ￬ｾｩ I民 v; 系 統

6  
I"J 

_I- j:)1 父 系 統

7  Irlll ，JM 本 ￬ｾｩ I援 }7; 系 統

8  一般 3 ｐ，キ ｊ Ｚｊ，卜 ｩｾｩ I暖 房 系 統

9  4  師 寺 冷 暖 房 系 統

10 リハーサノレ Ｈｾｩ I医 院 系 統

11 j 、 辺 ｍｉ 段ｽＩｾ系統

12 ｪ 山ｼ特 ｉｾｩ 民 ｪｊｉ 公系統

13  j也 l約 機 械 引 j-)I 父 系 統

14  J制約 WdJIII 化料引 j:11 気 系 統

15  J也|併 IJ4f Jll I化刺市 j)1 父 系 統

16 j也 | 併 浴 去 り | 気 系 統

17 発 tU 機; j ( 1) 1 気 系 統

18  1Ii'1- 五( j)1 気 系 統

建 築 概 要

(立 置 大 阪 市 北 区 堂 島 中 1 丁目 13呑地

1包 工 昭 和 3 0 年 6 )J 1  日

竣 工 昭 和 3 1 年 7 )J 3  1 日

敷地 面積 4 . 3 6  8 平 方 米

建築 面積 8 . 1 9  9 平 方 米

階 数 地 下 1  P皆 地 上 4 階

*1' 7Jj 1  7  ええ

ヰ位 造 鉄 骨 鉄 筋 コ シ ク リ ー ト iもー

設 計施工 清 水 建 設 株 式 会 社

益性房針 須 賀 工 業 株 式 会 社

機 械 出 の 一 部



向ζ の 建 物 の 冷/! i 2 ・房街生設備に取付 け ま し

L  
4， 送 排 風 機 類

t.:. 立ー要 機 器 そ の他 を 挙 げ ま す と 大 /1俗l J ¥の通 り

系 統 1 ' ， m途 Ｎ￬￟Ｚ号ｽ ， Ａｾ ) J 台 数

で す

1  加 1 ス タ ヂ オ 系 送 気対J # 5  15 1  

主 要 機 器 類

2  

"  
選気用 Ｕｾ＠ 5  1  

3  11 。|気m 3  1  1  

冷 bk  機 1∞ 冷 凍噸 X l251
1' 11主ェパラタ ーボ型 4  :¥1' i  2 ス タ ヂ オ 系 送 気月1 3%  7l; <! 1  

相当放熱面磁
つねl ! ! ちポイラ

選気汗l
温 水 汽 縦 ｬ ｴｾＧ ・用 Ｒ ， ＱＰＰｭ Ｒ 1  "  NPM- 50型( レ イ・オ 5  

"  

4  3  1  

イノレ・パーナ付)

セポクシイヨナノラレ 5 - 3 0 8  

1  "  ( 同
上〉

6  

"  

り|気用 2  ｊ Ｏ ｾ＠ 1  

7  J:. 淵 宅 系 送気朋 H <! 10 1  

2  水 槽 及 油 槽 類

一一一ー「

8  

"  
i S気HJ ｈ 〆 ｾ 5  1  

)1 ノ'J( )汁 ノ'J < 械 イj効 120m!! 1 ムtコ 9  

"  

排気川 21，0 1  1  

冷水J t i ' 7J( .j W 有効 120m
3

1  "  

10 I川 市 居 室 系 送 気月j 2Yz 5  1  

rlf ;J( 受7 ) ( 相 3 0 m
3  

1  "  

11 

"  

i塁気月j 3  2  1  

• iIi ; Jく hl _/-， ;J< t1"i 3.6 mx 1. 8 mx 1. 8m 1  /f 
12 一般 3/桝以下系 送気FIJ 5Yz 20 1  

主 I!l l  押li 1. 3I11 x 1. 2mx 1. 2 m 

1  "  

13 

"  
iS 気m 6  5  1  

主目/1サーピスタンク 任0 .8 mx 長 1. 3m

1  "  

14 4  Ｏｾ＠ 系 送 気用 5  15  1  

給 湯 )11 ltJ' ib'i .j W 1' ;; 0.  9 m司長2 .5111

15  リ ハ ー サ ノレ 系

"  

3  3  1  

1  "  

16 大 道 具 系

"  

4;-f 7}-f 1  

17 J位 階 )yf J J f 系州公) /J 1メ メ 1  

3  空 気 洗ち争 器 類

18 機 械 山 系

"  

4  2  1  

;r l  1 スタジ オ系統

1¥1  m l豆 nl ｾＧＺ￯＠ ITI 凪ti J : m3/mi n  

2  ，ooox  3  ，390 x  1，770 x  360 19 地 階 一 般 系

"  

1}-f 1  1  

;r l 2 スタヂオ系統 1，195 X 3，390X  1. 770x  196 20 米 側 化 事i: 室 系

"  

1予4 メ 1  

主 謝系統 1  ，890X 2，930X  1，770 x 280 
21 iJ q  {JlI J 化 粧 宅 系

"  

1}-f }-f 1  

日リ 訓1系統 860 x  2， 930 x  1，770 x  100 

22 (6 治i 系

"  

1メ メ 1  

自民 l引Ilt寺 系統 1，935  X  2，725 X  2，000 X  100 

23 発 屯 Sd と包系

"  

3}-f 2  1  

般: c: 1l t 寺以下系統 2，390 X  3  ，175 x  2  ，220 X  485  

リハーサノレ 系統 865  x 2. 725 x  2，000 X  115  

24 11; ;'- ｾ・ 三， 
系

"  

2}-f 1  1  
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j也階冷i J . 1i 機 並 ボ イ ラ 室

|  5 ホ ン ? 知 I  

口径 x 馬力 台数

i令 Aく術 環 -1' ン プ 6"  x  25 1  

冷 却 /J< lJ {j J)立-1' ン プ 5'1  x  15  1  

illl l  ; ] <制 J:;:i ポ ン プ 5" x  15  1  

illl l  ;J< 1，i  i  r. ;i  -1' ン プ 1Yz" x  yz 1  

ス プ レ ポ ン フ 2Yz"  x  5  3  

ス フ レ -f ン フ。 2"  x  3  1  

i/J ;J< tb}  ;Jくポ ン プ 2j j ケ x 10  2  
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3" :<  15  1  

)1二 ) ) I'，v:  H  _12 ン プ l J f "  x  3  
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機被運転tζ 宇1" い発生する振動を建築物 l乙伝熔させないため 、防娠ゴムを用いましたが、楼 惜

の重量と強制振動数に応じ 、防阪ゴムの硬度、形状 、数及び配白を精干討に計算の上取付けまし

た。又 、ボ Y フー類の機 tJs ( 的版動や流7kの衝撃等が配管系統へ伝熔する事を防ぐ為にはパ イプレ

スタを用いました 。
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東 京 都

東 京 都

東 京 都

京 };i 古al

必 本 il i

名 古 屋 市

名 古 l五 rlT

名 古 屋 市

名 古 屋 市

名 古 屋 市

京 都 rlT

大 阪 市

神 戸 市

神 戸 市

福 岡 市

福 | 河 市

現 在 施 工 中 の 主 要 工 事

松 坂 屋 上 野 庖 南 館

小 松 ス ト ア

東宝株式会社本社ピル デインク・

* 京 貿 易 会 館

日 本 銀 行 松 本 文 j占

住友銀行名古出ピノレ デイ ン グ

新 名 古 屋 ピ ノ レ デ イ ン グ

名 鉄 ピ ノ レ デ イ ンク・

名 古 屋 観 光 ホ テ ノ レ

111 立 名 古 屋 術 院

大阪瓦 ｪ 折隊式会社ｽｾ士郎文社

住 友 ピ ノ レ デ ィ ン グ 別 館

料I 戸 市 庁 舎

IlfJ 海 ピ ノ レ デ ィ ン ク ・

福 岡 宝 塚 会 館

博 多 目 活 劇 場

冷 房 換 気 設 備

冷 暖 房 換 気 設 備

衛 生 設 備

衛 生 設 備

暖房換気給掛/.1<.衛生設ui ii

笠 公L 調 整 設 uiii

ｾＺｾｪ＠ ｾ設備

ｾ ＺＧ［ｩｪ＠ ｾミ設仙

ｾ ｻｩ［ｪ＠ ｾ設 備

l反田中合釧水衛生設側l

街 生 設 備

給 tJI ' 71く 街 生 設 側l

衛 生 設 。ui

冷 暖 房 換 気 衛 生 設 備

冷 暖 房 換 気 設 備

冷 暖 房 換 気 衛 生 設 備

須 賀 工 業 株 式 会 社

大 阪 市福 島区堂 島 浜 通 4 丁目 電I: ! i 大阪⑩ 代表 1171 ・1351番

東 京 支 庖

名古屋支庖

京 都 支 白

神 戸 支 庖

福 岡 支 庖

来五L 自jl 港区芝 11I 村11汀6 丁口

名古屋市中区材木田J l T U  

京都市下京区烏丸通松原下ノレ

神戸市生田区北長狭通 2 丁目

福 岡 市 千 代 栄 IIIJ

電 話 東 京 ω 代 表 7 1 5 1  

屯話名古屋ω 2780・2784・5453

th 話 京 都 ⑤ 1 9 8 9 ・2 2 5 5

電 話 神 戸 ③ 代 表 5 1  0  1  

包 話 福 岡 ② 代 表 4 7  3  5  

4  .  
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新 し い 塗 料 か ら 生

ま れ る 新 し い 環 境

コy クリート・モ ノレタノレ ・プラスター ・木材 ・

金属 ・紙 ・繊維 ・皮革 ・その他あらゆる材料に
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セ メ シ ト 増 強 防 水 斉IJ

御一報二史第型録並仕様書道呈

株式会紅白本セメント防水剤製護所

ホ 品1 兵庫県室E富市高台上の地j t 28- 1 電 話 宝 塚 2 153

工 場 E 崎 市軍基波本町 1 - 3 4 電話大阪(48) 152 6  

名己屋出5長pji 名古屋市中区春日町16(安藤巳) [..内) 電 話 商 (32) 1331 
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